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巻頭言 
 令和元年度（２０１９年度）より文部科学省の「地域との協働による高等学校教育改革推進事

業（地域魅力化型）」の指定を受けて始まった本校の「Ｋ＃Ａｍａｘ(ｹｰ・ｴｰ・ﾏｯｸｽ)」の取組も３

年が経ち、指定期間が終了することとなりました。この間多くの方々の御支援の下、様々な活動

を行って参りました。 
本取組の背景として、熊本市以外の県立高校の多くがそうであるように、本校も生徒数の減少

という大きな課題に直面し、学校の魅力向上や教育活動の対外的発信の強化に取り組まなけれ

ばならないという切実な事情がありました。また、この現状の根底には本校の立地する上天草市

自体が人口減少の深刻化という状況を抱え、本校の入学者の９９％が上天草市内の中学校から

という実情を考えたとき、数十年後の自治体の在り方の命運を本校が握っているといっても過

言ではないという実態があったのです。 
こうした経緯を踏まえ、Ｋ＃Ａｍａｘのテーマを「『ひと・もの・資源の宝庫』上天草で未来

を切り拓くリーダーの育成」に定め、上天草市を始めとする地域の関係機関等の全面的な協力を

得て、地域課題解決のためのビジネスプランを作成するという活動に取り組みました。地域の方

が生徒に直接指導するために本校を訪れるという光景はいつしか特別なことではなくなり、生

徒たちも地域に飛び出し、地域の方々と触れて、地域の様子を取材、調査をすることが日常的な

こととなっていきました。さらには、上天草市内の各中学校でも期を同じくして起業家教育が始

まり、中学校に本校生が助言や協力に出向くという中高連携も行いました。このような取組は生

徒の意識面の確かな変容をもたらしました。 
本事業の一環として今年度生徒に行ったアンケートでは、「高校卒業後地元で就業したいと考

えている」生徒は７２．３％、「大学等進学後、将来地元に戻って就業したいと考える」生徒は

４７．６％と、事業初年度から３年間でそれぞれ１０ポイント近くの上昇を確認することができ

ました。行動面での変化も見られました。別のアンケートでは、「地域社会でボランティアに参

加した」と答えた生徒が約６割いて、他校平均より１４ポイント以上高い結果が見られました。

このような結果から言えることは、生徒たちは自身の住む地域に関心を有し、地域のために自分

ができることをしようとする意欲を持ち始めているということではないでしょうか。郷土愛の

涵養を図ることができたと表現してもよいでしょう。 
加えて、学校教育に地域人材が参画することは、学校の風通しを良いものとし、学校外部の視

点の導入によって教師が普段の自身の指導の在り方を振り返るという機運の醸成も促しました。

教師も学びの機会を得て、地域への理解を深め、そのことが結果的にこの地域で生まれ育った生

徒たちへのより深い理解につながるという効果がもたらされたととらえています。 
以上のような成果を得た取組ですので、指定期間はこれで終了しますが、来年度以降も活動は

継続することとしています。Ｋ＃Ａｍａｘの本格的な活動がこれから始まる、そう呼んでもいい

かもしれません。そして、冒頭述べたように、この活動に取り組んだ生徒たちが数十年後、上天

草の地で多様な分野で活躍しているということが実現した時、この活動の真の成果が得られた

瞬間となるのです。それを信じ、私たちは生徒たちとともに、一つ一つのプログラムを楽しみな

がら、今後も活動し続けて参ります。 
最後になりましたが、今年度の本校の取組に対しまして、上天草市をはじめとする各所の関係

の方々から、多大なる御支援御協力をいただきましたことに深甚なる感謝を申し上げますとと

もに、今後の更なる御指導御鞭撻と、本書をご覧いただいた皆様からの御助言を心より祈念申し

上げ、巻頭の御挨拶といたします。 
令和３年３月 

熊本県立上天草高等学校 
                         校長  田中 篤 
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第１章 令和３年度研究開発完了報告書・目標設定シート 

１ 研究開発完了報告 

 
⟶⌮ᶵ㛵名 ⇃本県教育ጤဨ  
௦⾲者名  教育㛗 ྂ㛩 㝧୍ 

 
１ 事ᴗのᐇᮇ㛫 
   ௧３ᖺ４᭶１᪥（ዎ⣙⥾⤖᪥）㹼 ௧４ᖺ３᭶３１᪥ 
２ 指ᐃ校名࣭㢮ᆺ 

学校名 ⇃本県立ୖኳⲡ高等学校 
学校㛗名  ⏣୰ ⠜ 
㢮ᆺ 地ᇦ魅力化ᆺ 

３ 研究㛤発名 
 の育成࣮ࢲ࣮ࣜࡃᣅࡾと࣭もの࣭㈨※のᐆᗜࠖୖኳⲡでᮍ᮶をษࡦࠕ

４ 研究㛤発ᴫせ 
6oFiety�.� に主యⓗにᑐᛂでࡁる地ᇦேᮦを育成するため、す࡚の教⛉で学ࡧの᰿ᖿと࡞

るࠕࠖࡃ⪺ࠕヰすࠖࠕ⾲⌧するࠖ力を高めるࢡ࢙ࢪࣟࣉトを⾜࠺。こࡽࢀの力を᰿ᗏにᤣ࠼、

地ᇦや大学等と協働した学校タᐃ⛉┠で࠶るୖࠕኳⲡࢡ࢙ࢪࣟࣉトϨ、ϩ、Ϫࠖࠕ地ᇦ㉳ᴗ

研究 ※と࣭もの࣭㈨ࡦࠕ、࠸⾜㛤発を࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝研究ࠖを㍈としたࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀ地ᇦイࠕࠖ

のᐆᗜࠖୖኳⲡでᮍ᮶をษࡾᣅ࣮ࢲ࣮ࣜࡃの育成を⾜ࡑ。࠺の㝿、ୖኳⲡᕷෆᑠ୰高ࡀ㐃ᦠ

し࡚᥎進し࡚࠸る㉳ᴗᐙ教育を大࡞ࡁᰕとし、ᣢ⥆ⓗ࡞地ᇦの発ᒎをᛕ㢌に、ᵝ࡞ࠎ㈨※を

活し⤖ࡅࡘࡧ、㉳ᴗするேᮦࡀ᰾とࡾ࡞、地ᇦ全యのព㆑のኚ㠉をもたࡽし、ᑵᴗ構㐀の

ኚ化にࡆ࡞ࡘることも┠ᶆとし࡚࠸る。課外活動に࡚࠸ࡘも地ᇦとの協働を強化し、ࠕ地ᇦ

の▱の᭱高学ᗓ でࠖ࠶るୖኳⲡ高校の魅力化を᥎進し、地ᇦの課㢟ព㆑や㈉⊩ព㆑をᣢࡕ、

ゎỴにྥ࡚ࡅ主యⓗにᛮ考࣭⾜動するேᮦを育成し࡚ࡃ࠸。 
５ 学校タᐃ教⛉࣭⛉┠の㛤タ㸪教育課⛬の≉の活用の᭷↓ 
 ࣭学校タᐃ教⛉࣭⛉┠   㛤タし࡚࠸る   ࣭    㛤タし࡚࠸࡞࠸ 
 ࣭教育課⛬の≉の活用  活用し࡚࠸る   ࣭    活用し࡚࠸࡞࠸ 
６ 㐠Ⴀ指導ጤဨのయไ 

氏名 ᡤᒓ࣭職 ഛ考 
Ⲩᮌ ᭸ὒ ᮾᾏ大学 ᕞࢫࣃࣥࣕ࢟㛗 学㆑⤒㦂者 
⏣୰ ᑦே ⇃本大学 ⇃本生᥎進ᶵ構 教ᤵ 学㆑⤒㦂者 
ᇼỤ 㝯⮧ ୖኳⲡᕷ ᕷ㛗 㛵ಀ⾜ᨻᶵ㛵の㤳㛗 
㊊立 ᅧຌ ⇃本ࣇࢯト࢙࢘アᰴᘧ♫ ௦⾲ྲྀ⥾ᙺ♫㛗 

⇃本県⏘ᴗ教育⯆ 㛗 
⏘ᴗ教育に 
ᑓ㛛ⓗ▱㆑を᭷する 

ᯇ ᾈஅ ⇃本᪥᪥᪂⪺♫ ୖኳⲡᨭ局㛗 地元⣬のᨭ局㛗 
㸵 高等学校と地ᇦとの協働にࡼるࢩ࣮ࢯࣥࢥア࣒のయไ 

ᶵ㛵名 ᶵ㛵の௦⾲者 
⇃本県教育庁県立学校教育局高校教育課 㔜ᒸ ᛅᕼ 
ୖኳⲡ高等学校 ⏣୰ ⠜ 
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の⟶⌮࣭検ド࡞を⾜࠸࡚ࡗる。事ᴗ⤊ᚋࢩ࣮ࢯࣥࢥ、ࡣア࣒でᚓた࢘ࣁ࢘ࣀを学校㐠

Ⴀ協議でᘬࡄ⥅ࡁため、ྜྠ議を㛤ദした。 
  ճ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝㛤発等ᑓ㛛ᐙࡧࡼ࠾地ᇦ協働学⩦ᐇᨭဨに࡚࠸ࡘ 

の࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝。る࠸㠀ᖖとし࡚㐌４᪥⛬ᗘົし࡚、ࡣ㛤発等ᑓ㛛ᐙ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝

㛤発࣭進ᤖ≧ἣの⟶⌮、ᤵᴗにࡅ࠾る課㢟発ぢゎỴᆺ学⩦等の地ᇦ㐃ᦠの画࣭ᐇᨭ

を⾜࠸࡚ࡗる。ࡲた、ྠ୍ே≀を地ᇦ協働学⩦ᨭဨに指名し、学生௦にᩥ部⛉学┬で

働࠸࡚࠸た⤒㦂や、地ᇦ࠾こし協力㝲とし࡚活動し࡚ࡁた⤒㦂を活し࡚、学校と地ᇦ࡞

る᪉を活用し、地ᇦ㐃ᦠの࠸࡚ࡗࢃ地ᇦに㛵ࡽ地ᇦの㈨※や地ᇦ外、ࡆ࡞ࡘの外部を

画࣭㐠Ⴀ࣭ᐇᨭを⾜࠸࡚ࡗる。学校と地ᇦを⤖࣮ࢥࡪディ࣮ࢿトࡅࡔでࡃ࡞、生徒

の᥈究活動のアࣂࢻイࢫや⢭⚄ⓗࡲ࣮࢛ࣟࣇ࡞でࢳ࣐ࣝに活㌍࠸た࠸࡚࠸ࡔる。 
事ᴗ⤊ᚋも本校のྲྀ組にཧ画し࡚࠸たࡅࡔࡃࡔでࡑ、ࡃ࡞のᙺを」ᩘのேᮦでศ担

でࡁる仕組みを構築し࡚࠸る。 
１０ 研究㛤発のᐇ⦼ 
（１）ᐇ᪥⛬ 

ᴗົ㡯┠ ᐇᮇ㛫᪥⛬ 
 � ᭶ � ᭶ � ᭶ � ᭶ � ᭶ � ᭶ �� ᭶ �� ᭶ �� ᭶ � ᭶ � ᭶ � ᭶ 

地ᇦ⌮ゎㅮᗙ 
ඛ進ฟ๓ㅮᗙ 
【ୖኳ㹎Ϩ】 

【地㉳研】 
【地ᇦイ࣋ࣀ】 

� ᅇ � ᅇ � ᅇ   � ᅇ � ᅇ   � ᅇ   

 ⩦ト学ࢡ࢙ࢪࣟࣉ

【ୖኳ㹎Ϩ】 
【ୖኳ㹎ϩ】 
【ୖኳ㹎Ϫ】 

� ᅇ � ᅇ � ᅇ � ᅇ  �� ᅇ � ᅇ � ᅇ � ᅇ � ᅇ   

 ࢢィࣥࢸࢣ࣮࣐

ၟရ㛤発 ㅮᗙ 
【地㉳研】 

  � ᅇ � ᅇ  � ᅇ � ᅇ � ᅇ     

㺪㺽㺸㺜㺼㺻㺡㺎㺚㺌㺻 
動画㺘㺻㺡㺻㺠 
స成ㅮᗙ 

【地㉳研】 

� ᅇ � ᅇ � ᅇ      � ᅇ � ᅇ   

 ヰすࠖࠕࠖࡃ⪺ࠕ

 するࠖ⌧⾲ࠕ
 トࢡ࢙ࢪࣟࣉ
බ㛤ᤵᴗ㐌㛫 

  � ᅇ     � ᅇ     

 ヰすࠖࠕࠖࡃ⪺ࠕ
 するࠖ⌧⾲ࠕ
 トࢡ࢙ࢪࣟࣉ

 ホ౯ࢡࢵࣜࣈ࣮ࣝ

  � ᅇ      １ᅇ    

 ト࣮ࣃࢫ࢚࢟

生徒ὴ㐵 
         � ᅇ   

生徒成果発⾲ 

（全生徒ᑐ㇟） 
  � ᅇ      � ᅇ  � ᅇ  

研究成果発⾲           � ᅇ  

ͤᴗົ㡯┠の【 】ෆࡣᐇする学校タᐃ⛉┠の␎⛠。 
    【ୖኳ㹎Ϩ】㸸ୖኳⲡࢡ࢙ࢪࣟࣉトϨ  【ୖኳ㹎ϩ】㸸ୖኳⲡࢡ࢙ࢪࣟࣉトϩ 
    【ୖኳ㹎Ϫ】㸸ୖኳⲡࢡ࢙ࢪࣟࣉトϪ  【地㉳研】 㸸地ᇦ㉳ᴗ研究 
    【地ᇦイ࣋ࣀ】㸸地ᇦイࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀ研究 

 
（２）ᐇ⦼のㄝ᫂ 

ୖኳⲡᕷ画ᨻ⟇部 ⰼᡣ ༤ 
ୖኳⲡᕷほග࠾も࡚࡞し課 ๓᪉ ṇᗈ 
ୖኳⲡᕷ教育ጤဨ学ົ課 ㉥℩ ⪔స 
ୖኳⲡᕷ教育ጤဨ ᒣୗ ୍ 
ୖኳⲡᕷၟᕤ⥲ົ課 ᚿᮧ ಇ 
ୖኳⲡᕷ♫⚟♴協議地ᇦ⚟♴ಀ 㡲୰ ୍ஂ 
ୖኳⲡᕷᑠ୰学校㛗 ⚟ᔱ ගᾈ 
㹈Ａࡃࡲ࠶さ Ỉ㔝 㱟ᖾ 
ኳⲡ⁺ᴗ協ྠ組ྜୖኳⲡ⥲ྜᨭᡤ ᒸ ⚽ᩄ 
ୖኳⲡᕷ༊㛗㐃ྜ ⚟⏣ ὠዉ⏨ 
ኳⲡࢵࢿࣝࣈ࣮ࢣト࣮࣡ࢡ メディア事ᴗ部 ⰰᕝ ⌶ဢ 
ୖኳⲡᕷ༴ᶵ⟶⌮情報課 ᯇᑿ ఙஅ 
ኳⲡᅄ㑻ほග協 ᮡ本 ୍ 
ᮾᾏ大学ࢪࢵࣞ࢝ࢫࢡࢵࢽ࢙ࣇ⇃本 ᑠ⏣ ᚰ୍ 
 㛤発等ᑓ㛛ᐙ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝
地ᇦ協働学⩦ᐇᨭဨ 元⏣ ᭷♳ 

 㸪地ᇦ協働学⩦ᨭဨ࣮ࢨイࣂࢻ㛤発ᑓ㛛ᐙ㸪ᾏ外ὶア࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ ８
ศ㢮 氏名 ᡤᒓ࣭職 㞠用ᙧែ 

 ᰴ�࣭௦⾲ྲྀ⥾ᙺ 㠀ᖖ�㛤発ᑓ㛛ᐙ 元⏣ ᭷♳ 元⏣㎰ᴗ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝
地ᇦ協働学⩦ᐇᨭဨ 元⏣ ᭷♳ 元⏣㎰ᴗ�ᰴ�࣭௦⾲ྲྀ⥾ᙺ 㠀ᖖ 

９ ⟶⌮ᶵ㛵のྲྀ組࣭ᨭᐇ⦼  
（１）ᐇ᪥⛬ 

ᴗົ㡯┠ ᐇ᪥⛬ 

 ４᭶ ５᭶ ６᭶ 㸵᭶ ８᭶ ９᭶ �� ᭶ �� ᭶ �� ᭶ １᭶ ２᭶ ３᭶ 

㐠Ⴀ指導ጤဨ       
᭩面

㛤ദ 
   㛤ദ  

 ࣒アࢩ࣮ࢯࣥࢥ
ጤဨ    㛤ദ       㛤ദ  

 ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝
㛤発等ᑓ㛛ᐙ 㞠用 㞠用 㞠用 㞠用 㞠用 㞠用 㞠用 㞠用 㞠用 㞠用 㞠用 㞠用 

地ᇦ協働 
学⩦ᨭဨ ጤკ ጤკ ጤკ ጤკ ጤკ ጤკ ጤკ ጤკ ጤკ ጤკ ጤკ ጤკ 

（２）ᐇ⦼のㄝ᫂ 
  ձ㐠Ⴀ指導ጤဨに࡚࠸ࡘ 

研究ෆᐜの指導、⤒㐣の☜ㄆ、⤖果のホ౯ཬࢩ࣮ࢯࣥࢥࡧア࣒にᑐし࡚➨୕者ⓗ࡞どⅬ

のため➨１ᅇྜを᭩面でのពぢ㞟⚝ࢼࣟࢥ、ࡣる。ᖺᗘ࠸࡚࠸ࡔた࠸指導ຓゝをࡽ

⣙とし、ᖺᗘྲྀࡾ組ࡁࡴ課㢟とࡑのゎỴ⟇にᑐするࡈពぢを࠸た࠸ࡔた。➨２ᅇྜ

（研究成果発⾲）もᑐ面でのᐇでࣛࣥ࢜ࡃ࡞ࡣイࣥでࢸ࣮࣑ィࣥࢢでの㛤ദとࡗ࡞た。

を本校職ဨと㛵ࣥࣙࢩࢵ࢝ࢫディࣝࢿࣃ、ࡁ࡙ࡘ研究成果の発⾲に㛵する指導ຓゝࠖにࠕ

ಀ者ྥࡅに㛤ദし、３ᖺ㛫のྲྀ組の⥲ᣓを࠾こࡗ࡞た。 
  ղࢩ࣮ࢯࣥࢥア࣒に࡚࠸ࡘ 

、ேᮦീをඹ᭷し࠸育࡚た、ࡾ࠶本事ᴗのពᛮỴᐃᶵ㛵で、ࡣ࡚࠸ࡘに࣒アࢩ࣮ࢯࣥࢥ

協働し࡚ேᮦ育成にᦠࢃるᶵ㛵と⨨࠸࡚ࡅる。ࡑのᙺとし࡚、育࡚た࠸ேᮦീの⟇

ᐃ࣭ඹ᭷、学校タᐃ⛉┠を୰ᚰとした教⛉⛉┠の指導ィ画⟇ᐃのཧ画、事ᴗの進ᤖ≧ἣ
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の⟶⌮࣭検ド࡞を⾜࠸࡚ࡗる。事ᴗ⤊ᚋࢩ࣮ࢯࣥࢥ、ࡣア࣒でᚓた࢘ࣁ࢘ࣀを学校㐠

Ⴀ協議でᘬࡄ⥅ࡁため、ྜྠ議を㛤ദした。 
  ճ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝㛤発等ᑓ㛛ᐙࡧࡼ࠾地ᇦ協働学⩦ᐇᨭဨに࡚࠸ࡘ 

の࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝。る࠸㠀ᖖとし࡚㐌４᪥⛬ᗘົし࡚、ࡣ㛤発等ᑓ㛛ᐙ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝

㛤発࣭進ᤖ≧ἣの⟶⌮、ᤵᴗにࡅ࠾る課㢟発ぢゎỴᆺ学⩦等の地ᇦ㐃ᦠの画࣭ᐇᨭ

を⾜࠸࡚ࡗる。ࡲた、ྠ୍ே≀を地ᇦ協働学⩦ᨭဨに指名し、学生௦にᩥ部⛉学┬で

働࠸࡚࠸た⤒㦂や、地ᇦ࠾こし協力㝲とし࡚活動し࡚ࡁた⤒㦂を活し࡚、学校と地ᇦ࡞

る᪉を活用し、地ᇦ㐃ᦠの࠸࡚ࡗࢃ地ᇦに㛵ࡽ地ᇦの㈨※や地ᇦ外、ࡆ࡞ࡘの外部を

画࣭㐠Ⴀ࣭ᐇᨭを⾜࠸࡚ࡗる。学校と地ᇦを⤖࣮ࢥࡪディ࣮ࢿトࡅࡔでࡃ࡞、生徒

の᥈究活動のアࣂࢻイࢫや⢭⚄ⓗࡲ࣮࢛ࣟࣇ࡞でࢳ࣐ࣝに活㌍࠸た࠸࡚࠸ࡔる。 
事ᴗ⤊ᚋも本校のྲྀ組にཧ画し࡚࠸たࡅࡔࡃࡔでࡑ、ࡃ࡞のᙺを」ᩘのேᮦでศ担

でࡁる仕組みを構築し࡚࠸る。 
１０ 研究㛤発のᐇ⦼ 
（１）ᐇ᪥⛬ 

ᴗົ㡯┠ ᐇᮇ㛫᪥⛬ 
 � ᭶ � ᭶ � ᭶ � ᭶ � ᭶ � ᭶ �� ᭶ �� ᭶ �� ᭶ � ᭶ � ᭶ � ᭶ 

地ᇦ⌮ゎㅮᗙ 
ඛ進ฟ๓ㅮᗙ 
【ୖኳ㹎Ϩ】 

【地㉳研】 
【地ᇦイ࣋ࣀ】 

� ᅇ � ᅇ � ᅇ   � ᅇ � ᅇ   � ᅇ   

 ⩦ト学ࢡ࢙ࢪࣟࣉ

【ୖኳ㹎Ϩ】 
【ୖኳ㹎ϩ】 
【ୖኳ㹎Ϫ】 

� ᅇ � ᅇ � ᅇ � ᅇ  �� ᅇ � ᅇ � ᅇ � ᅇ � ᅇ   

 ࢢィࣥࢸࢣ࣮࣐

ၟရ㛤発 ㅮᗙ 
【地㉳研】 

  � ᅇ � ᅇ  � ᅇ � ᅇ � ᅇ     

㺪㺽㺸㺜㺼㺻㺡㺎㺚㺌㺻 
動画㺘㺻㺡㺻㺠 
స成ㅮᗙ 

【地㉳研】 

� ᅇ � ᅇ � ᅇ      � ᅇ � ᅇ   

 ヰすࠖࠕࠖࡃ⪺ࠕ

 するࠖ⌧⾲ࠕ
 トࢡ࢙ࢪࣟࣉ
බ㛤ᤵᴗ㐌㛫 

  � ᅇ     � ᅇ     

 ヰすࠖࠕࠖࡃ⪺ࠕ
 するࠖ⌧⾲ࠕ
 トࢡ࢙ࢪࣟࣉ

 ホ౯ࢡࢵࣜࣈ࣮ࣝ

  � ᅇ      １ᅇ    

 ト࣮ࣃࢫ࢚࢟

生徒ὴ㐵 
         � ᅇ   

生徒成果発⾲ 

（全生徒ᑐ㇟） 
  � ᅇ      � ᅇ  � ᅇ  

研究成果発⾲           � ᅇ  

ͤᴗົ㡯┠の【 】ෆࡣᐇする学校タᐃ⛉┠の␎⛠。 
    【ୖኳ㹎Ϩ】㸸ୖኳⲡࢡ࢙ࢪࣟࣉトϨ  【ୖኳ㹎ϩ】㸸ୖኳⲡࢡ࢙ࢪࣟࣉトϩ 
    【ୖኳ㹎Ϫ】㸸ୖኳⲡࢡ࢙ࢪࣟࣉトϪ  【地㉳研】 㸸地ᇦ㉳ᴗ研究 
    【地ᇦイ࣋ࣀ】㸸地ᇦイࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀ研究 

 
（２）ᐇ⦼のㄝ᫂ 

ୖኳⲡᕷ画ᨻ⟇部 ⰼᡣ ༤ 
ୖኳⲡᕷほග࠾も࡚࡞し課 ๓᪉ ṇᗈ 
ୖኳⲡᕷ教育ጤဨ学ົ課 ㉥℩ ⪔స 
ୖኳⲡᕷ教育ጤဨ ᒣୗ ୍ 
ୖኳⲡᕷၟᕤ⥲ົ課 ᚿᮧ ಇ 
ୖኳⲡᕷ♫⚟♴協議地ᇦ⚟♴ಀ 㡲୰ ୍ஂ 
ୖኳⲡᕷᑠ୰学校㛗 ⚟ᔱ ගᾈ 
㹈Ａࡃࡲ࠶さ Ỉ㔝 㱟ᖾ 
ኳⲡ⁺ᴗ協ྠ組ྜୖኳⲡ⥲ྜᨭᡤ ᒸ ⚽ᩄ 
ୖኳⲡᕷ༊㛗㐃ྜ ⚟⏣ ὠዉ⏨ 
ኳⲡࢵࢿࣝࣈ࣮ࢣト࣮࣡ࢡ メディア事ᴗ部 ⰰᕝ ⌶ဢ 
ୖኳⲡᕷ༴ᶵ⟶⌮情報課 ᯇᑿ ఙஅ 
ኳⲡᅄ㑻ほග協 ᮡ本 ୍ 
ᮾᾏ大学ࢪࢵࣞ࢝ࢫࢡࢵࢽ࢙ࣇ⇃本 ᑠ⏣ ᚰ୍ 
 㛤発等ᑓ㛛ᐙ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝
地ᇦ協働学⩦ᐇᨭဨ 元⏣ ᭷♳ 

 㸪地ᇦ協働学⩦ᨭဨ࣮ࢨイࣂࢻ㛤発ᑓ㛛ᐙ㸪ᾏ外ὶア࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ ８
ศ㢮 氏名 ᡤᒓ࣭職 㞠用ᙧែ 

 ᰴ�࣭௦⾲ྲྀ⥾ᙺ 㠀ᖖ�㛤発ᑓ㛛ᐙ 元⏣ ᭷♳ 元⏣㎰ᴗ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝
地ᇦ協働学⩦ᐇᨭဨ 元⏣ ᭷♳ 元⏣㎰ᴗ�ᰴ�࣭௦⾲ྲྀ⥾ᙺ 㠀ᖖ 

９ ⟶⌮ᶵ㛵のྲྀ組࣭ᨭᐇ⦼  
（１）ᐇ᪥⛬ 

ᴗົ㡯┠ ᐇ᪥⛬ 

 ４᭶ ５᭶ ６᭶ 㸵᭶ ８᭶ ９᭶ �� ᭶ �� ᭶ �� ᭶ １᭶ ２᭶ ３᭶ 

㐠Ⴀ指導ጤဨ       
᭩面

㛤ദ 
   㛤ദ  

 ࣒アࢩ࣮ࢯࣥࢥ
ጤဨ    㛤ദ       㛤ദ  

 ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝
㛤発等ᑓ㛛ᐙ 㞠用 㞠用 㞠用 㞠用 㞠用 㞠用 㞠用 㞠用 㞠用 㞠用 㞠用 㞠用 

地ᇦ協働 
学⩦ᨭဨ ጤკ ጤკ ጤკ ጤკ ጤკ ጤკ ጤკ ጤკ ጤკ ጤკ ጤკ ጤკ 

（２）ᐇ⦼のㄝ᫂ 
  ձ㐠Ⴀ指導ጤဨに࡚࠸ࡘ 

研究ෆᐜの指導、⤒㐣の☜ㄆ、⤖果のホ౯ཬࢩ࣮ࢯࣥࢥࡧア࣒にᑐし࡚➨୕者ⓗ࡞どⅬ

のため➨１ᅇྜを᭩面でのពぢ㞟⚝ࢼࣟࢥ、ࡣる。ᖺᗘ࠸࡚࠸ࡔた࠸指導ຓゝをࡽ

⣙とし、ᖺᗘྲྀࡾ組ࡁࡴ課㢟とࡑのゎỴ⟇にᑐするࡈពぢを࠸た࠸ࡔた。➨２ᅇྜ

（研究成果発⾲）もᑐ面でのᐇでࣛࣥ࢜ࡃ࡞ࡣイࣥでࢸ࣮࣑ィࣥࢢでの㛤ദとࡗ࡞た。

を本校職ဨと㛵ࣥࣙࢩࢵ࢝ࢫディࣝࢿࣃ、ࡁ࡙ࡘ研究成果の発⾲に㛵する指導ຓゝࠖにࠕ

ಀ者ྥࡅに㛤ദし、３ᖺ㛫のྲྀ組の⥲ᣓを࠾こࡗ࡞た。 
  ղࢩ࣮ࢯࣥࢥア࣒に࡚࠸ࡘ 

、ேᮦീをඹ᭷し࠸育࡚た、ࡾ࠶本事ᴗのពᛮỴᐃᶵ㛵で、ࡣ࡚࠸ࡘに࣒アࢩ࣮ࢯࣥࢥ

協働し࡚ேᮦ育成にᦠࢃるᶵ㛵と⨨࠸࡚ࡅる。ࡑのᙺとし࡚、育࡚た࠸ேᮦീの⟇

ᐃ࣭ඹ᭷、学校タᐃ⛉┠を୰ᚰとした教⛉⛉┠の指導ィ画⟇ᐃのཧ画、事ᴗの進ᤖ≧ἣ
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学校外（地ᇦෆ外の教育㈨※、⾜ᨻ、大学、Ｎ㹎㹍、メディア等）をࡂ࡞ࡘຠ果ⓗ࡞学⩦

活動をฟするᙺを担࠸࡚ࡗる。地ᇦ協働学⩦ᐇᨭဨ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝、ࡣ㛤発等ᑓ㛛

ᐙとྠ୍の者を指名し࡚ࡾ࠾、学校のࢬ࣮ࢽを地ᇦの㈨※（ேᮦ）と⤖ࡅࡘࡧるࡅࡔで࡞

ࡗトᶵ⬟を担࣮ࢿディ࣮ࢥる᪉ྥのࡅࡘࡧ⤖を学校の㈨※（ேᮦ）とࢬ࣮ࢽ地ᇦの、ࡃ

 。る࠸࡚
さࡽに、ᕷෆྛᡤとの㐃ᦠࡣもࢇࢁࡕのこと、ᕷの地ᇦ࠾こし協力㝲ဨとの㐃ᦠも῝め、

た。≉にୖኳⲡᕷ⩏ົ教育ㅖ学ࡁᐇした事ᴗをᒎ㛤でࡾࡼ、ࡽࡀ࡞ࡆをᗈࢡト࣮࣡ࢵࢿ

校㓄⨨の࣮ࢥディ࣮ࢱ࣮ࢿと㐃ᦠすることで、本校とᕷෆ୰学校の᥈究活動ࡀ㐃動し、┦

ຠ果を発した。 
࣮ࢯࣥࢥ、や指導ィ画にᑐし࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝㛤発等ᑓ㛛ᐙと高校で⟇ᐃした࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝

ࢥ、事ᴗにᫎさせ、高校でホ౯࣭検ドし、ࡁࡔた࠸のᥦゝをࡽ立ሙ࡞ࠎෆのᵝ࣒アࢩ

 。を☜立したࣝࢡᙺศ担をᐃめる୰で㹎㹂㹁Ａサイ࠺࠸で協議すると࣒アࢩ࣮ࢯࣥ
յ学校全యの研究㛤発యไに࡚࠸ࡘ（教ᖌのᙺ、ࢀࡑをᨭするయไに࡚࠸ࡘ） 

研究㛤発を主とし࡚担当する職ဨ２ேと࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝㛤発等ᑓ㛛ᐙ（地ᇦ協働学⩦ᐇ

ᨭဨをව௵）を、⟶⌮職୰ᚰのࠕ研究௦⾲者 、ࠖ教⛉主௵࣭学ᖺ主௵で構成さࢀたࠕ研

究᥎進ጤဨࠖでᡭཌࡃサ࣮࣏トするయไࡀ構築さ࠸࡚ࢀる。ࡲた、ྛ学ᖺ職ဨࡽ㑅ฟ

さࢀたୖኳⲡࢡ࢙ࢪࣟࣉト担当２名ࡀ、学ᖺ㛫の㐃⤡࣭ㄪᩚᙺとし࡚研究主௵をサ࣮࣏ト

した。 
ն࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝㛤発等ᑓ㛛ᐙ、地ᇦ協働学⩦ᐇᨭဨの学校ෆにࡅ࠾る⨨࡙ࡅに࡚࠸ࡘ 

㐌４᪥⛬ᗘົし、職ဨ࣭生徒ࠕࡽ元⏣ඛ生ࠖとࢀࡤる࡞、学校のෆഃで活動す

るᏑᅾとし࡚ㄆ㆑さ࠸࡚ࢀる。ྛ学ᖺの学ᖺで学校タᐃ⛉┠の㐃⤡ㄪᩚを⾜࠸、ᤵᴗの

ᐇをサ࣮࣏トし࡚࠸る。ࡲた、学校タᐃ⛉┠௨外のᤵᴗもཧほし、࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝全య

のアࣂࢻイࢫや、学校⾜事のサ࣮࣏トも࠾㢪࠸し࡚࠸る。 
շ学校㛗のୗで㸪研究㛤発の進ᤖ⟶⌮を⾜࠸㸪ᐃᮇⓗ࡞☜ㄆや成果の検ド࣭ホ౯等を㏻ࡌ㸪

ィ画࣭᪉ἲをᨵၿし࡚ࡃ࠸仕組みに࡚࠸ࡘ 
研究の成果や課㢟を検ドし、㐺ษ࡞ホ౯を⾜ࠕ࠺研究ホ౯検討ጤဨࠖをタ⨨し、ᐃᮇ

ⓗに進ᤖ≧ἣの☜ㄆࡧࡼ࠾ィ画のಟṇを⾜ࡗた。 
活動にཧຍすることで、ྛ事ᴗのࡀし、⟶⌮職ᛶを活≉࠺࠸ると࠶た、ᑠつ模校でࡲ

進ᤖ≧ἣやィ画に࡚࠸ࡘ活発࡞ពぢࢀࢃ⾜ࡀた。こࢀにࡾࡼ、デ࣮ࢱとともにࠕᐇయ

㦂ࠖをకࡗた研究㛤発の全యീを学校㛗ࡀᢕᥱし、強ࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮ࣜ࠸のୗ、研究㛤発を

力強ࡃ๓進࣭ຍ㏿させることࡀでࡁた。 
ո࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝㛤発にᑐするࢩ࣮ࢯࣥࢥア࣒にࡅ࠾るྲྀ組に࡚࠸ࡘ 

๓㏙の㏻ࢩ࣮ࢯࣥࢥ、ࡾア࣒ጤဨでࡣ、育成する地ᇦேᮦീをඹ᭷し、࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝

ኳⲡ高校の教ୖ、ࡎࡽ㛤発に㝈࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝、たࡲ。る࠸࡚ࡗメࣥトの୍⩼を担ࢪࢿ࣐࣭

育活動全⯡にࢩ࣮ࢯࣥࢥ、࡚࠸࠾ア࣒の果たすᙺࡣ㠀ᖖに大ࡗࡁた。 
չ㐠Ⴀ指導ጤဨ等、ྲྀ組にᑐする指導ຓゝ等に㛵するᑓ㛛ᐙࡽのᨭに࡚࠸ࡘ 

本校の㐠Ⴀ指導ጤဨにࡣ、指導ຓゝをするࡅࡔでࢀࡑ、ࡃ࡞をᐇ⌧するためのᡭ立࡚を

ᥦ౪し࡚࠸た࠸࡚࠸ࡔる。ࡤ࠼、ᇼỤጤဨ（ୖኳⲡᕷ㛗）ࡽのࠕＳ㹂㹅㹱のྲྀ組を

ᐇさせ࡚࠺ࡣ。ࠖとᚚពぢを࠸た࠸ࡔた⤖果、ᕷᙺᡤࡽᑓ㛛ᐙを⤂介し࡚࠸た࠸ࡔ

たࡾ、⏣୰ጤဨ（⇃本大学教ᤵ）にฟ๓ㅮᗙのㅮᖌをົめ࡚࠸た࠸ࡔたࡾ、㊊立ጤဨの

⤂介で大学生にࡼるฟ๓ᤵᴗࡀᐇ⌧する࡞、ᡭཌ࠸ᨭを࠸た࠸ࡔた。 
պ㢮ᆺẖの㊃᪨にᛂࡌたྲྀ組に࡚࠸ࡘ 

ձ研究㛤発のෆᐜや地ᇦ課㢟研究のෆᐜに࡚࠸ࡘ 
（ア）ୖࠕኳⲡࢡ࢙ࢪࣟࣉトࠖをࡌࡣめとする᥈究活動のᐇ 

᥈究活動のಶู᭱㐺化と⥅⥆ᛶ（生徒㛫で研究とࡑの成果を⥅ᢎ）を担ಖするた

めに、ୖኳⲡࢡ࢙ࢪࣟࣉトをྠ୍㛫にᐇし、学ᖺのᇉ᰿を㉺࠼た࣑ࢮไを導ධ

した。୍ ᩧでཷㅮするㅮᗙをᴟ力ᑡࡃ࡞し、生徒の⯆࣭㛵ᚰにྜせたㅮᖌᣍ⪸で、

た࠼ෆで学ᖺを㉸࣑ࢮ、たࡲ。たࡗ࡞に⬟ྍࡀෆᐜの▱㆑⩦ᚓと᥈究活動࠸῝ࡾࡼ

ඹྠ研究で、㛗ᮇにࢃたる᥈究活動をᚋ㍮に⥅ᢎさせることྍࡀ⬟にࡗ࡞た。 
ࡾࡀ⧄地ᇦேᮦとの、࠼ቑࡀ地ᇦのᑓ㛛ᐙをᣍ⪸するᶵ、ࡾࡼไの導ධに࣑ࢮ

強化と職ဨの㈇担㍍ῶをᅗࡗた。 
（イ）᪂学⩦指導せ㡿にࡅ࠾る地ᇦேᮦ育成を┠指したᤵᴗᨵၿのྲྀ組 

ᖺᗘࡲでに成させたࠕ地ᇦேᮦ育成の࣮ࣝࠖࢡࢵࣜࣈをᣢ⥆ⓗにᨵၿでࡁる

仕組み、ࠕ地ᇦேᮦ育成のためのࢪࢿ࣐࣭࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝メࣥトࠖをࡾฟした。 
職ဨࡣ、ᖺ㛫ィ画のస成࣭ᐇ㊶を࠾こࢡࢵࣜࣈ࣮ࣝ、࠸࡞どⅬで生徒をホ౯。生

徒⮬㌟も࣮ࣝࢡࢵࣜࣈで⮬ᕫホ౯をᐇ。協働活動を⾜࠺外部ேᮦも࣮ࣝࢡࢵࣜࣈ

のどⅬで生徒をホ౯する。こࢀをもとに地ᇦேᮦにᚲせ࡞⬟力ࡀ育成で࠸࡚ࡁる

をもとࢀをᨵၿする。こࢡࢵࣜࣈ࣮ࣝ、検討し࠸࡞ࡣ力⬟࠸᪂しࡁ育成す、

にᖺ㛫ィ画を立する、地ᇦと協働したᚠ⎔ᆺのࢪࢿ࣐࣭࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝メࣥトの構

築をᅗࡗた。 
 大学や研究ᶵ㛵との㐃ᦠ（࢘）

教育のデࣝࢱࢪ化の進ᒎにక࠸、࣮ࣜࣔトでのㅮᗙᐇのࡀࣝࢻ࣮ࣁ、ㅮᖌഃ

とし࡚ᣍ࣮ࣕࢳィ࣮ࢸトࢫࢤも࡚ࡗ࠶㐲㝸地のேᮦで、ࡾ࡞ࡃもపࡽもཷㅮഃࡽ

⪸しやす࠸⎔ቃをᩚഛでࡁた。ࡲた、生徒１ே１ྎ➃ᮎと１ே１アࣥ࢘࢝トのᐇ⌧

にࡾࡼ、ಶูの生徒にࡼるメ࣮ࣝを用した࡞ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ、ಶู᭱㐺化

さࢀたᐃ௨ୖの㐃ᦠࡀᐇ⌧でࡁた。ྠに、情報ࣔࣛࣝ教育強化のᚲせᛶ࡞課

㢟も生ࢀࡲた。 
ղ地ᇦとの協働にࡼる᥈究ⓗ࡞学ࡧをᐇ⌧する学⩦ෆᐜの教育課⛬ෆにࡅ࠾る⨨ࡅ 

１ᖺ全学⛉に࡚࠸࠾、学校タᐃ⛉┠ୖࠕኳⲡࢡ࢙ࢪࣟࣉトϨࠖ（１༢）、２ᖺ全学⛉

に࡚࠸࠾、学校タᐃ⛉┠ୖࠕኳⲡࢡ࢙ࢪࣟࣉトϩࠖ（１༢）、３ᖺ全学⛉に࡚࠸࠾、学

校タᐃ⛉┠ୖࠕኳⲡࢡ࢙ࢪࣟࣉトϪࠖ（１༢）をࢀࡒࢀࡑ⥲ྜⓗ࡞᥈究の㛫の௦᭰と

し࡚ᐇし࡚࠸る。ࡲた、２ᖺᬑ㏻⛉にࡣ࡚࠸࠾、学校タᐃ⛉┠ࠕ地ᇦ㉳ᴗ研究ࠖ（１༢

）、３ᖺᬑ㏻⛉ᬑ㏻ࢫ࣮ࢥに࡚࠸࠾、学校タᐃ⛉┠ࠕ地ᇦイࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀ研究ࠖをࢀࡑ

 。る࠸ᐇし࡚ࢀࡒ
ճྛ⛉┠等にࡅ࠾る学⩦を┦に㛵㐃させ㸪教⛉等ᶓ᩿ⓗ࡞学⩦とするྲྀ組に࡚࠸ࡘ 

１ᖺ生ࠕ♫と情報ࠖにࡅ࠾るࠕಶேのᶒ ⴭసᶒࠕࠖ స成の࣮ࢱࢫ࣏情報発信ࠖとࠕࠖ

ᮇをྜࢃせるୖࠕ、࡞ኳⲡࢡ࢙ࢪࣟࣉトϨࠖとの⛉┠と㐃動し࡚࠸る。 
２ᖺ生ᬑ㏻⛉ᬑ㏻ࢫࣛࢡにࡣ࡚࠸࠾、ၟᴗ⛉┠ࢫࢿࢪࣅࠕᇶ♏ࠖをᒚಟし、ୖࠕኳⲡࣉ

 。る࠸でࢇ組ࡾトϩࠖと㐃動した㉳ᴗᐙ教育にྲྀࢡ࢙ࢪࣟ
２ᖺ生ᬑ㏻⛉全ဨࡀᒚಟする、学校タᐃ⛉┠ࠕ地ᇦ㉳ᴗ研究ࠖでࡣ、⌮⛉࣭ⱥㄒ࣭ᐙᗞ࣭

ၟᴗの職ဨを担当者とし࡚㓄⨨し、ၟရ㛤発やメディアࢶࣥࢸࣥࢥのస成を㏻࡚ࡌ、課㢟

ゎỴ⬟力の育成を⾜ࡗた。 
մ地ᇦとの協働にࡼる᥈究ⓗ࡞学ࡧをᐇ⌧するࢪࢿ࣐࣭࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝メࣥトの᥎進యไ 

学校ෆ（生徒、教職ဨ、ᤵᴗ、部活動、学校⾜事等）と、ࡣ㛤発等ᑓ㛛ᐙ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝
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学校外（地ᇦෆ外の教育㈨※、⾜ᨻ、大学、Ｎ㹎㹍、メディア等）をࡂ࡞ࡘຠ果ⓗ࡞学⩦

活動をฟするᙺを担࠸࡚ࡗる。地ᇦ協働学⩦ᐇᨭဨ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝、ࡣ㛤発等ᑓ㛛

ᐙとྠ୍の者を指名し࡚ࡾ࠾、学校のࢬ࣮ࢽを地ᇦの㈨※（ேᮦ）と⤖ࡅࡘࡧるࡅࡔで࡞

ࡗトᶵ⬟を担࣮ࢿディ࣮ࢥる᪉ྥのࡅࡘࡧ⤖を学校の㈨※（ேᮦ）とࢬ࣮ࢽ地ᇦの、ࡃ

 。る࠸࡚
さࡽに、ᕷෆྛᡤとの㐃ᦠࡣもࢇࢁࡕのこと、ᕷの地ᇦ࠾こし協力㝲ဨとの㐃ᦠも῝め、

た。≉にୖኳⲡᕷ⩏ົ教育ㅖ学ࡁᐇした事ᴗをᒎ㛤でࡾࡼ、ࡽࡀ࡞ࡆをᗈࢡト࣮࣡ࢵࢿ

校㓄⨨の࣮ࢥディ࣮ࢱ࣮ࢿと㐃ᦠすることで、本校とᕷෆ୰学校の᥈究活動ࡀ㐃動し、┦

ຠ果を発した。 
࣮ࢯࣥࢥ、や指導ィ画にᑐし࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝㛤発等ᑓ㛛ᐙと高校で⟇ᐃした࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝

ࢥ、事ᴗにᫎさせ、高校でホ౯࣭検ドし、ࡁࡔた࠸のᥦゝをࡽ立ሙ࡞ࠎෆのᵝ࣒アࢩ

 。を☜立したࣝࢡᙺศ担をᐃめる୰で㹎㹂㹁Ａサイ࠺࠸で協議すると࣒アࢩ࣮ࢯࣥ
յ学校全యの研究㛤発యไに࡚࠸ࡘ（教ᖌのᙺ、ࢀࡑをᨭするయไに࡚࠸ࡘ） 

研究㛤発を主とし࡚担当する職ဨ２ேと࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝㛤発等ᑓ㛛ᐙ（地ᇦ協働学⩦ᐇ

ᨭဨをව௵）を、⟶⌮職୰ᚰのࠕ研究௦⾲者 、ࠖ教⛉主௵࣭学ᖺ主௵で構成さࢀたࠕ研

究᥎進ጤဨࠖでᡭཌࡃサ࣮࣏トするయไࡀ構築さ࠸࡚ࢀる。ࡲた、ྛ学ᖺ職ဨࡽ㑅ฟ

さࢀたୖኳⲡࢡ࢙ࢪࣟࣉト担当２名ࡀ、学ᖺ㛫の㐃⤡࣭ㄪᩚᙺとし࡚研究主௵をサ࣮࣏ト

した。 
ն࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝㛤発等ᑓ㛛ᐙ、地ᇦ協働学⩦ᐇᨭဨの学校ෆにࡅ࠾る⨨࡙ࡅに࡚࠸ࡘ 

㐌４᪥⛬ᗘົし、職ဨ࣭生徒ࠕࡽ元⏣ඛ生ࠖとࢀࡤる࡞、学校のෆഃで活動す

るᏑᅾとし࡚ㄆ㆑さ࠸࡚ࢀる。ྛ学ᖺの学ᖺで学校タᐃ⛉┠の㐃⤡ㄪᩚを⾜࠸、ᤵᴗの

ᐇをサ࣮࣏トし࡚࠸る。ࡲた、学校タᐃ⛉┠௨外のᤵᴗもཧほし、࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝全య

のアࣂࢻイࢫや、学校⾜事のサ࣮࣏トも࠾㢪࠸し࡚࠸る。 
շ学校㛗のୗで㸪研究㛤発の進ᤖ⟶⌮を⾜࠸㸪ᐃᮇⓗ࡞☜ㄆや成果の検ド࣭ホ౯等を㏻ࡌ㸪

ィ画࣭᪉ἲをᨵၿし࡚ࡃ࠸仕組みに࡚࠸ࡘ 
研究の成果や課㢟を検ドし、㐺ษ࡞ホ౯を⾜ࠕ࠺研究ホ౯検討ጤဨࠖをタ⨨し、ᐃᮇ

ⓗに進ᤖ≧ἣの☜ㄆࡧࡼ࠾ィ画のಟṇを⾜ࡗた。 
活動にཧຍすることで、ྛ事ᴗのࡀし、⟶⌮職ᛶを活≉࠺࠸ると࠶た、ᑠつ模校でࡲ

進ᤖ≧ἣやィ画に࡚࠸ࡘ活発࡞ពぢࢀࢃ⾜ࡀた。こࢀにࡾࡼ、デ࣮ࢱとともにࠕᐇయ

㦂ࠖをకࡗた研究㛤発の全యീを学校㛗ࡀᢕᥱし、強ࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮ࣜ࠸のୗ、研究㛤発を

力強ࡃ๓進࣭ຍ㏿させることࡀでࡁた。 
ո࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝㛤発にᑐするࢩ࣮ࢯࣥࢥア࣒にࡅ࠾るྲྀ組に࡚࠸ࡘ 

๓㏙の㏻ࢩ࣮ࢯࣥࢥ、ࡾア࣒ጤဨでࡣ、育成する地ᇦேᮦീをඹ᭷し、࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝

ኳⲡ高校の教ୖ、ࡎࡽ㛤発に㝈࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝、たࡲ。る࠸࡚ࡗメࣥトの୍⩼を担ࢪࢿ࣐࣭

育活動全⯡にࢩ࣮ࢯࣥࢥ、࡚࠸࠾ア࣒の果たすᙺࡣ㠀ᖖに大ࡗࡁた。 
չ㐠Ⴀ指導ጤဨ等、ྲྀ組にᑐする指導ຓゝ等に㛵するᑓ㛛ᐙࡽのᨭに࡚࠸ࡘ 

本校の㐠Ⴀ指導ጤဨにࡣ、指導ຓゝをするࡅࡔでࢀࡑ、ࡃ࡞をᐇ⌧するためのᡭ立࡚を

ᥦ౪し࡚࠸た࠸࡚࠸ࡔる。ࡤ࠼、ᇼỤጤဨ（ୖኳⲡᕷ㛗）ࡽのࠕＳ㹂㹅㹱のྲྀ組を

ᐇさせ࡚࠺ࡣ。ࠖとᚚពぢを࠸た࠸ࡔた⤖果、ᕷᙺᡤࡽᑓ㛛ᐙを⤂介し࡚࠸た࠸ࡔ

たࡾ、⏣୰ጤဨ（⇃本大学教ᤵ）にฟ๓ㅮᗙのㅮᖌをົめ࡚࠸た࠸ࡔたࡾ、㊊立ጤဨの

⤂介で大学生にࡼるฟ๓ᤵᴗࡀᐇ⌧する࡞、ᡭཌ࠸ᨭを࠸た࠸ࡔた。 
պ㢮ᆺẖの㊃᪨にᛂࡌたྲྀ組に࡚࠸ࡘ 

ձ研究㛤発のෆᐜや地ᇦ課㢟研究のෆᐜに࡚࠸ࡘ 
（ア）ୖࠕኳⲡࢡ࢙ࢪࣟࣉトࠖをࡌࡣめとする᥈究活動のᐇ 

᥈究活動のಶู᭱㐺化と⥅⥆ᛶ（生徒㛫で研究とࡑの成果を⥅ᢎ）を担ಖするた

めに、ୖኳⲡࢡ࢙ࢪࣟࣉトをྠ୍㛫にᐇし、学ᖺのᇉ᰿を㉺࠼た࣑ࢮไを導ධ

した。୍ ᩧでཷㅮするㅮᗙをᴟ力ᑡࡃ࡞し、生徒の⯆࣭㛵ᚰにྜせたㅮᖌᣍ⪸で、

た࠼ෆで学ᖺを㉸࣑ࢮ、たࡲ。たࡗ࡞に⬟ྍࡀෆᐜの▱㆑⩦ᚓと᥈究活動࠸῝ࡾࡼ

ඹྠ研究で、㛗ᮇにࢃたる᥈究活動をᚋ㍮に⥅ᢎさせることྍࡀ⬟にࡗ࡞た。 
ࡾࡀ⧄地ᇦேᮦとの、࠼ቑࡀ地ᇦのᑓ㛛ᐙをᣍ⪸するᶵ、ࡾࡼไの導ධに࣑ࢮ

強化と職ဨの㈇担㍍ῶをᅗࡗた。 
（イ）᪂学⩦指導せ㡿にࡅ࠾る地ᇦேᮦ育成を┠指したᤵᴗᨵၿのྲྀ組 

ᖺᗘࡲでに成させたࠕ地ᇦேᮦ育成の࣮ࣝࠖࢡࢵࣜࣈをᣢ⥆ⓗにᨵၿでࡁる

仕組み、ࠕ地ᇦேᮦ育成のためのࢪࢿ࣐࣭࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝メࣥトࠖをࡾฟした。 
職ဨࡣ、ᖺ㛫ィ画のస成࣭ᐇ㊶を࠾こࢡࢵࣜࣈ࣮ࣝ、࠸࡞どⅬで生徒をホ౯。生

徒⮬㌟も࣮ࣝࢡࢵࣜࣈで⮬ᕫホ౯をᐇ。協働活動を⾜࠺外部ேᮦも࣮ࣝࢡࢵࣜࣈ

のどⅬで生徒をホ౯する。こࢀをもとに地ᇦேᮦにᚲせ࡞⬟力ࡀ育成で࠸࡚ࡁる

をもとࢀをᨵၿする。こࢡࢵࣜࣈ࣮ࣝ、検討し࠸࡞ࡣ力⬟࠸᪂しࡁ育成す、

にᖺ㛫ィ画を立する、地ᇦと協働したᚠ⎔ᆺのࢪࢿ࣐࣭࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝メࣥトの構

築をᅗࡗた。 
 大学や研究ᶵ㛵との㐃ᦠ（࢘）

教育のデࣝࢱࢪ化の進ᒎにక࠸、࣮ࣜࣔトでのㅮᗙᐇのࡀࣝࢻ࣮ࣁ、ㅮᖌഃ

とし࡚ᣍ࣮ࣕࢳィ࣮ࢸトࢫࢤも࡚ࡗ࠶㐲㝸地のேᮦで、ࡾ࡞ࡃもపࡽもཷㅮഃࡽ

⪸しやす࠸⎔ቃをᩚഛでࡁた。ࡲた、生徒１ே１ྎ➃ᮎと１ே１アࣥ࢘࢝トのᐇ⌧

にࡾࡼ、ಶูの生徒にࡼるメ࣮ࣝを用した࡞ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ、ಶู᭱㐺化

さࢀたᐃ௨ୖの㐃ᦠࡀᐇ⌧でࡁた。ྠに、情報ࣔࣛࣝ教育強化のᚲせᛶ࡞課

㢟も生ࢀࡲた。 
ղ地ᇦとの協働にࡼる᥈究ⓗ࡞学ࡧをᐇ⌧する学⩦ෆᐜの教育課⛬ෆにࡅ࠾る⨨ࡅ 

１ᖺ全学⛉に࡚࠸࠾、学校タᐃ⛉┠ୖࠕኳⲡࢡ࢙ࢪࣟࣉトϨࠖ（１༢）、２ᖺ全学⛉

に࡚࠸࠾、学校タᐃ⛉┠ୖࠕኳⲡࢡ࢙ࢪࣟࣉトϩࠖ（１༢）、３ᖺ全学⛉に࡚࠸࠾、学

校タᐃ⛉┠ୖࠕኳⲡࢡ࢙ࢪࣟࣉトϪࠖ（１༢）をࢀࡒࢀࡑ⥲ྜⓗ࡞᥈究の㛫の௦᭰と

し࡚ᐇし࡚࠸る。ࡲた、２ᖺᬑ㏻⛉にࡣ࡚࠸࠾、学校タᐃ⛉┠ࠕ地ᇦ㉳ᴗ研究ࠖ（１༢

）、３ᖺᬑ㏻⛉ᬑ㏻ࢫ࣮ࢥに࡚࠸࠾、学校タᐃ⛉┠ࠕ地ᇦイࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀ研究ࠖをࢀࡑ

 。る࠸ᐇし࡚ࢀࡒ
ճྛ⛉┠等にࡅ࠾る学⩦を┦に㛵㐃させ㸪教⛉等ᶓ᩿ⓗ࡞学⩦とするྲྀ組に࡚࠸ࡘ 

１ᖺ生ࠕ♫と情報ࠖにࡅ࠾るࠕಶேのᶒ ⴭసᶒࠕࠖ స成の࣮ࢱࢫ࣏情報発信ࠖとࠕࠖ

ᮇをྜࢃせるୖࠕ、࡞ኳⲡࢡ࢙ࢪࣟࣉトϨࠖとの⛉┠と㐃動し࡚࠸る。 
２ᖺ生ᬑ㏻⛉ᬑ㏻ࢫࣛࢡにࡣ࡚࠸࠾、ၟᴗ⛉┠ࢫࢿࢪࣅࠕᇶ♏ࠖをᒚಟし、ୖࠕኳⲡࣉ

 。る࠸でࢇ組ࡾトϩࠖと㐃動した㉳ᴗᐙ教育にྲྀࢡ࢙ࢪࣟ
２ᖺ生ᬑ㏻⛉全ဨࡀᒚಟする、学校タᐃ⛉┠ࠕ地ᇦ㉳ᴗ研究ࠖでࡣ、⌮⛉࣭ⱥㄒ࣭ᐙᗞ࣭

ၟᴗの職ဨを担当者とし࡚㓄⨨し、ၟရ㛤発やメディアࢶࣥࢸࣥࢥのస成を㏻࡚ࡌ、課㢟

ゎỴ⬟力の育成を⾜ࡗた。 
մ地ᇦとの協働にࡼる᥈究ⓗ࡞学ࡧをᐇ⌧するࢪࢿ࣐࣭࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝メࣥトの᥎進యไ 

学校ෆ（生徒、教職ဨ、ᤵᴗ、部活動、学校⾜事等）と、ࡣ㛤発等ᑓ㛛ᐙ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝
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る。 
ճ大学や研究ᶵ㛵との㐃ᦠ 

教育のデࣝࢱࢪ化とࢼࣟࢥ⚝で、࣮ࣜࣔトにࡼるࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥのࡀࣝࢻ࣮ࣁపࡃ

も、᪉ྥの࡚ࡗ࠶た、࣮ࣜࣔトでࡲ。ቑຍしたࡀ⩏るㅮࡼ㐲㝸地のㅮᖌに、ࡾ࠾࡚ࡗ࡞

⌜ู活動ࢬ࣮࣒ࢫࡀにᐇさࢀ、㹇㹁Ｔᢏ⾡のᬑཬࡅࡔでࡃ࡞、ㅮ⩏をᐇするഃもཷㅮ

生ഃも࣮ࣜࣔトのᑐᛂ力ྥୖࡀぢࢀࡽた。 
（２）地ᇦと㐃ᦠしたேᮦ育成 

ձ地ᇦேᮦ育成のࢪࢿ࣐࣭࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝メࣥトのᣢ⥆ⓗ࡞ཧ画 
本事ᴗのࢩ࣮ࢯࣥࢥアࡣ࣒ゎᩓするものの、ࡑのࡣ࢘ࣁ࢘ࣀ学校㐠Ⴀ協議にᘬࡀ⥅ࡁ

ᨵၿと教育課⛬のᢎㄆ࡞の⥅⥆ⓗࢡࢵࣜࣈ地ᇦேᮦ育成࣮ࣝ、ࡣる。学校㐠Ⴀ協議でࢀ

を㏻࡚ࡌ、地ᇦேᮦ育成のࢪࢿ࣐࣭࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝メࣥトのཧ画を⥅⥆し࡚ࡃ࠸仕組みを

構築でࡁた。 
ղ外部ேᮦにࡼる高校生の┤᥋指導 

⥲ྜⓗ࡞᥈究の㛫に࣑ࢮไを導ධしたことで、地ᇦேᮦ育成に地ᇦࡀ┤᥋指導でࡁる

యไをᩚഛすることࡀでࡁた。 
（３）地ᇦのᑵᴗ構㐀のኚ化に࡚࠸ࡘ 

本事ᴗ㛤ጞ当ึに、ᚑ᮶ⓗࠕ࡞ᑵ職とࡣㄡに㞠ࢀࢃるものࠖと࠺࠸ព㆑をᨵめ、ࠕᑵ職

とࡽ⮬ࡣ㉳ᴗし࡚ษࡾᣅࡃものࠖと࠺࠸᪂た࡞発を᭷する࡞、ᮍ▱の≧ἣに࡚ࡗ࠶も

㐺ษ࡞ᑐᛂ⟇࣭ゎỴ᪉⟇を導ࡁฟせる力をᣢࡘேᮦ育成をᥖࡆた。┠ᶆタᐃに࡚࠸࠾、高校

༞ᴗᚋの地元のᐃ╔≧ἣを る指ᶆをタᐃした。ࡣ್ᩘࢀࡒࢀࡑᨵၿしたものの、┠ᶆ

の㐩成ࡣでࡗ࡞ࡁた。この指ᶆに㛵し࡚ࡣ、⥅⥆ⓗྲྀ࡞組をせすることࡽ、ḟᖺᗘ௨㝆

のྲྀ組にもᫎさせ࡚ࡃ࠸。 
㸺ῧ㈨ᩱ㸼┠ᶆタᐃ࣮ࢩト 
 
１２ ḟᖺᗘ௨㝆の課㢟ཬࡧᨵၿⅬ 
（１）᥈究活動のさ࡞ࡽるᐇ 

、た面ࡗ࡞に࠺ࡼるࢀ担ಖさࡀた研究ࡌไを導ධすることで、生徒の⯆㛵ᚰにᛂ࣑ࢮ

⮬ことで、㏫にࡃ࠸進め࡚ࡽࡀ࡞⣽ศ化し、生徒⮬㌟で研究᪉ἲを模索しࡀのᚋの活動ࡑ

ᕫホ౯ࡀୗࡀるഴྥࡀみࢀࡽた。このᨵၿのために、ಶูの研究に㛵ࢃる地ᇦேᮦをቑや

すことと、研究の進め᪉を࣮ࣞࣕࢳࢡする全యㅮ⩏のᐇをᅗࡾた࠸。 
 トᶵ⬟のศᩓ࣮ࢿディ࣮ࢥ（２）

元⏣氏に࣮ࢥディ࣮ࢿトᶵ⬟の大༙を担࠸࡚ࡗた࠸࡚࠸ࡔたࡀ、ಶேに౫Ꮡすることࡣ

ᣢ⥆ᛶに安をṧすことに࡞る。ḟᖺᗘࡣ、⇃本県ࡀ᪂しᩚࡃഛする、࢚ࣜࢡイトࣁイࢡࢫ

࣮ࣝの指ᐃを活用することで、」ᩘのேᮦに࣮ࢥディ࣮ࢿトᶵ⬟を担࠸࡚ࡗたࡃࡔ仕組み

を構築する。ලయⓗにࡣ、ୖኳⲡᕷの地ᇦ࠾こし協力㝲とࡑの㹍㹀の組⧊に࣮ࢥディ࣮ࢿ

トを౫㢗し、生徒の指導ࡅࡔでࡃ࡞、本校職ဨとの活動にㅰ♩をᨭᡶ࠺仕組みを☜立し

た࠸。 
（３）大学生࣭地元㉳ᴗᐙとのࡾࡀ࡞ࡘ強化 

高校生ࡀ大学とࡀ࡞ࡘる仕組みࡣ☜立さࢀたので、ࡾࡼ活発࡞ὶを進めるとともに、

大学職ဨとのࡅࡔࡾࡀ࡞ࡘでࡃ࡞、大学生と高校生の┤᥋ὶの仕組みも☜立させた࠸。

᭱、ࡅࡘを㌟にࣝ࢟ࢫるためのࡀ࡞ࡘ外部とಶูに、ࡽ⮬のためにも、高校生ࡑ ᑠ㝈の࣮ࢥ

ディ࣮ࢿトで研究を進めることࡀでࡁる࠺ࡼにする。 

（ア）࣮ࣃࢫ࢚࢟ト生徒ὴ㐵 㹼୰高の㐃ᦠにࡼる㉳ᴗᐙ教育㹼 
ୖኳⲡᕷでࠕࡣᑠ୰高୍㈏の㉳ᴗᐙ教育ࠖにྲྀࡾ組ࢇでࡾ࠾、ᕷෆ全࡚の୰学校

でࣥࣛࣉࢫࢿࢪࣅのస成を⥲ྜⓗ࡞᥈究の㛫で⾜࠸࡚ࡗる。 
᪥㡭の成ࡀ୰学校に本校生徒をὴ㐵し、高校生ྛ、ࡣト生徒ὴ㐵事ᴗ࣮ࣃࢫ࢚࢟

果を元に୰学生にアࣂࢻイࢫをする࡞、ඹྠでࣥࣛࣉࢫࢿࢪࣅを研究でࡁる࠺ࡼ

タᐃさ࠸࡚ࢀる。 
（イ）学校࣭地ᇦ㛫の᪉ྥ࣮ࢥディ࣮ࢿト 㹼ࢩ࣮ࢯࣥࢥア࣒のᶵ⬟強化㹼 

本事ᴗのྲྀ組に࡚࠸࠾、生徒の課㢟発ぢ࣭課㢟ゎỴに地ᇦの力をࡾるሙ面ࡀ

もᛴࢫ࣮ࢣるࢀと౫㢗さ࠸高校生に力を㈚し࡚ḧしࡽた。ྠに、地ᇦࢀฟさࡾ

ቑし࡚࠸る。௨๓ࢸࢽ࣑ࣗࢥ、ࡣィ࣭࣮ࣝࢡࢫにࡅ࠾る学校㐠Ⴀ協議に౫㢗ࡀᣢ

ࣥࢳࢵ࣐ࡃࡲ࠺、ࡾ࠶ࡀᨺ課ᚋやఇ᪥にࠖᑐᛂするᚲせ、ࡀ᭷ᚿࠕ、も࡚ࢀࡲ㎸ࡕ

ᤵᴗの୍⎔とし࡚ࠖᑐᛂで、ࡀ全ဨࠕた。本事ᴗで࠸もᏑᅾし࡚ࢫ࣮ࢣ࠸࡞ࡁでࢢ

 。る࠸࡚ࡗ࡞ࡃやすࡅることで、౫㢗をཷࡁ
この࡞࠺ࡼ≧ἣࡽ、学校と地ᇦ᪉のࢬ࣮ࢽを‶たすために、࣮ࢥディࢱ࣮ࢿ

࣮୪ࡧにࢩ࣮ࢯࣥࢥア࣒の࣮ࢥディ࣮ࢿトᶵ⬟強化にྲྀࡾ組ࡔࢇ。 
ջ成果のᬑཬ᪉ἲ࣭ᐇ⦼に࡚࠸ࡘ 

（ア）生徒の成果発⾲にࡼるᬑཬ 
ϸ. 本校㈍ᐇ⩦ୖࠕኳⲡ࣮ࠖࣝࢨࣂ生徒㛤発ၟရの㈍。 
Ϲ. 㹉Ｓ㹆（⇃本ࣁ࣮ࣃ࣮ࢫイ࣮ࣝࢡࢫ）生徒研究発⾲のཧຍ。 
Ϫ. 生徒研究成果発⾲の㛤ദ 

（イ）ࠕ地ᇦ協働ࠖࡾࡼࡔのస成࣭㓄ᕸ 
をసࠖࡾࡼࡔ地ᇦ協働ࠕ組のᬑཬを┠ⓗとしたྲྀ、ࡀ㛤発等ᑓ㛛ᐙ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝

成し、㛵ಀྛᡤཬୖࡧኳⲡᕷෆ全ᡞに㓄ᕸ。 
 
１１ ┠ᶆの進ᤖ≧ἣ㸪成果㸪ホ౯ 
（１）全校をᣲ࡚ࡆのᤵᴗᨵၿ 

全校をᣲ࡚ࡆᤵᴗᨵၿを᥎進し、ձᩥ❶や情報をṇ☜にㄞみゎࡁ、ᑐヰする力、ղ⛉学

ⓗにᛮ考࣭ྫྷし活用する力、ճ౯್をぢࡅࡘ生みฟすឤᛶと力、ዲወᚰ࣭᥈究力、の３ࡘ

の力を㔜Ⅼⓗに㌟にࡅさせるためにḟのྲྀ࡞࠺ࡼ組を⾜ࡗた。 
ձୖࠕኳⲡࢡ࢙ࢪࣟࣉトࠖをࡌࡣめとする᥈究活動のᐇ 

地ᇦ課㢟ゎỴのࣥࣛࣉࢫࢿࢪࣅを３学ᖺඹ㏻の࣑ࢮไでᐇすることで、ࠕ᥈究ⓗࠖで

地ᇦの力ࠖで、ಶู᭱㐺化さࠕ生徒主యࠖの研究をࠕ、య㦂㔜どࠖの活動をࠕ࡞協働ⓗࠖࠕ

、ࡀた生徒ࡅで４ẁ㝵୰᭱高Ⅼをࢡࢵࣜࣈた。᥈究の⮬ᕫホ౯࣮ࣝࡁでࡀた᥈究活動ࢀ

課㢟タᐃ ��.��Ѝ��.��、情報㞟 ��.��Ѝ��.��、ᩚ⌮ศᯒ ��.��Ѝ��⌧⾲とめ࣭ࡲ、��.

��.��Ѝ��.��とࡗ࡞た。（ᩘ್ẚ㍑㸸࣑ࢮไ導ධ๓のᖺᗘЍ࣑ࢮ導ධのᖺᗘ） 
ղ᪂学⩦指導せ㡿にࡅ࠾る地ᇦேᮦ育成を┠指したᤵᴗᨵၿのྲྀ組 

地ᇦேᮦ育成࣮ࣝࢡࢵࣜࣈを活用したᤵᴗᨵၿのྲྀ組に࡚ࡗࡼ、生徒たࡽ⮬ࡣࡕの成㛗

にᡭᛂ࠼をឤ࠸࡚ࡌる。࣮ࣝࢡࢵࣜࣈにࡼる⮬ᕫホ౯の６᭶と１２᭶をẚ㍑すると、ྛ学

ᖺの᭱高฿㐩┠ᶆ３６㡯┠୰３３㡯┠でᨵၿし࡚࠸る。ࡲた、࣐࣮ࢸにἢࡗたᤵᴗ研究の

ᐇྜもᖺᗘ ࡽ���.� �.��にᨵၿし࡚ࡾ࠾、職ဨのព㆑ྥୖもな࠺ことࡀでࡁる。

しし、࣮ࣝࢡࢵࣜࣈホ౯のᨵၿ⋡をᖺᗘẖにẚ㍑すると、３６㡯┠୰２３㡯┠でᨵၿ⋡

࠶ࡀ検討するᚲせࡁ⥆ࡁᘬ、ࡃ࠸に⥅⥆させ࡚࠸ᤵᴗᨵၿのྲྀ組を、ࡾ࠾㕌化し࡚ࡀ
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ୖኳⲡᕷでࠕࡣᑠ୰高୍㈏の㉳ᴗᐙ教育ࠖにྲྀࡾ組ࢇでࡾ࠾、ᕷෆ全࡚の୰学校

でࣥࣛࣉࢫࢿࢪࣅのస成を⥲ྜⓗ࡞᥈究の㛫で⾜࠸࡚ࡗる。 
᪥㡭の成ࡀ୰学校に本校生徒をὴ㐵し、高校生ྛ、ࡣト生徒ὴ㐵事ᴗ࣮ࣃࢫ࢚࢟
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��.��Ѝ��.��とࡗ࡞た。（ᩘ್ẚ㍑㸸࣑ࢮไ導ධ๓のᖺᗘЍ࣑ࢮ導ධのᖺᗘ） 
ղ᪂学⩦指導せ㡿にࡅ࠾る地ᇦேᮦ育成を┠指したᤵᴗᨵၿのྲྀ組 

地ᇦேᮦ育成࣮ࣝࢡࢵࣜࣈを活用したᤵᴗᨵၿのྲྀ組に࡚ࡗࡼ、生徒たࡽ⮬ࡣࡕの成㛗

にᡭᛂ࠼をឤ࠸࡚ࡌる。࣮ࣝࢡࢵࣜࣈにࡼる⮬ᕫホ౯の６᭶と１２᭶をẚ㍑すると、ྛ学

ᖺの᭱高฿㐩┠ᶆ３６㡯┠୰３３㡯┠でᨵၿし࡚࠸る。ࡲた、࣐࣮ࢸにἢࡗたᤵᴗ研究の

ᐇྜもᖺᗘ ࡽ���.� �.��にᨵၿし࡚ࡾ࠾、職ဨのព㆑ྥୖもな࠺ことࡀでࡁる。

しし、࣮ࣝࢡࢵࣜࣈホ౯のᨵၿ⋡をᖺᗘẖにẚ㍑すると、３６㡯┠୰２３㡯┠でᨵၿ⋡

࠶ࡀ検討するᚲせࡁ⥆ࡁᘬ、ࡃ࠸に⥅⥆させ࡚࠸ᤵᴗᨵၿのྲྀ組を、ࡾ࠾㕌化し࡚ࡀ

（ア）࣮ࣃࢫ࢚࢟ト生徒ὴ㐵 㹼୰高の㐃ᦠにࡼる㉳ᴗᐙ教育㹼 
ୖኳⲡᕷでࠕࡣᑠ୰高୍㈏の㉳ᴗᐙ教育ࠖにྲྀࡾ組ࢇでࡾ࠾、ᕷෆ全࡚の୰学校

でࣥࣛࣉࢫࢿࢪࣅのస成を⥲ྜⓗ࡞᥈究の㛫で⾜࠸࡚ࡗる。 
᪥㡭の成ࡀ୰学校に本校生徒をὴ㐵し、高校生ྛ、ࡣト生徒ὴ㐵事ᴗ࣮ࣃࢫ࢚࢟

果を元に୰学生にアࣂࢻイࢫをする࡞、ඹྠでࣥࣛࣉࢫࢿࢪࣅを研究でࡁる࠺ࡼ

タᐃさ࠸࡚ࢀる。 
（イ）学校࣭地ᇦ㛫の᪉ྥ࣮ࢥディ࣮ࢿト 㹼ࢩ࣮ࢯࣥࢥア࣒のᶵ⬟強化㹼 

本事ᴗのྲྀ組に࡚࠸࠾、生徒の課㢟発ぢ࣭課㢟ゎỴに地ᇦの力をࡾるሙ面ࡀ

もᛴࢫ࣮ࢣるࢀと౫㢗さ࠸高校生に力を㈚し࡚ḧしࡽた。ྠに、地ᇦࢀฟさࡾ

ቑし࡚࠸る。௨๓ࢸࢽ࣑ࣗࢥ、ࡣィ࣭࣮ࣝࢡࢫにࡅ࠾る学校㐠Ⴀ協議に౫㢗ࡀᣢ

ࣥࢳࢵ࣐ࡃࡲ࠺、ࡾ࠶ࡀᨺ課ᚋやఇ᪥にࠖᑐᛂするᚲせ、ࡀ᭷ᚿࠕ、も࡚ࢀࡲ㎸ࡕ

ᤵᴗの୍⎔とし࡚ࠖᑐᛂで、ࡀ全ဨࠕた。本事ᴗで࠸もᏑᅾし࡚ࢫ࣮ࢣ࠸࡞ࡁでࢢ

 。る࠸࡚ࡗ࡞ࡃやすࡅることで、౫㢗をཷࡁ
この࡞࠺ࡼ≧ἣࡽ、学校と地ᇦ᪉のࢬ࣮ࢽを‶たすために、࣮ࢥディࢱ࣮ࢿ

࣮୪ࡧにࢩ࣮ࢯࣥࢥア࣒の࣮ࢥディ࣮ࢿトᶵ⬟強化にྲྀࡾ組ࡔࢇ。 
ջ成果のᬑཬ᪉ἲ࣭ᐇ⦼に࡚࠸ࡘ 

（ア）生徒の成果発⾲にࡼるᬑཬ 
ϸ. 本校㈍ᐇ⩦ୖࠕኳⲡ࣮ࠖࣝࢨࣂ生徒㛤発ၟရの㈍。 
Ϲ. 㹉Ｓ㹆（⇃本ࣁ࣮ࣃ࣮ࢫイ࣮ࣝࢡࢫ）生徒研究発⾲のཧຍ。 
Ϫ. 生徒研究成果発⾲の㛤ദ 

（イ）ࠕ地ᇦ協働ࠖࡾࡼࡔのస成࣭㓄ᕸ 
をసࠖࡾࡼࡔ地ᇦ協働ࠕ組のᬑཬを┠ⓗとしたྲྀ、ࡀ㛤発等ᑓ㛛ᐙ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝

成し、㛵ಀྛᡤཬୖࡧኳⲡᕷෆ全ᡞに㓄ᕸ。 
 
１１ ┠ᶆの進ᤖ≧ἣ㸪成果㸪ホ౯ 
（１）全校をᣲ࡚ࡆのᤵᴗᨵၿ 

全校をᣲ࡚ࡆᤵᴗᨵၿを᥎進し、ձᩥ❶や情報をṇ☜にㄞみゎࡁ、ᑐヰする力、ղ⛉学

ⓗにᛮ考࣭ྫྷし活用する力、ճ౯್をぢࡅࡘ生みฟすឤᛶと力、ዲወᚰ࣭᥈究力、の３ࡘ

の力を㔜Ⅼⓗに㌟にࡅさせるためにḟのྲྀ࡞࠺ࡼ組を⾜ࡗた。 
ձୖࠕኳⲡࢡ࢙ࢪࣟࣉトࠖをࡌࡣめとする᥈究活動のᐇ 

地ᇦ課㢟ゎỴのࣥࣛࣉࢫࢿࢪࣅを３学ᖺඹ㏻の࣑ࢮไでᐇすることで、ࠕ᥈究ⓗࠖで

地ᇦの力ࠖで、ಶู᭱㐺化さࠕ生徒主యࠖの研究をࠕ、య㦂㔜どࠖの活動をࠕ࡞協働ⓗࠖࠕ

、ࡀた生徒ࡅで４ẁ㝵୰᭱高Ⅼをࢡࢵࣜࣈた。᥈究の⮬ᕫホ౯࣮ࣝࡁでࡀた᥈究活動ࢀ

課㢟タᐃ ��.��Ѝ��.��、情報㞟 ��.��Ѝ��.��、ᩚ⌮ศᯒ ��.��Ѝ��⌧⾲とめ࣭ࡲ、��.

��.��Ѝ��.��とࡗ࡞た。（ᩘ್ẚ㍑㸸࣑ࢮไ導ධ๓のᖺᗘЍ࣑ࢮ導ධのᖺᗘ） 
ղ᪂学⩦指導せ㡿にࡅ࠾る地ᇦேᮦ育成を┠指したᤵᴗᨵၿのྲྀ組 

地ᇦேᮦ育成࣮ࣝࢡࢵࣜࣈを活用したᤵᴗᨵၿのྲྀ組に࡚ࡗࡼ、生徒たࡽ⮬ࡣࡕの成㛗

にᡭᛂ࠼をឤ࠸࡚ࡌる。࣮ࣝࢡࢵࣜࣈにࡼる⮬ᕫホ౯の６᭶と１２᭶をẚ㍑すると、ྛ学

ᖺの᭱高฿㐩┠ᶆ３６㡯┠୰３３㡯┠でᨵၿし࡚࠸る。ࡲた、࣐࣮ࢸにἢࡗたᤵᴗ研究の

ᐇྜもᖺᗘ ࡽ���.� �.��にᨵၿし࡚ࡾ࠾、職ဨのព㆑ྥୖもな࠺ことࡀでࡁる。

しし、࣮ࣝࢡࢵࣜࣈホ౯のᨵၿ⋡をᖺᗘẖにẚ㍑すると、３６㡯┠୰２３㡯┠でᨵၿ⋡

࠶ࡀ検討するᚲせࡁ⥆ࡁᘬ、ࡃ࠸に⥅⥆させ࡚࠸ᤵᴗᨵၿのྲྀ組を、ࡾ࠾㕌化し࡚ࡀ
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る。 
ճ大学や研究ᶵ㛵との㐃ᦠ 

教育のデࣝࢱࢪ化とࢼࣟࢥ⚝で、࣮ࣜࣔトにࡼるࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥのࡀࣝࢻ࣮ࣁపࡃ

も、᪉ྥの࡚ࡗ࠶た、࣮ࣜࣔトでࡲ。ቑຍしたࡀ⩏るㅮࡼ㐲㝸地のㅮᖌに、ࡾ࠾࡚ࡗ࡞

⌜ู活動ࢬ࣮࣒ࢫࡀにᐇさࢀ、㹇㹁Ｔᢏ⾡のᬑཬࡅࡔでࡃ࡞、ㅮ⩏をᐇするഃもཷㅮ

生ഃも࣮ࣜࣔトのᑐᛂ力ྥୖࡀぢࢀࡽた。 
（２）地ᇦと㐃ᦠしたேᮦ育成 

ձ地ᇦேᮦ育成のࢪࢿ࣐࣭࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝メࣥトのᣢ⥆ⓗ࡞ཧ画 
本事ᴗのࢩ࣮ࢯࣥࢥアࡣ࣒ゎᩓするものの、ࡑのࡣ࢘ࣁ࢘ࣀ学校㐠Ⴀ協議にᘬࡀ⥅ࡁ

ᨵၿと教育課⛬のᢎㄆ࡞の⥅⥆ⓗࢡࢵࣜࣈ地ᇦேᮦ育成࣮ࣝ、ࡣる。学校㐠Ⴀ協議でࢀ

を㏻࡚ࡌ、地ᇦேᮦ育成のࢪࢿ࣐࣭࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝メࣥトのཧ画を⥅⥆し࡚ࡃ࠸仕組みを

構築でࡁた。 
ղ外部ேᮦにࡼる高校生の┤᥋指導 

⥲ྜⓗ࡞᥈究の㛫に࣑ࢮไを導ධしたことで、地ᇦேᮦ育成に地ᇦࡀ┤᥋指導でࡁる

యไをᩚഛすることࡀでࡁた。 
（３）地ᇦのᑵᴗ構㐀のኚ化に࡚࠸ࡘ 

本事ᴗ㛤ጞ当ึに、ᚑ᮶ⓗࠕ࡞ᑵ職とࡣㄡに㞠ࢀࢃるものࠖと࠺࠸ព㆑をᨵめ、ࠕᑵ職

とࡽ⮬ࡣ㉳ᴗし࡚ษࡾᣅࡃものࠖと࠺࠸᪂た࡞発を᭷する࡞、ᮍ▱の≧ἣに࡚ࡗ࠶も

㐺ษ࡞ᑐᛂ⟇࣭ゎỴ᪉⟇を導ࡁฟせる力をᣢࡘேᮦ育成をᥖࡆた。┠ᶆタᐃに࡚࠸࠾、高校

༞ᴗᚋの地元のᐃ╔≧ἣを る指ᶆをタᐃした。ࡣ್ᩘࢀࡒࢀࡑᨵၿしたものの、┠ᶆ

の㐩成ࡣでࡗ࡞ࡁた。この指ᶆに㛵し࡚ࡣ、⥅⥆ⓗྲྀ࡞組をせすることࡽ、ḟᖺᗘ௨㝆

のྲྀ組にもᫎさせ࡚ࡃ࠸。 
㸺ῧ㈨ᩱ㸼┠ᶆタᐃ࣮ࢩト 
 
１２ ḟᖺᗘ௨㝆の課㢟ཬࡧᨵၿⅬ 
（１）᥈究活動のさ࡞ࡽるᐇ 

、た面ࡗ࡞に࠺ࡼるࢀ担ಖさࡀた研究ࡌไを導ධすることで、生徒の⯆㛵ᚰにᛂ࣑ࢮ

⮬ことで、㏫にࡃ࠸進め࡚ࡽࡀ࡞⣽ศ化し、生徒⮬㌟で研究᪉ἲを模索しࡀのᚋの活動ࡑ

ᕫホ౯ࡀୗࡀるഴྥࡀみࢀࡽた。このᨵၿのために、ಶูの研究に㛵ࢃる地ᇦேᮦをቑや

すことと、研究の進め᪉を࣮ࣞࣕࢳࢡする全యㅮ⩏のᐇをᅗࡾた࠸。 
 トᶵ⬟のศᩓ࣮ࢿディ࣮ࢥ（２）

元⏣氏に࣮ࢥディ࣮ࢿトᶵ⬟の大༙を担࠸࡚ࡗた࠸࡚࠸ࡔたࡀ、ಶேに౫Ꮡすることࡣ

ᣢ⥆ᛶに安をṧすことに࡞る。ḟᖺᗘࡣ、⇃本県ࡀ᪂しᩚࡃഛする、࢚ࣜࢡイトࣁイࢡࢫ

࣮ࣝの指ᐃを活用することで、」ᩘのேᮦに࣮ࢥディ࣮ࢿトᶵ⬟を担࠸࡚ࡗたࡃࡔ仕組み

を構築する。ලయⓗにࡣ、ୖኳⲡᕷの地ᇦ࠾こし協力㝲とࡑの㹍㹀の組⧊に࣮ࢥディ࣮ࢿ

トを౫㢗し、生徒の指導ࡅࡔでࡃ࡞、本校職ဨとの活動にㅰ♩をᨭᡶ࠺仕組みを☜立し

た࠸。 
（３）大学生࣭地元㉳ᴗᐙとのࡾࡀ࡞ࡘ強化 

高校生ࡀ大学とࡀ࡞ࡘる仕組みࡣ☜立さࢀたので、ࡾࡼ活発࡞ὶを進めるとともに、

大学職ဨとのࡅࡔࡾࡀ࡞ࡘでࡃ࡞、大学生と高校生の┤᥋ὶの仕組みも☜立させた࠸。

᭱、ࡅࡘを㌟にࣝ࢟ࢫるためのࡀ࡞ࡘ外部とಶูに、ࡽ⮬のためにも、高校生ࡑ ᑠ㝈の࣮ࢥ

ディ࣮ࢿトで研究を進めることࡀでࡁる࠺ࡼにする。 

（ア）࣮ࣃࢫ࢚࢟ト生徒ὴ㐵 㹼୰高の㐃ᦠにࡼる㉳ᴗᐙ教育㹼 
ୖኳⲡᕷでࠕࡣᑠ୰高୍㈏の㉳ᴗᐙ教育ࠖにྲྀࡾ組ࢇでࡾ࠾、ᕷෆ全࡚の୰学校

でࣥࣛࣉࢫࢿࢪࣅのస成を⥲ྜⓗ࡞᥈究の㛫で⾜࠸࡚ࡗる。 
᪥㡭の成ࡀ୰学校に本校生徒をὴ㐵し、高校生ྛ、ࡣト生徒ὴ㐵事ᴗ࣮ࣃࢫ࢚࢟

果を元に୰学生にアࣂࢻイࢫをする࡞、ඹྠでࣥࣛࣉࢫࢿࢪࣅを研究でࡁる࠺ࡼ

タᐃさ࠸࡚ࢀる。 
（イ）学校࣭地ᇦ㛫の᪉ྥ࣮ࢥディ࣮ࢿト 㹼ࢩ࣮ࢯࣥࢥア࣒のᶵ⬟強化㹼 

本事ᴗのྲྀ組に࡚࠸࠾、生徒の課㢟発ぢ࣭課㢟ゎỴに地ᇦの力をࡾるሙ面ࡀ

もᛴࢫ࣮ࢣるࢀと౫㢗さ࠸高校生に力を㈚し࡚ḧしࡽた。ྠに、地ᇦࢀฟさࡾ

ቑし࡚࠸る。௨๓ࢸࢽ࣑ࣗࢥ、ࡣィ࣭࣮ࣝࢡࢫにࡅ࠾る学校㐠Ⴀ協議に౫㢗ࡀᣢ

ࣥࢳࢵ࣐ࡃࡲ࠺、ࡾ࠶ࡀᨺ課ᚋやఇ᪥にࠖᑐᛂするᚲせ、ࡀ᭷ᚿࠕ、も࡚ࢀࡲ㎸ࡕ

ᤵᴗの୍⎔とし࡚ࠖᑐᛂで、ࡀ全ဨࠕた。本事ᴗで࠸もᏑᅾし࡚ࢫ࣮ࢣ࠸࡞ࡁでࢢ

 。る࠸࡚ࡗ࡞ࡃやすࡅることで、౫㢗をཷࡁ
この࡞࠺ࡼ≧ἣࡽ、学校と地ᇦ᪉のࢬ࣮ࢽを‶たすために、࣮ࢥディࢱ࣮ࢿ

࣮୪ࡧにࢩ࣮ࢯࣥࢥア࣒の࣮ࢥディ࣮ࢿトᶵ⬟強化にྲྀࡾ組ࡔࢇ。 
ջ成果のᬑཬ᪉ἲ࣭ᐇ⦼に࡚࠸ࡘ 

（ア）生徒の成果発⾲にࡼるᬑཬ 
ϸ. 本校㈍ᐇ⩦ୖࠕኳⲡ࣮ࠖࣝࢨࣂ生徒㛤発ၟရの㈍。 
Ϲ. 㹉Ｓ㹆（⇃本ࣁ࣮ࣃ࣮ࢫイ࣮ࣝࢡࢫ）生徒研究発⾲のཧຍ。 
Ϫ. 生徒研究成果発⾲の㛤ദ 

（イ）ࠕ地ᇦ協働ࠖࡾࡼࡔのస成࣭㓄ᕸ 
をసࠖࡾࡼࡔ地ᇦ協働ࠕ組のᬑཬを┠ⓗとしたྲྀ、ࡀ㛤発等ᑓ㛛ᐙ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝

成し、㛵ಀྛᡤཬୖࡧኳⲡᕷෆ全ᡞに㓄ᕸ。 
 
１１ ┠ᶆの進ᤖ≧ἣ㸪成果㸪ホ౯ 
（１）全校をᣲ࡚ࡆのᤵᴗᨵၿ 

全校をᣲ࡚ࡆᤵᴗᨵၿを᥎進し、ձᩥ❶や情報をṇ☜にㄞみゎࡁ、ᑐヰする力、ղ⛉学

ⓗにᛮ考࣭ྫྷし活用する力、ճ౯್をぢࡅࡘ生みฟすឤᛶと力、ዲወᚰ࣭᥈究力、の３ࡘ

の力を㔜Ⅼⓗに㌟にࡅさせるためにḟのྲྀ࡞࠺ࡼ組を⾜ࡗた。 
ձୖࠕኳⲡࢡ࢙ࢪࣟࣉトࠖをࡌࡣめとする᥈究活動のᐇ 

地ᇦ課㢟ゎỴのࣥࣛࣉࢫࢿࢪࣅを３学ᖺඹ㏻の࣑ࢮไでᐇすることで、ࠕ᥈究ⓗࠖで

地ᇦの力ࠖで、ಶู᭱㐺化さࠕ生徒主యࠖの研究をࠕ、య㦂㔜どࠖの活動をࠕ࡞協働ⓗࠖࠕ

、ࡀた生徒ࡅで４ẁ㝵୰᭱高Ⅼをࢡࢵࣜࣈた。᥈究の⮬ᕫホ౯࣮ࣝࡁでࡀた᥈究活動ࢀ

課㢟タᐃ ��.��Ѝ��.��、情報㞟 ��.��Ѝ��.��、ᩚ⌮ศᯒ ��.��Ѝ��⌧⾲とめ࣭ࡲ、��.

��.��Ѝ��.��とࡗ࡞た。（ᩘ್ẚ㍑㸸࣑ࢮไ導ධ๓のᖺᗘЍ࣑ࢮ導ධのᖺᗘ） 
ղ᪂学⩦指導せ㡿にࡅ࠾る地ᇦேᮦ育成を┠指したᤵᴗᨵၿのྲྀ組 

地ᇦேᮦ育成࣮ࣝࢡࢵࣜࣈを活用したᤵᴗᨵၿのྲྀ組に࡚ࡗࡼ、生徒たࡽ⮬ࡣࡕの成㛗

にᡭᛂ࠼をឤ࠸࡚ࡌる。࣮ࣝࢡࢵࣜࣈにࡼる⮬ᕫホ౯の６᭶と１２᭶をẚ㍑すると、ྛ学

ᖺの᭱高฿㐩┠ᶆ３６㡯┠୰３３㡯┠でᨵၿし࡚࠸る。ࡲた、࣐࣮ࢸにἢࡗたᤵᴗ研究の

ᐇྜもᖺᗘ ࡽ���.� �.��にᨵၿし࡚ࡾ࠾、職ဨのព㆑ྥୖもな࠺ことࡀでࡁる。

しし、࣮ࣝࢡࢵࣜࣈホ౯のᨵၿ⋡をᖺᗘẖにẚ㍑すると、３６㡯┠୰２３㡯┠でᨵၿ⋡

࠶ࡀ検討するᚲせࡁ⥆ࡁᘬ、ࡃ࠸に⥅⥆させ࡚࠸ᤵᴗᨵၿのྲྀ組を、ࡾ࠾㕌化し࡚ࡀ

（ア）࣮ࣃࢫ࢚࢟ト生徒ὴ㐵 㹼୰高の㐃ᦠにࡼる㉳ᴗᐙ教育㹼 
ୖኳⲡᕷでࠕࡣᑠ୰高୍㈏の㉳ᴗᐙ教育ࠖにྲྀࡾ組ࢇでࡾ࠾、ᕷෆ全࡚の୰学校

でࣥࣛࣉࢫࢿࢪࣅのస成を⥲ྜⓗ࡞᥈究の㛫で⾜࠸࡚ࡗる。 
᪥㡭の成ࡀ୰学校に本校生徒をὴ㐵し、高校生ྛ、ࡣト生徒ὴ㐵事ᴗ࣮ࣃࢫ࢚࢟

果を元に୰学生にアࣂࢻイࢫをする࡞、ඹྠでࣥࣛࣉࢫࢿࢪࣅを研究でࡁる࠺ࡼ

タᐃさ࠸࡚ࢀる。 
（イ）学校࣭地ᇦ㛫の᪉ྥ࣮ࢥディ࣮ࢿト 㹼ࢩ࣮ࢯࣥࢥア࣒のᶵ⬟強化㹼 

本事ᴗのྲྀ組に࡚࠸࠾、生徒の課㢟発ぢ࣭課㢟ゎỴに地ᇦの力をࡾるሙ面ࡀ

もᛴࢫ࣮ࢣるࢀと౫㢗さ࠸高校生に力を㈚し࡚ḧしࡽた。ྠに、地ᇦࢀฟさࡾ

ቑし࡚࠸る。௨๓ࢸࢽ࣑ࣗࢥ、ࡣィ࣭࣮ࣝࢡࢫにࡅ࠾る学校㐠Ⴀ協議に౫㢗ࡀᣢ

ࣥࢳࢵ࣐ࡃࡲ࠺、ࡾ࠶ࡀᨺ課ᚋやఇ᪥にࠖᑐᛂするᚲせ、ࡀ᭷ᚿࠕ、も࡚ࢀࡲ㎸ࡕ

ᤵᴗの୍⎔とし࡚ࠖᑐᛂで、ࡀ全ဨࠕた。本事ᴗで࠸もᏑᅾし࡚ࢫ࣮ࢣ࠸࡞ࡁでࢢ

 。る࠸࡚ࡗ࡞ࡃやすࡅることで、౫㢗をཷࡁ
この࡞࠺ࡼ≧ἣࡽ、学校と地ᇦ᪉のࢬ࣮ࢽを‶たすために、࣮ࢥディࢱ࣮ࢿ

࣮୪ࡧにࢩ࣮ࢯࣥࢥア࣒の࣮ࢥディ࣮ࢿトᶵ⬟強化にྲྀࡾ組ࡔࢇ。 
ջ成果のᬑཬ᪉ἲ࣭ᐇ⦼に࡚࠸ࡘ 

（ア）生徒の成果発⾲にࡼるᬑཬ 
ϸ. 本校㈍ᐇ⩦ୖࠕኳⲡ࣮ࠖࣝࢨࣂ生徒㛤発ၟရの㈍。 
Ϲ. 㹉Ｓ㹆（⇃本ࣁ࣮ࣃ࣮ࢫイ࣮ࣝࢡࢫ）生徒研究発⾲のཧຍ。 
Ϫ. 生徒研究成果発⾲の㛤ദ 

（イ）ࠕ地ᇦ協働ࠖࡾࡼࡔのస成࣭㓄ᕸ 
をసࠖࡾࡼࡔ地ᇦ協働ࠕ組のᬑཬを┠ⓗとしたྲྀ、ࡀ㛤発等ᑓ㛛ᐙ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝

成し、㛵ಀྛᡤཬୖࡧኳⲡᕷෆ全ᡞに㓄ᕸ。 
 
１１ ┠ᶆの進ᤖ≧ἣ㸪成果㸪ホ౯ 
（１）全校をᣲ࡚ࡆのᤵᴗᨵၿ 

全校をᣲ࡚ࡆᤵᴗᨵၿを᥎進し、ձᩥ❶や情報をṇ☜にㄞみゎࡁ、ᑐヰする力、ղ⛉学

ⓗにᛮ考࣭ྫྷし活用する力、ճ౯್をぢࡅࡘ生みฟすឤᛶと力、ዲወᚰ࣭᥈究力、の３ࡘ

の力を㔜Ⅼⓗに㌟にࡅさせるためにḟのྲྀ࡞࠺ࡼ組を⾜ࡗた。 
ձୖࠕኳⲡࢡ࢙ࢪࣟࣉトࠖをࡌࡣめとする᥈究活動のᐇ 

地ᇦ課㢟ゎỴのࣥࣛࣉࢫࢿࢪࣅを３学ᖺඹ㏻の࣑ࢮไでᐇすることで、ࠕ᥈究ⓗࠖで

地ᇦの力ࠖで、ಶู᭱㐺化さࠕ生徒主యࠖの研究をࠕ、య㦂㔜どࠖの活動をࠕ࡞協働ⓗࠖࠕ

、ࡀた生徒ࡅで４ẁ㝵୰᭱高Ⅼをࢡࢵࣜࣈた。᥈究の⮬ᕫホ౯࣮ࣝࡁでࡀた᥈究活動ࢀ

課㢟タᐃ ��.��Ѝ��.��、情報㞟 ��.��Ѝ��.��、ᩚ⌮ศᯒ ��.��Ѝ��⌧⾲とめ࣭ࡲ、��.

��.��Ѝ��.��とࡗ࡞た。（ᩘ್ẚ㍑㸸࣑ࢮไ導ධ๓のᖺᗘЍ࣑ࢮ導ධのᖺᗘ） 
ղ᪂学⩦指導せ㡿にࡅ࠾る地ᇦேᮦ育成を┠指したᤵᴗᨵၿのྲྀ組 

地ᇦேᮦ育成࣮ࣝࢡࢵࣜࣈを活用したᤵᴗᨵၿのྲྀ組に࡚ࡗࡼ、生徒たࡽ⮬ࡣࡕの成㛗

にᡭᛂ࠼をឤ࠸࡚ࡌる。࣮ࣝࢡࢵࣜࣈにࡼる⮬ᕫホ౯の６᭶と１２᭶をẚ㍑すると、ྛ学

ᖺの᭱高฿㐩┠ᶆ３６㡯┠୰３３㡯┠でᨵၿし࡚࠸る。ࡲた、࣐࣮ࢸにἢࡗたᤵᴗ研究の

ᐇྜもᖺᗘ ࡽ���.� �.��にᨵၿし࡚ࡾ࠾、職ဨのព㆑ྥୖもな࠺ことࡀでࡁる。

しし、࣮ࣝࢡࢵࣜࣈホ౯のᨵၿ⋡をᖺᗘẖにẚ㍑すると、３６㡯┠୰２３㡯┠でᨵၿ⋡

࠶ࡀ検討するᚲせࡁ⥆ࡁᘬ、ࡃ࠸に⥅⥆させ࡚࠸ᤵᴗᨵၿのྲྀ組を、ࡾ࠾㕌化し࡚ࡀ

（ア）࣮ࣃࢫ࢚࢟ト生徒ὴ㐵 㹼୰高の㐃ᦠにࡼる㉳ᴗᐙ教育㹼 
ୖኳⲡᕷでࠕࡣᑠ୰高୍㈏の㉳ᴗᐙ教育ࠖにྲྀࡾ組ࢇでࡾ࠾、ᕷෆ全࡚の୰学校

でࣥࣛࣉࢫࢿࢪࣅのస成を⥲ྜⓗ࡞᥈究の㛫で⾜࠸࡚ࡗる。 
᪥㡭の成ࡀ୰学校に本校生徒をὴ㐵し、高校生ྛ、ࡣト生徒ὴ㐵事ᴗ࣮ࣃࢫ࢚࢟

果を元に୰学生にアࣂࢻイࢫをする࡞、ඹྠでࣥࣛࣉࢫࢿࢪࣅを研究でࡁる࠺ࡼ

タᐃさ࠸࡚ࢀる。 
（イ）学校࣭地ᇦ㛫の᪉ྥ࣮ࢥディ࣮ࢿト 㹼ࢩ࣮ࢯࣥࢥア࣒のᶵ⬟強化㹼 

本事ᴗのྲྀ組に࡚࠸࠾、生徒の課㢟発ぢ࣭課㢟ゎỴに地ᇦの力をࡾるሙ面ࡀ

もᛴࢫ࣮ࢣるࢀと౫㢗さ࠸高校生に力を㈚し࡚ḧしࡽた。ྠに、地ᇦࢀฟさࡾ

ቑし࡚࠸る。௨๓ࢸࢽ࣑ࣗࢥ、ࡣィ࣭࣮ࣝࢡࢫにࡅ࠾る学校㐠Ⴀ協議に౫㢗ࡀᣢ

ࣥࢳࢵ࣐ࡃࡲ࠺、ࡾ࠶ࡀᨺ課ᚋやఇ᪥にࠖᑐᛂするᚲせ、ࡀ᭷ᚿࠕ、も࡚ࢀࡲ㎸ࡕ

ᤵᴗの୍⎔とし࡚ࠖᑐᛂで、ࡀ全ဨࠕた。本事ᴗで࠸もᏑᅾし࡚ࢫ࣮ࢣ࠸࡞ࡁでࢢ

 。る࠸࡚ࡗ࡞ࡃやすࡅることで、౫㢗をཷࡁ
この࡞࠺ࡼ≧ἣࡽ、学校と地ᇦ᪉のࢬ࣮ࢽを‶たすために、࣮ࢥディࢱ࣮ࢿ

࣮୪ࡧにࢩ࣮ࢯࣥࢥア࣒の࣮ࢥディ࣮ࢿトᶵ⬟強化にྲྀࡾ組ࡔࢇ。 
ջ成果のᬑཬ᪉ἲ࣭ᐇ⦼に࡚࠸ࡘ 

（ア）生徒の成果発⾲にࡼるᬑཬ 
ϸ. 本校㈍ᐇ⩦ୖࠕኳⲡ࣮ࠖࣝࢨࣂ生徒㛤発ၟရの㈍。 
Ϲ. 㹉Ｓ㹆（⇃本ࣁ࣮ࣃ࣮ࢫイ࣮ࣝࢡࢫ）生徒研究発⾲のཧຍ。 
Ϫ. 生徒研究成果発⾲の㛤ദ 

（イ）ࠕ地ᇦ協働ࠖࡾࡼࡔのస成࣭㓄ᕸ 
をసࠖࡾࡼࡔ地ᇦ協働ࠕ組のᬑཬを┠ⓗとしたྲྀ、ࡀ㛤発等ᑓ㛛ᐙ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝

成し、㛵ಀྛᡤཬୖࡧኳⲡᕷෆ全ᡞに㓄ᕸ。 
 
１１ ┠ᶆの進ᤖ≧ἣ㸪成果㸪ホ౯ 
（１）全校をᣲ࡚ࡆのᤵᴗᨵၿ 

全校をᣲ࡚ࡆᤵᴗᨵၿを᥎進し、ձᩥ❶や情報をṇ☜にㄞみゎࡁ、ᑐヰする力、ղ⛉学

ⓗにᛮ考࣭ྫྷし活用する力、ճ౯್をぢࡅࡘ生みฟすឤᛶと力、ዲወᚰ࣭᥈究力、の３ࡘ

の力を㔜Ⅼⓗに㌟にࡅさせるためにḟのྲྀ࡞࠺ࡼ組を⾜ࡗた。 
ձୖࠕኳⲡࢡ࢙ࢪࣟࣉトࠖをࡌࡣめとする᥈究活動のᐇ 

地ᇦ課㢟ゎỴのࣥࣛࣉࢫࢿࢪࣅを３学ᖺඹ㏻の࣑ࢮไでᐇすることで、ࠕ᥈究ⓗࠖで

地ᇦの力ࠖで、ಶู᭱㐺化さࠕ生徒主యࠖの研究をࠕ、య㦂㔜どࠖの活動をࠕ࡞協働ⓗࠖࠕ

、ࡀた生徒ࡅで４ẁ㝵୰᭱高Ⅼをࢡࢵࣜࣈた。᥈究の⮬ᕫホ౯࣮ࣝࡁでࡀた᥈究活動ࢀ

課㢟タᐃ ��.��Ѝ��.��、情報㞟 ��.��Ѝ��.��、ᩚ⌮ศᯒ ��.��Ѝ��⌧⾲とめ࣭ࡲ、��.

��.��Ѝ��.��とࡗ࡞た。（ᩘ್ẚ㍑㸸࣑ࢮไ導ධ๓のᖺᗘЍ࣑ࢮ導ධのᖺᗘ） 
ղ᪂学⩦指導せ㡿にࡅ࠾る地ᇦேᮦ育成を┠指したᤵᴗᨵၿのྲྀ組 

地ᇦேᮦ育成࣮ࣝࢡࢵࣜࣈを活用したᤵᴗᨵၿのྲྀ組に࡚ࡗࡼ、生徒たࡽ⮬ࡣࡕの成㛗

にᡭᛂ࠼をឤ࠸࡚ࡌる。࣮ࣝࢡࢵࣜࣈにࡼる⮬ᕫホ౯の６᭶と１２᭶をẚ㍑すると、ྛ学

ᖺの᭱高฿㐩┠ᶆ３６㡯┠୰３３㡯┠でᨵၿし࡚࠸る。ࡲた、࣐࣮ࢸにἢࡗたᤵᴗ研究の

ᐇྜもᖺᗘ ࡽ���.� �.��にᨵၿし࡚ࡾ࠾、職ဨのព㆑ྥୖもな࠺ことࡀでࡁる。

しし、࣮ࣝࢡࢵࣜࣈホ౯のᨵၿ⋡をᖺᗘẖにẚ㍑すると、３６㡯┠୰２３㡯┠でᨵၿ⋡

࠶ࡀ検討するᚲせࡁ⥆ࡁᘬ、ࡃ࠸に⥅⥆させ࡚࠸ᤵᴗᨵၿのྲྀ組を、ࡾ࠾㕌化し࡚ࡀ
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㸯．ᮏᵓ࠸࠾てᐇ⌧する成ᯝ┠標のタᐃ（アウト࣒࢝）

g

（高校ଖ業ޛの地ݫへの定状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）
単位：％高学校ଖ業ޛ、地ݫでम৮する生徒の割合（地ݫम৮に関する指標）

本事業ଲে生徒： 57.1% 65%(2021年度）

本事業ଲে生徒Ґ： 36% 42% 41.9% 35.3%

目標設定の考え方：プϫジΥέト学習に取り組む͞とで、高学校ଖ業ޛ、上天草でम৮する生徒の割合を増加させる。

f

（ଖ業࣎に生徒が習ಚすべ͘具体的力の定状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）

単位：％ࣙΔの課題қࣟをプレκンテーションし、ఽえる͞とがで͘る生徒の割合（2018年度は、高校１・２年生のࣙހ
Ճによる。ٮ、ޛࠕ観的なՃシステϞをݗ౾する。）

本事業ଲে生徒： 69.4% 67.2% 78.5% 70%(2021年度）

本事業ଲে生徒Ґ： 44% 48.5% 53.7%

目標設定の考え方：「す」「න現する」プϫジΥέトに取り組む͞とで、ࣙΔの課題қࣟをプレκンテーションし、ఽえる͞と
がで͘る生徒の割合を増加させる。

e

（ଖ業࣎に生徒が習ಚすべ͘具体的力の定状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）

単位：％他者のをし͖ͮりซ͘、理մで͘る生徒の割合（2018年度は、高校１・２年生のࣙހՃによる。ٮ、ޛࠕ観
的なՃシステϞをݗ౾する。）

本事業ଲে生徒： 85.5% 88.2% 96.8% 90%(2021年度）

本事業ଲে生徒Ґ： 86% 88.5% 91.0%

目標設定の考え方：「ซ͚」プϫジΥέトに取り組む͞とで、他者のをし͖ͮりซ͘、理մで͘る生徒の割合を増加させる。

̵

（ଖ業࣎に生徒が習ಚすべ͘具体的力の定状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）

単位：％গཔ、地域のたΌに߫ݛしたいと考え、ߨ動する生徒の割合（2018年度は、高校１・２年生のアンケート結果に
よる）

本事業ଲে生徒： 87.1% 76.5% 84.4% 75%(2021年度）

本事業ଲে生徒Ґ： 51% 59.7% 62.7%

目標設定の考え方：プϫジΥέト学習に取り組む͞とで、গཔ、上天草のたΌに߫ݛしたいと考え、ߨ動する生徒の割合を増加
させる。

目標設定の考え方：プϫジΥέト学習に取り組む͞とで、上天草の課題を発ݡし、մ݀に向けてқཋ的に取り組む生徒数を増加
させる。

80%(2021年度）

本事業ଲে生徒Ґ： 66% 66.2% 67.2%

c

b

（ଖ業࣎に生徒が習ಚすべ͘具体的力の定状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）
単位：％本校の取組によͮて、地域の新たな魅力を࠸発ݡした生徒の割合（2018年度は、高校１・２年生のアンケート結

果による）
本事業ଲে生徒： 93.5% 88.1% 88.3% 85%(2021年度）

目標設定の考え方：プϫジΥέト学習に取り組む͞とで、上天草の新たな魅力を࠸発ݡした生徒数を増加させる。
（ଖ業࣎に生徒が習ಚすべ͘具体的力の定状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）

単位：％地域の課題を発ݡし、մ݀に向けてқཋ的に取り組む生徒の割合（2018年度は、高校１・２年生のアンケート結
果による）

本事業ଲে生徒： 93.5% 90.8% 90.9%

本事業ଲে生徒Ґ： 75% 85.4% 83.6%

82% 86.9% 86.6%
a

（ଖ業࣎に生徒が習ಚすべ͘具体的力の定状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）
単位：％地域に魅力をͣ״、Ѭを࣍つ生徒の割合（2018年度は、高校１・２年生のアンケート結果による）

本事業ଲে生徒： 96.8% 91.6% 91.5% 90%(2021年度）

本事業ଲে生徒Ґ：

目標設定の考え方：プϫジΥέト学習に取り組む͞とで、上天草の魅力をͣ״、Ѭを࣍つ生徒数を増加させる。

地域との協働による高等学校教育改革推進事業 目標設定シート

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 目標(��年度)

りがな ͚ΉもとけΞりつ͖Ί͍Ή͚さ͑͞と͑がͮ͑͞
指定期間学校名 上天草高学校ཱིݟ本ۿ

9

（４）ＳＮＳや動画サイトを活用した情報発信の模索 
生徒の研究成果を発信することで、外部との協働を促進させるとともに、本校の魅力発

信強化のため、ＳＮＳや動画サイトの活用を検討する。地元メディア等と協議し、安全面も

考慮した仕組みを構築する。 
 

 
【担当者】 
担当課 教育庁県立学校教育局高校教育課 ＴＥＬ ０９６－３３３－２６８４ 
氏 名 清本 大介 ＦＡＸ ０９６－３８４－１５６３ 
職 名 指導主事 e-mail kiyomoto-d@pref.kumamoto.lg.jp 
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ʴพ紙様ࣞ５ʵ

㸯．ᮏᵓ࠸࠾てᐇ⌧する成ᯝ┠標のタᐃ（アウト࣒࢝）

g

（高校ଖ業ޛの地ݫへの定状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）
単位：％高学校ଖ業ޛ、地ݫでम৮する生徒の割合（地ݫम৮に関する指標）

本事業ଲে生徒： 57.1% 65%(2021年度）

本事業ଲে生徒Ґ： 36% 42% 41.9% 35.3%

目標設定の考え方：プϫジΥέト学習に取り組む͞とで、高学校ଖ業ޛ、上天草でम৮する生徒の割合を増加させる。

f

（ଖ業࣎に生徒が習ಚすべ͘具体的力の定状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）

単位：％ࣙΔの課題қࣟをプレκンテーションし、ఽえる͞とがで͘る生徒の割合（2018年度は、高校１・２年生のࣙހ
Ճによる。ٮ、ޛࠕ観的なՃシステϞをݗ౾する。）

本事業ଲে生徒： 69.4% 67.2% 78.5% 70%(2021年度）

本事業ଲে生徒Ґ： 44% 48.5% 53.7%

目標設定の考え方：「す」「න現する」プϫジΥέトに取り組む͞とで、ࣙΔの課題қࣟをプレκンテーションし、ఽえる͞と
がで͘る生徒の割合を増加させる。

e

（ଖ業࣎に生徒が習ಚすべ͘具体的力の定状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）

単位：％他者のをし͖ͮりซ͘、理մで͘る生徒の割合（2018年度は、高校１・２年生のࣙހՃによる。ٮ、ޛࠕ観
的なՃシステϞをݗ౾する。）

本事業ଲে生徒： 85.5% 88.2% 96.8% 90%(2021年度）

本事業ଲে生徒Ґ： 86% 88.5% 91.0%

目標設定の考え方：「ซ͚」プϫジΥέトに取り組む͞とで、他者のをし͖ͮりซ͘、理մで͘る生徒の割合を増加させる。

̵

（ଖ業࣎に生徒が習ಚすべ͘具体的力の定状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）

単位：％গཔ、地域のたΌに߫ݛしたいと考え、ߨ動する生徒の割合（2018年度は、高校１・２年生のアンケート結果に
よる）

本事業ଲে生徒： 87.1% 76.5% 84.4% 75%(2021年度）

本事業ଲে生徒Ґ： 51% 59.7% 62.7%

目標設定の考え方：プϫジΥέト学習に取り組む͞とで、গཔ、上天草のたΌに߫ݛしたいと考え、ߨ動する生徒の割合を増加
させる。

目標設定の考え方：プϫジΥέト学習に取り組む͞とで、上天草の課題を発ݡし、մ݀に向けてқཋ的に取り組む生徒数を増加
させる。

80%(2021年度）

本事業ଲে生徒Ґ： 66% 66.2% 67.2%

c

b

（ଖ業࣎に生徒が習ಚすべ͘具体的力の定状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）
単位：％本校の取組によͮて、地域の新たな魅力を࠸発ݡした生徒の割合（2018年度は、高校１・２年生のアンケート結

果による）
本事業ଲে生徒： 93.5% 88.1% 88.3% 85%(2021年度）

目標設定の考え方：プϫジΥέト学習に取り組む͞とで、上天草の新たな魅力を࠸発ݡした生徒数を増加させる。
（ଖ業࣎に生徒が習ಚすべ͘具体的力の定状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）

単位：％地域の課題を発ݡし、մ݀に向けてқཋ的に取り組む生徒の割合（2018年度は、高校１・２年生のアンケート結
果による）

本事業ଲে生徒： 93.5% 90.8% 90.9%

本事業ଲে生徒Ґ： 75% 85.4% 83.6%

82% 86.9% 86.6%
a

（ଖ業࣎に生徒が習ಚすべ͘具体的力の定状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）
単位：％地域に魅力をͣ״、Ѭを࣍つ生徒の割合（2018年度は、高校１・２年生のアンケート結果による）

本事業ଲে生徒： 96.8% 91.6% 91.5% 90%(2021年度）

本事業ଲে生徒Ґ：

目標設定の考え方：プϫジΥέト学習に取り組む͞とで、上天草の魅力をͣ״、Ѭを࣍つ生徒数を増加させる。

地域との協働による高等学校教育改革推進事業 目標設定シート

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 目標(��年度)

りがな ͚ΉもとけΞりつ͖Ί͍Ή͚さ͑͞と͑がͮ͑͞
指定期間学校名 上天草高学校ཱིݟ本ۿ

9

（４）ＳＮＳや動画サイトを活用した情報発信の模索 
生徒の研究成果を発信することで、外部との協働を促進させるとともに、本校の魅力発

信強化のため、ＳＮＳや動画サイトの活用を検討する。地元メディア等と協議し、安全面も

考慮した仕組みを構築する。 
 

 
【担当者】 
担当課 教育庁県立学校教育局高校教育課 ＴＥＬ ０９６－３３３－２６８４ 
氏 名 清本 大介 ＦＡＸ ０９６－３８４－１５６３ 
職 名 指導主事 e-mail kiyomoto-d@pref.kumamoto.lg.jp 
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㸰．地域人材を育成する㧗ᰯとしての活動指標（アウトプット）

k

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／年ൟ毎の調査研究にଲする大学教員の部指者による指回数（ં指及びԗ隔設ඍを用いた指）

5回 16回 23回 10回(2021年度）

目標設定の考え方：ൟ毎の調査研究にଲする大学教員の部指者による指を年１０回実施する。

j

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：本／年ൟ毎の調査研究の本数

1本 1本 1本 1本(2021年度）

目標設定の考え方：ൟ毎の調査研究を年１本発නする。

i

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／年研究成果発න会の回数

1回 1回 1回 1回(2021年度）

目標設定の考え方：研究成果発න会を年１回実施する。

h

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標） 単位：回／֦学
年プϫジΥέト学習の回数

15回 25.5回 19.6回 10回(2021年度）

目標設定の考え方：プϫジΥέト学習を֦学年１０回実施する。

g

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／年高大ંକ研究の回数

0回 0回 1回 1回(2021年度）

目標設定の考え方：高大ંକ研究を年１回実施する。

f

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／年上天草市に関する地域理մ࠴ߪの回数

6回 4回 4回 5回(2021年度）

目標設定の考え方：上天草市に関する地域理մ࠴ߪを年５回実施する。

e

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標） 単位：％／授業
回数テーマにԌͮた研究授業の回数

0.3% 0.07% 4.1% 5%(2021年度）

目標設定の考え方：֦研究テーマにԌͮた研究授業を授業回数の５％実施する。

d

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／学期コミュニティ・スέールにおける学校ӣӨ協٠会の回数

１回 1回 2回 0.66回 1回(2021年度）

目標設定の考え方：学期１回の学校ӣӨ協٠会を実施する。

c

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／月研究ਬ進җ員会の回数

0.66回 1回 0.41回 1回(2021年度）

目標設定の考え方：月１回の研究ਬ進җ員会を実施する。

目標設定の考え方：年２回のӣӨ指җ員会を実施する。

b

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／学期研究େන者会の回数

2回 2回 1回

a

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／年ӣӨ指җ員会の回数

2回 2回 2回 2回(2021年度）

2回(2021年度）

目標設定の考え方：学期１回の研究େන者会を実施する。

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 目標(��年度)

11

l

（その他本構想における取組のୣ成目標） 単位：％
事業参ժ地域े
の͑ͬ

本事業（現在の本校の取組）が地域のร༲をもたΔすと考える地域ेの割合（2018年度は一部の事業参ժ地域
ेによる）

本事業ଲে地域े： 83.3% 85.7% 87.7% 80%(2021年度）

本事業ଲে地域ेҐ： 73%

目標設定の考え方：地域との協ಉを進Όる͞とで、本事業が上天草のร༲をもたΔすと考える地域ेの割合を増加させる。

k

（その他本構想における取組のୣ成目標） 単位：％
事業参ժ地域े
の͑ͬ

上天草高校のカリキュラϞが魅力的だと考える地域ेの割合（2018年度は一部の事業参ժ地域ेによる）

本事業ଲে地域े： 87.5% 89.1% 92.9% 80%(2021年度）

本事業ଲে地域ेҐ： 73%

目標設定の考え方：地域との協ಉを進Όる͞とで、上天草高校のカリキュラϞが魅力的だと考える地域ेの割合を増加させる。

j

（その他本構想における取組のୣ成目標） 単位：％
事業参ժ地域ेの
͑ͬ上天草高校の教育内༲を理մしている地域ेの割合（2018年度は一部の事業参ժ地域ेによる）

本事業ଲে地域े： 86.3% 86.6% 84..4% 85%(2021年度）

本事業ଲে地域ेҐ： 76%

目標設定の考え方：地域との協ಉを進Όる͞とで、上天草高校の教育内༲を理մしている地域ेの割合を増加させる。

i

（高校ଖ業ޛの地ݫへの定状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）
単位：％高学校ଖ業ޛ、高教育機関へ進学し、গཔ地ݫにͮてम業したいと考える生徒の割合（進学س者に関す

る指標）
本事業ଲে生徒： 37.9% 32.7% 47.6% 60%(2021年度）

本事業ଲে生徒Ґ： 23% 33.8% 34.1%
目標設定の考え方：プϫジΥέト学習に取り組む͞とで、高学校ଖ業ޛ、高教育機関へ進学し、গཔ地ݫにͮてम業した
いと考える生徒の割合を増加させる。

h

（高校ଖ業ޛの地ݫへの定状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）
単位：％高学校ଖ業ޛ、地ݫでम業したいと考えている生徒の割合（म৮س者に関する指標）

本事業ଲে生徒： 64.9% 60.0% 72.3% 60%(2021年度）

本事業ଲে生徒Ґ： 20% 39% 51.5% 46.3%

目標設定の考え方：プϫジΥέト学習に取り組む͞とで、গཔ、上天草でम業したいと考えている生徒の割合を増加させる。

10
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㸰．地域人材を育成する㧗ᰯとしての活動指標（アウトプット）

k

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／年ൟ毎の調査研究にଲする大学教員の部指者による指回数（ં指及びԗ隔設ඍを用いた指）

5回 16回 23回 10回(2021年度）

目標設定の考え方：ൟ毎の調査研究にଲする大学教員の部指者による指を年１０回実施する。

j

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：本／年ൟ毎の調査研究の本数

1本 1本 1本 1本(2021年度）

目標設定の考え方：ൟ毎の調査研究を年１本発නする。

i

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／年研究成果発න会の回数

1回 1回 1回 1回(2021年度）

目標設定の考え方：研究成果発න会を年１回実施する。

h

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標） 単位：回／֦学
年プϫジΥέト学習の回数

15回 25.5回 19.6回 10回(2021年度）

目標設定の考え方：プϫジΥέト学習を֦学年１０回実施する。

g

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／年高大ંକ研究の回数

0回 0回 1回 1回(2021年度）

目標設定の考え方：高大ંକ研究を年１回実施する。

f

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／年上天草市に関する地域理մ࠴ߪの回数

6回 4回 4回 5回(2021年度）

目標設定の考え方：上天草市に関する地域理մ࠴ߪを年５回実施する。

e

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標） 単位：％／授業
回数テーマにԌͮた研究授業の回数

0.3% 0.07% 4.1% 5%(2021年度）

目標設定の考え方：֦研究テーマにԌͮた研究授業を授業回数の５％実施する。

d

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／学期コミュニティ・スέールにおける学校ӣӨ協٠会の回数

１回 1回 2回 0.66回 1回(2021年度）

目標設定の考え方：学期１回の学校ӣӨ協٠会を実施する。

c

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／月研究ਬ進җ員会の回数

0.66回 1回 0.41回 1回(2021年度）

目標設定の考え方：月１回の研究ਬ進җ員会を実施する。

目標設定の考え方：年２回のӣӨ指җ員会を実施する。

b

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／学期研究େන者会の回数

2回 2回 1回

a

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／年ӣӨ指җ員会の回数

2回 2回 2回 2回(2021年度）

2回(2021年度）

目標設定の考え方：学期１回の研究େන者会を実施する。

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 目標(��年度)

11

l

（その他本構想における取組のୣ成目標） 単位：％
事業参ժ地域े
の͑ͬ

本事業（現在の本校の取組）が地域のร༲をもたΔすと考える地域ेの割合（2018年度は一部の事業参ժ地域
ेによる）

本事業ଲে地域े： 83.3% 85.7% 87.7% 80%(2021年度）

本事業ଲে地域ेҐ： 73%

目標設定の考え方：地域との協ಉを進Όる͞とで、本事業が上天草のร༲をもたΔすと考える地域ेの割合を増加させる。

k

（その他本構想における取組のୣ成目標） 単位：％
事業参ժ地域े
の͑ͬ

上天草高校のカリキュラϞが魅力的だと考える地域ेの割合（2018年度は一部の事業参ժ地域ेによる）

本事業ଲে地域े： 87.5% 89.1% 92.9% 80%(2021年度）

本事業ଲে地域ेҐ： 73%

目標設定の考え方：地域との協ಉを進Όる͞とで、上天草高校のカリキュラϞが魅力的だと考える地域ेの割合を増加させる。

j

（その他本構想における取組のୣ成目標） 単位：％
事業参ժ地域ेの
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f

（その他本構想における取組の具体的指標）
単位：事業所ෳࢳՌの実習にܠΚる事業所の数(2020年度はコϫψΤイルスのӪڻで実習中止となͮた事業所もむ数)

１̕事業所 ２０事業所 16事業所 16事業所 13事業所 22事業所(2021年度）

目標設定の考え方：ෳࢳՌの実習にܠΚる事業所の数を増加させる。

e

（その他本構想における取組の具体的指標）
単位：人上天草バδールにおける協力者、པ者数

１ɾ̖̔０人 １ɾ̗５０人 1�856人 1�092人 1�350人 2�100人(2021年度）

目標設定の考え方：上天草バδールにおける協力者、པ者数を増加させる。

80人(2021年度）

目標設定の考え方：̖ൟ（想定）×༁５名（ेେන、ࢊ業ֆ、ߨ政୴部ॼ）×࠹ఁ２回

d

（その他本構想における取組の具体的指標）
単位：人地域ेの研究成果発න会への参加数

30人 0人 0人 100人(2021年度）

目標設定の考え方：地域ेの研究成果発න会への参加を増加させる。

本事業ଲে生徒数 137 73 0

本事業ଲে生徒数 68 127 173

2回 6回(2021年度）

全校生徒数（人） 216 205 200 173

10人(2021年度）

目標設定の考え方：地域֦のେන２名×༁５回

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

c

（その他本構想における取組の具体的指標）
単位：人プϫジΥέト学習のޢり合いへの参加数

36人 ０人 0人

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 目標(��年度)

目標設定の考え方：コンλーシアϞを年̔回実施する。

̳

（その他本構想における取組の具体的指標）
単位：人地域理մٝߪのࢥߪ数

12人 5人 6人

a

（地域人ࡒを育成する地域としての活動のਬ進状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／年コンλーシアϞの活動回数

5回 4回

13

w

（その他本構想における取組の具体的指標）
単位：％本事業（現在の本校の取組）が魅力的だと考える生徒の割合（2018年度は、高校１・２年生のアンケート結果に

よる）
81% 91.4% 93.4% 94.8% 85%(2021年度）

目標設定の考え方：本事業が魅力的だと考える生徒の割合を増加させる。

v

（その他本構想における取組の具体的指標）
単位：％本事業（現在の本校の取組）が魅力的だと考える保護者の割合（2018年度は一部の保護者による）

81% 86.5% 88.1% 93.6% 85%(2021年度）

目標設定の考え方：本事業が魅力的だと考える保護者の割合を増加させる。

u

（その他本構想における取組の具体的指標）
単位：回／年観光協会が所有するキッチンカーによる、開発した商品の販売回数

１回 0回 1回 1回 2回(2021年度）

目標設定の考え方：観光協会が所有するキッチンカーによる、開発した商品の販売を年２回実施する。

t

（その他本構想における取組の具体的指標）
単位：本／年高校生による天草ＣＡＴＶ（天草地域のケーブルテレビ局）での番組制作本数

０本 ０本 0本 0本 0本 1本(2021年度）

目標設定の考え方：上天草の魅力を発信する番組を制作する。

s

（その他本構想における取組の具体的指標）
単位：回／年上天草市報の広報特派員の取組による紙面掲載回数

５回 ５回 5回 5回 5回 5回(2021年度）

目標設定の考え方：上天草市報の広報特派員として、隔月毎に紙面を作成する。

r

（普及・促進に向けた取組の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／年研究開発実施報告書の作成回数

1回 1回 1回 1回(2021年度）

目標設定の考え方：研究開発実施報告書を年１回作成する。

q

（普及・促進に向けた取組の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／週本取組専用HP開設および更新回数

0.6回 1.29回 0回 1回(2021年度）

目標設定の考え方：研究開発へ取り組む様子を確実に記録に残す。

p

（普及・促進に向けた取組の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／年全国サミットへの参加回数

1回 2回(Web) 1回（Web) 1回(2021年度）

目標設定の考え方：全国サミットに年１回参加する。

o

（普及・促進に向けた取組の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／年国内大都市及び地方都市におけるマーケティング調査及び販売実習の回数

０回 ０回 1回 0回 0回 1回(2021年度）

目標設定の考え方：国内大都市及び地方都市におけるマーケティング調査及び販売実習を年１回実施する。

n

（普及・促進に向けた取組の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／学期ＩＣＴを利用した隔地者間のコミュニケーション（ＷＥＢミーティング、ＷＥＢディスカッション）の回数

０回 0回 1回 1回 1回(2021年度）
目標設定の考え方：ＩＣＴを利用した隔地者間のコミュニケーション（ＷＥＢミーティング、ＷＥＢディスカッション）を学期１
回実施する。

m

（普及・促進に向けた取組の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：本／年高校生ビジネスグランプリへの応募（日本政策金融公庫主催）本数

０本 ０本 17本 （グランプリの中止） 34本 5本(2021年度）

目標設定の考え方：高校生ビジネスグランプリへの応募（日本政策金融公庫主催）する本数。

l

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：人／年本校生徒を「エキスパート生徒」として授業に参加させ、起業家教育における課題研究についてアドバイスする

延べ人数
31人 40人 6人 20人(2021年度）

目標設定の考え方：５校×生徒２名×学期１回×２回（２、３学期）
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़�ޫ 研究ͽ発の·要 

研究ͽ発ಾ 

「ăと�ものڳ�գのహճ」上ਥࣦでತെをࡲりेくリーńーの育成 

育てたい人材ࣲ 

ȍ上ਥࣦをęり߶く൛ͦし、րりにڙい、愛する人材*ঀۑ�щ૧をРୟとして+ 

Ȏ新しい上ਥࣦ創ࣸのためにך�דڙ�ணեし、支える人材 

 +උ�ॹඋ�ணեඋ੧דڙ*

ȏ上ਥࣦとۋĚののۢեのため学Ą続け、をい続ける߮Üな人材 

*学Ąに֦Üうඋ、人間ࡅ੧+ 

 

Ⅰⅽⅱⅷⅳↂↇ⅂℻ℽ に܇ढਘに対応できる地域人材を育成するため、すべての教̾で学Ąの

ؐϤとなる「く」「ෝす」「ணեする」උをרめるプロļīクトをךう。これĚのඋを

ؐৼに࠲え、地域やऻ学੧とҔした学校設定̾である「上ਥࣦプロļīクトⅠ、Ⅱ、

Ⅲ」「地域н業研究」「地域イŒŝーĻūŷ研究」を۔としたカリキũラムͽ発をךい、

「ăと�ものڳ�գのహճ」上ਥࣦでತെをࡲりेくリーńーの育成をךう。そのف、

上ਥࣦږ内ފঘרがԒしてࠞࠄしているн業̼教育をऻきなঞとし、ڿ続ਘな地域

の発展をに、ഫ�なڳգをκÜし結Ąõけ、н業する人材がΝとなり、地域ࢪढの

ʍۑの変ΩをもたĚし、ܠ業構ࣸの変̱にõなげることをもஞとしている。͑ 外κ

にõいても地域とのҔをқ̱し、「地域のঀのרث学ூ」である上ਥࣦר校のಥඋ̱

をࠞࠄし、地域ĉの͑ाʍۑやםՍʍۑをڿò、ͦ Բに֦けて܇ढਘにך�דڙする

人材を育成していく。 

ਘとしているのは、人֥がբދするঘでټ業が৴मし、「ܠ職とはॡÜにփわれる

もの」というʍۑのқい地域に変ΩをもたĚし、「ܠ職とはۋĚн業してࡲりेくもの」

という新たな発࣑をഋするなú、ತঀのߑңにあってもਚࡲな対応ٚ�ͦԲ方ٚを導き

֚ࠄࠞࡐが地方創ږとԒ�Ҕඋし、ږõ人材育成である。地՝上ਥࣦڿせるඋをݎ

ӎをκയしてࠄめる「地域のహをκÜした地域Ԛصκ̱ࡅ」、「н業̼教育をড়éた人

材育成」、「Л業やփയࣹࠄにęるټ業κ̱ࡅ」੧のʤുも०い、本校にÛけるн業̼教

育やイŒŝーĻūŷ教育੧の学校設定̾をড়éて、地域ĉの愛গとրりをרめ、地域

の新たなತെをࡲりेける人材育成をךいたい。 

ஞは、ֳいऻ学や研究ЯЈとのԒ、ߌషড়ߨ業や૪業、ඏ業、ࠟ 業੧のもõټ

̸૧ࡅを१るためにもओΣਘな視点をഺい、ࢪ校をҁげて、「学Ąに֦Üうඋ」、「κÜ

してくঀۑѨĄщ૧」、「ತঀのߑңにも対応できるדڙඋ、ॹඋ、ணեඋ੧」をר

めるܘ業Ͳࢧをࠞࠄし、ہの３õのඋを݃点ਘにࠂにけさせる。 

ȍޫやߌషをࡍΠにકみͦき、対ෝするඋ 

Ȏ̾学ਘにדڙ�ӏಣしκയするඋ 

ȏ̵ॿをՓõけࡐみݎすϦࡅとඋ、֫С߮�१究උ 

 

14
14 15



 

15

़�ޫ 研究ͽ発の·要 
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ℾ 年ࡐは、�ԸÜĚ地域のࢄ೧̼をޓᘼし、ʤל࡞яԋېで「地域൛ͦئל」

をלܕする。これは「ďò�ăと�しåと創成ࣣࢇ൨」「６ټہ業̱とブラŷ

ŋィŷグ」「Ё֟」なú、上ਥࣦのեߑと͑ाをֳくঀることがਘである。そ

の後、「ئלࢦݎࠄࢀ」として、「ŗļőスプラŷをõくĞう」「ڿ続̸૧なďò

づくり」をלܕし、グローŔルな視点で、πõ、ۋ௰事として͑ाͦԲに取り組

đࡂړをࠂにõけることをਘとしている。 

６Ըに��３年ࡐの成̀発ணをき、地域͑ाͦԲのŗļőスプラŷの·要

を૮ɦした上で、ŀţをॆࢠする。このŀţは�年ࡐの６Ըďでݨऄする事に

なるが、ŀţÜĚൡれ学年ॣʄでΘئלをלܕすることもある。 

成̀の発ணとして、�Ըにŗļőスプラŷ�グラŷプリĉの応ఫ、�Ըとീ年

６Ըの成̀発ணを設定し、それʂ外は、ΘŀţďたはΘ研究でのκになる。

७Ь間でŗļőスプラŷ�グラŷプリに応ఫさせることは、�年ࡐだけのグル

ープにとってはઽしい͑ाで、応ఫْரとしてはತݍなŦŒがओいとϦéる。

しÜし、そのತݍさは「ߧĄしĞ」であり、「ԙ੫てて」「ॼ;ਘに」学ćので

はなく、「やってみて」そして、「Ͳࢧしていく」ことで研究を߶めていくことを

Ьनしている。 

�年ࡐの６Ըに成̀発ணをךった後、新しいŀţĉʔךし、�年間éっくり

と१究κに取り組み、３年ࡐの６Ըの成̀発ண後は、研究の成̀を論にď

とめるというのが܇なスケļũールである。 

 

イ+ŀţࡁにęる१究κの仕組み 

し、研究グॆࢠはҩಣЈ߮に応éて、いくõÜのŀţのঘÜĚăとõをࡐ

ループ構成は上ժ�人というルールだけ設定し、�人でもできるęうにするこ

とで、ۋĚのҩಣ�Ј߮に応éた研究をࠄめることができる。�人での研究で

Նされるのは、Щ上でのৄべ学ܪになり「Ҕਘ」「ढ՛݃視」がॕ成できな
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़３ޫ 研究ͽ発のؽ 

 +ਘな१究の時間*学校設定ࣣ̾ �

*�+上ਥࣦプロļīクト 

上」ہ�年、「上ਥࣦプロļīクトȡ」ہਘな१究の時間の代बとして、�年ࣣ

ਥࣦプロļīクトȢ」、３年ہ「上ਥࣦプロļīクトȣ」をࢪ学̾�ॣʄでۢڞ。 

ȍҒড়テーマ「地域͑ाͦԲのŗļőスプラŷ」

上ਥࣦプロļīクトにÛける१究κは、３学年Ғড়で「地域͑ाͦԲのŗļőス

プラŷ」とした。 

ŗļőスプラŷの創ࣸ�ۢ࢟�発ண�ͲࢧをӵりచしながĚಃき上げることで、१

究ਘな学Ą時時間の「१究ਘ」「Ҕਘ」「ढ՛݃視」というஞをॕ成するとҒに、

学ਘな研究とۢ۲会を結ć、Ԛصਘな൞けをʍۑできるęうにしている。ďた、

地域͑ाͦԲのĦイŋĦが、「外部ÜĚのڳӎ援ݳ」ൈりの「ʤ時ਘ」なκで終わ

るのではなく、ڿ続̸૧な地域͑ाͦԲٚとしてಃき上げることで、ŗļőスとし

て成させることを൛࣑としている。 

 

Ȏŀţࡁにęる१究の߶̱

事業ͽڑݧは、Θ学年ఐ�の時間�内തで上ਥࣦプロļīクトをۢڞしていた。

ݧのԡ͜は、�年ہに地域人材にęる「地域൛ͦئל」をܶঘਘにךい、上ਥࣦږ

のեߑを൛ͦし、͑ ाを発Փ�௰ࡧするඋをഺうことに݃点をঈいていた。�年ہÜ

Ěテーマಊのފグループに௰Üれてプロļīクト学ܪを本Μ̱させるものであった。

しÜし、学年ಊのʤל࡞яでは、ֳ くࢍ�い内തになĚçるをઌë、լఐのҩಣЈ߮

をಠँ�߶̱させることができないとϦéるęうになった。 

そこで、上ਥࣦプロļīクトをʤ時間にךい、学年のΒؐを˱えた、ŀţࡁを導

することにした。 

 

*Ħ+ŀţࡁのスケļũール 
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い事だが、「地域とのҔκ」を必ࠖとすることで対応している。 

०職員はܶďったࡐの人に応éてଅঈし、今年は·þࡐ�人にõき

職員 ℾ 人をଅঈすることができた。०職員は、ࡐの࣠ॾに߄り、ĦōŔイ

スをഝえることが܇なೲζである。ࡐ�職員がۋĚͦԲできない߈は、ķ

ーŋィőーŃーに࣠ॾする。ķーŋィőーŃーは、ķŷŁーĻĦムのķőクĻ

ūŷをκയしながĚ、必要な人材*ࢄ೧̼੧+をޮͤする。०職員は、ķーŋ

ィőーŃーのݳ言をもとに、外部人材をޓᘼしたり、ե߈にࡐを࣭りݎした

りして、研究のࠄࢦをサšートする。०職員は、ĸールを設定したり、ࡐの

κにレールをいたりするのではなく、ࡐを支え、ʤݭにάしみながĚ研

究するといったイťーļをڿってもĚいたい。 

この仕組みの導は、०職員にࢄ೧ࡅは必要なく、「職員の守備ୗʇ」とい

うにܜわれないۋな研究が०డされるというのがࢶいである。これは、०

職員の०Ԥբにもõながるとדえている。 

͑ाとしては、指導ԡ͜もĸールもはっきり教えることができないというκ

がɺで、そのɺÜĚ、ࡩҷਘにࡐの研究にԒわĚë、ൡれたとこĞÜ

Ěিめているだけの०۴もދなÜĚëいることである。「教える」「ĸールď

でのレールをく」ということだけが、教ڗのೲζではないことをԆ発するこ

とでͲࢧしていきたい。 

、ÜĚଅঈしݧثのある外部人材をࡅ೧ࢄെਘには、Θŀţにその௰೮にމ

がࡐ校ר೧ਘな指導やķーŋィőートをせたい。あるいは、外部人材とࢄ

Ь間Ҕするプロļīクトを、ŀţとしてزയしたいとדえている。地域の人

材が地域のࡐを「ৎࡴ」「継続ਘに」指導できる仕組みにಃきをÜけていきた

い。 

 

ȏ地域൛ͦئלなĚĄにئלࢦݎࠄࢀ

上ਥࣦプロļīクトでは、必要なঀۑをլఐにઌていくことができるが、ʤܘ࡞業

でࢪ員にਯえた方が֢ਘな内തもある。そのęうな内തにõいては、�年ࡐの�

学Ьをঘ߮に「地域൛ͦئל」や「ئלࢦݎࠄࢀ」として、カリキũラムのঘに取り

んでいる。ʤ࡞ÜլఐÜの̌ଉはઽしいが、できるだけլ人やグループでのκ

時間をΠడするために内തのࢠࡒにめている。 

本年ੇۢڞした、�年ࡐ対のʤئל࡞はہのড়りである。 

 

*Ħ+地域൛ͦئלȍ「ďò�ăと�しåと創ࢇࣣࡐ൨にõいて」 

 ڣ િࡍ Ԃ тঢ়ࡐ地方創 ͑ٚࡇЛ͜ ږ上ਥࣦ：ڗל    

 

*イ+地域൛ͦئלȎ「上ਥࣦږの６ټہ業̱とブラŷō̱にõいて」 

 ڣ ൖݽ ࢆ ੯͑ ͑ٚࡇ業ټ ږ上ਥࣦ：ڗל    

18

       上ਥࣦټ ږ業͑ٚࡇĆるさとټ業Ԃ Ԃ ᮀٵ ऻڣ ݽ 

       上ਥࣦټ ږ業͑ٚࡇĆるさとټ業Ԃ ٴ事 ث上 ॖઍ ڣ 

 

*Ī+地域൛ͦئלȏ「上ਥࣦږのЁ֟にõいて」 

 ڣ ঘ Ϣ人ڽ Ё֟Ûもてなし͑ Ё֟߰ҩԂ ږ上ਥࣦ：ڗל    

 

*エ+ئלࢦݎࠄࢀȍ「ŗļőスプラŷをõくĞう�」 

  ӎങ֠ճ 熊本創業支援ĿŷŃーٚࡇ本ૈ：ڗל    

上ݨࡢ代൛ ӎڣ ֶތ ڔ 

 

*Į+ئלࢦݎࠄࢀȎ「ڿ続̸૧なďòづくり」 

"「ďòづくり」と言わないďòづくり" 

 ڣ 人ތ ਲঘ ܘ教ݘ Я構ࠄࠞࡐ熊本ऻ学 熊本創：ڗל    

 

*カ+地域൛ͦئלȐ「地域をпÜせる֠ಳ員の仕事」 

 ڣ ࡗ ʤފ քٚࡇ ږ上ਥࣦ：ڗל    
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にęるࡐℾ : ऻ学 ئלࢦݎࠄࢀ Ⅰ⅑⅔Êܘࢦݎ業 ; 

ℿ Ը 

 ; ܪْۢࡁ͜ : ⅁ ْࡁషķŷテŷňのߌ

 ; ܪْۢࡁ͜ : ⅂ ْࡁషķŷテŷňのߌ

 ; ܪْۢࡁ͜ : ⅃ ْࡁషķŷテŷňのߌ

⅀ Ը 
 ; ܪْۢࡁ͜ : ⅄ ْࡁషķŷテŷňのߌ

 ; +発ண*ܪْۢࡁⅅ : ͜ ْࡁషķŷテŷňのߌ

 

Ȏނரͽ発の成̀ 

今年ੇのނரͽ発にÛいては、上ਥࣦŔĺールでୖするނரのЛ͜�仕をテ

ーマに設定した。ࡐが新ނரをЛ͜し、ۋĚҔඋЛ業を१す。ҔඋЛ業とҔし

てނரをْり、上ਥࣦŔĺールでୖするために仕をךうκをךった。 

গ地点ďでऻ人*職員やЛ業ࣺ+がķーŋィőートしたނரͽ発ではなく、ࡐ

することがþĚいで、上ਥࣦŔĺールでのୖにज़りগÜないグルٜ֕ךڰ導で܇

ープがݎてくることも࣑定していた。ۢف、��グループঘ�グループは、ୖに

ďでこßগけることができなÜった。 

ďた、ऻのグループがۋĚのЛ͜のᇺಈさや܅点を指ਔされ、ऻなЛ͜変ֿ

をജхなくされた。߰りచりのف、「ۋ௰のԡ͜のತݍさをϦéた。」や「ۋ௰のד

えを࣠܊にਯえることのઽしさをϦéた。」「ؽÜなとこĞďでדえるЛ͜උが必要。」

「ŗļőスのե߈でもড়യするķţũニケーĻūŷ૧උをࠂにõけたい。」「ہのЯ

会があれā、もっとඅい௮をْる�」といったлݐがò、ۢ࢟の߈がࡐを成

させるとϦした。 

:ͽ発ނர; 

 ரಾ 内ത Ҕඋނ

⅔ⅷⅴↂ ⅽⅴ ↂⅶⅳ ↁⅳⅯ ĻーグラスのĦクĿサリー þこĞĄカフī ऒ 

レĦऻ フルーňりऻ ऻ೮͏ఢ 

上ਥࣦのڙいݎ ͊のْ܊りキーşルńー フラųーĻūップ とがÛ 

ਥナň ʪのōーナň òいさなケーキ̤ ｍÆ½=ｍÆ½ 

ÛʪのŕĪŷōケーキ ʪのŕĪŷōケーキ ܊づくりケーキのਧ あにす 

イŦこ ʪのōーナň ಅここĞক̤ 

ਥࣦフロラŷŃŷ ʪをڊったフロラŷŃŷ Ħローム 

ÆÀｍÆ ʪのŕĪŷōケーキ Ûやõ̼ ͏̯ 

ʪōラ さõďいものúĚޢき ਥࣦ͏ݓ ݾɻ 
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*�+地域н業研究 

�年ேড়̾*ேড়ķース�グローカル൛ķース+にÛいて�ॣʄでۢڞ。 

ȍ内ത

「地域にÛけるн業」をテーマにし、上ਥࣦプロļīクトęりժ定ਘな͑ाを設

定し、ࢄ೧̼にęるレクチャーをܕけながĚ͑ाͦԲ*ْரْࡁ+に取り組đこと

で、ęりۋな発࣑で१究κを߶̱させるためのঀۑ�щ૧�पੇをഺう。 

ӝढਘには、「ނரのͽ発と൪ড়」「ĪīブŞーļのْࡁとŋĺイŷ」「ߌషķŷテ

ŷňのْࡁ」を、ࢄ೧̼にęるܘ業ÛęĄЛ業とのҔκをۢڞする。એにނர

ͽ発にÛいては、本校のୖۢܪ「上ਥࣦŔĺール」にÛけるୖをஞに、ނர

のЛ͜、ҔඋЛ業のͽे、ْڰに取り組んだ。 

 

Ьૈ 内ത 内തؽ 

⅁ Ը 
Ⅴⅳ¹Şーļとŋĺイŷ ℾ : プレŀŷテーĻūŷのРࢹ ; 

Ⅴⅳ¹Şーļとŋĺイŷ ℿ : ŋĺイŷのРࢹ ; 

⅂ Ը 
Ⅴⅳ¹Şーļとŋĺイŷ ⅀ : プレŀŷテーĻūŷۢܪ ; 

Ⅴⅳ¹Şーļとŋĺイŷ ⅁ : プレŀŷテーĻūŷۢܪ ; 

⅃ Ը 

Ⅴⅳ¹Şーļとŋĺイŷ ⅂ : プレŀŷテーĻūŷۢܪ*発ண+ ; 

Ⅴⅳ¹Şーļとŋĺイŷ ⅃ : Ⅴⅳⅰ Şーļのْࡁృ方ృ ; 

 ; �テーマ設定の方ృݥ܊ரͽ発のނ : ரͽ発と൪ড় ℾނ

 ; とͽ発テーマの設定ݥ܊ரͽ発と൪ড় ℿ : ͽ発ނ

 ; ృ࣑ரķŷĿプトと発ނ : ⅀ ரͽ発と൪ড়ނ

⅄ Ը 
 ; ܪ成ْۢݯரͽ発と൪ড় ⅁ : Л͜ނ

 ; ܪ成ْۢݯரͽ発と൪ড় ⅂ : Л͜ނ

ⅆ Ը 

 ; ܪரͽ発ۢނ : ⅃ ரͽ発と൪ড়ނ

 ; ܪரͽ発ۢނ : ⅄ ரͽ発と൪ড়ނ

 ; ܪரͽ発ۢނ : ரͽ発と൪ড় ⅅނ

 ; ܪரͽ発ۢނ : ரͽ発と൪ড় ⅆނ

ℾℽ Ը 
 ; ܪரͽ発ۢނ : ரͽ発と൪ড় ℾℽނ

 ; ܪரͽ発ۢނ : ரͽ発と൪ড় ℾℾނ

ℾℾ Ը 

 ; ܪரͽ発ۢނ : ரͽ発と൪ড় ℾℿނ

 ; ܪரͽ発ۢނ : ⅀ரͽ発と൪ড় ℾނ

 ; ரͽ発のďとめނ : ⅁ரͽ発と൪ড় ℾނ

ℾℿ Ը ߌషķŷテŷňのْࡁ ℾ : পْՊと٥˜のРࢹ ; 

ℾ Ը 
 ; ࢹℿ : ͜ఘܶŁフトのР ْࡁషķŷテŷňのߌ

 ; ܪْۢࡁ͜ : ⅀ ْࡁషķŷテŷňのߌ
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*�+地域н業研究 

�年ேড়̾*ேড়ķース�グローカル൛ķース+にÛいて�ॣʄでۢڞ。 

ȍ内ത

「地域にÛけるн業」をテーマにし、上ਥࣦプロļīクトęりժ定ਘな͑ाを設

定し、ࢄ೧̼にęるレクチャーをܕけながĚ͑ाͦԲ*ْரْࡁ+に取り組đこと

で、ęりۋな発࣑で१究κを߶̱させるためのঀۑ�щ૧�पੇをഺう。 

ӝढਘには、「ނரのͽ発と൪ড়」「ĪīブŞーļのْࡁとŋĺイŷ」「ߌషķŷテ
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方にئלを०していただいた。לܕ後は、ڗלのࡐࢀÜĚئלの内തにЈする

レšートďたはފ論をݎाしていただいた。 

 

*Ħ+「ߣाと上ਥࣦ」 

 ڣ 地域ÛこしҔඋश এَ ద ږ上ਥࣦ：ڗל    

 +年Ͷ外ҔඋशとしてĦフリカのĺŷŗĦでκしたԚ՛*       

 

*イ+「ӎങのೲζと۲会ਘʍя」 

 部؞ৄص会۲ ӎങԚېԾφª� ૈҩ°：ڗל    

新ҩ०エķŒţスト ܧ本 ᘧऔ ڣ 

 

*Ī+「н業̼教育"ר校ࡐのさんにਯえたい ⅀õのこと"」 

 ڣ  े೯ 会۲ŔイĮステラ 代ண取ਉೲ۲ېφ：ڗל    

       φې会۲ŔイĮステラ 代ண取ਉೲ     ܓ੯ ڣ ״މ 

 

*エ+「あなたは、地域をもっと֫きになる�"˝ࣲْりÜĚՓた地域愛とは"」 

 ڣ 本 н೩ٵ +ܘऻ学˝͜学̾教ݏઐ*Ҍੂԧ϶͜˝：ڗל    

       ÜみあďくさフィルムķţッĻūŷ   ٵފ ߹ʤ ڣ 
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*�+地域イŒŝーĻūŷ研究 

３年ேড়̾ேড়ķースにÛいて�ॣʄでۢڞ。 

 

ȍ内ത

ૈ本Ԛصやټ業のե、ߑ内外のイŒŝーĻūŷの事ඟ੧にõいて൛ͦを߶め

ると時に、௰ࡧඋや発࣑උをഺう。 

校内でのלяとЈしたレšートފ�論のْ成をঘ߮とした̾。לяにõい

ては校内の教ڗはもとęり、ķŷŁーĻĦムをড়éてࢠ定した、ऻ学のࡐࢀ方や地

՝Ԛصなúの外部ڗלもκയする。 

 

時期 内容 内容詳細 

４月 
基礎講座 1 【 小論文の書き方１ 】 

基礎講座 2 【 小論文の書き方２ 】 

５月 
小論文課題 1 【 廃棄物と社会的責任１ 】 

小論文課題 2 【 廃棄物と社会的責任２（提出） 】 

６月 

先進出前講座 1 【 食糧問題と上天草 】 

小論文課題 3 【 食糧問題と上天草１ 】 

小論文課題 4 【 食糧問題と上天草２（提出） 】 

７月 

基礎講座 3 【 高校生の就職活動 】 

小論文課題 5 【 高校生の就職活動のルールの是非１ 】 

小論文課題 6 【 高校生の就職活動のルールの是非２ 】 

９月 

基礎講座 4 【 企業の資金調達 】 

先進出前講座 2 【 金融の役割と社会的意義 】 

小論文作成 1 【 私の考えるクラウドファンディング１ 】 

10 月 

小論文作成 2 【 私の考えるクラウドファンディング２ 】 

小論文作成 3 【 私の考えるクラウドファンディング３ 】 

基礎講座 5 【 人口減少と関係人口 】 

先進出前講座 3 【 起業家教育～高校生の皆さんに伝えたい 3 つのこと～ 】 

11 月 
レポート課題 1 【 自己分析１ 】 

レポート課題 2 【 自己分析２ 】 

12 月 
レポート課題 3 【 自己分析３（提出） 】 

基礎講座 3 【 上天草を支えるチカラ 】 

1 月 先進出前講座 4 【 ～映像作りから見た地域愛とは～ 】 

 

Ȏئלࢦݎࠄࢀ

のڗלがグローŔルな視点ÜĚ上ਥࣦをՓõめることができるęう、ഫ�なࡐ
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*３+継続ਘなͲڿ"ࢧ続̸૧なカリキũラム�マőļťŷト" 

本校にÛける、人材育成のルーブリックは、ॣにࡐの成をऀるためのもので

はなく、地域と学校がҔで育成する「地域人材」のӝढਘなۡڳ�૧උをۈして

いる。「上ਥࣦを愛し、支え、をい続ける」という地域人材ࣲは、ऻきなŗļū

ŷとしてڿò続けたい。しÜし、そのӝढਘな૧උは、Բしてேఛਘなものではな

く、時代や地域のニーズにわせて変̱するものだとדえる。したがって、人材育

成のルーブリックや人材育成の方ృも変̱させる必要がある。 

すのが、人材育成のルーブリックをκയしたカリキũラム�マőļťŷトۈにہ

の൪れである。 

 

ȍルーブリックのҒড়言̱֔ 

ルーブリックを校内外でҒഋし、地域人材育成のೀΠなஞにする。 

Ȏ指導ԡ͜のɾ 

Θ部�Θ教̾でルーブリックを՝に指導ԡ͜のɾ。 

ȏܘ業のۢ࢟ 

指導ԡ͜に沿ったܘ業のۢ࢟。上ਥࣦプロļīクトでࡐと地域のҔκ。 

Ȑத̵ 

職員にęる、ܘ業ۢ࢟での܊応えやࡐの変ത 

 ղத̵ۋったڊにęる、ルーブリックணをࠂۋࡐ

外部人材にęる、上ਥࣦプロļīクトでࡐのഫڔ 

ȑՉ 

研究ࠞࠄ委員会で、ࡐが発Шできていないۡڳ�૧උをђ論 

ķŷŁーĻĦムで、ࡐにँりないۡڳ�૧උのࢎいݎし 

ȒルーブリックのՓৎし 

ķŷŁーĻĦムで、ՉをੳďえたルーブリックのՓৎし 

研究ࠞࠄ委員会で、ӝढਘな育成方ృのՉੰ 

 

「上ਥࣦプロļīクトというۢ࢟の߈」と「ૈ�のܘ業というトレーニŷグの߈」、

さĚに「ࡐࠂۋにęるۋղத̵」をルーブリックというРݞでத̵し、「ѯめĚれ

る૧උが発ШできているÜ」「ँりないۡڳ�૧උはないÜ」をその内തを新たなル

ーブリックにൌとしđ事で、ࡼえ間ないカリキũラムͲࢧを指している。 

と「ルーブリックのκയ」がൺඔとなって、地域人材育「ਘな१究の時間ࣣ」

成のカリキũラム�マőļťŷトをךうというדえである。 

ルーブリックを「地域とҔして」、「時代にわせてಃき上げる」という仕組み

をõくり、学校と地域が「Ҕして」「継続ਘに」人材育成に取組めるęうにしたこ

とが、̳ęりの成̀だとדえる。 
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すのが、人材育成のルーブリックをκയしたカリキũラム�マőļťŷトۈにہ

の൪れである。 

 

ȍルーブリックのҒড়言̱֔ 

ルーブリックを校内外でҒഋし、地域人材育成のೀΠなஞにする。 

Ȏ指導ԡ͜のɾ 

Θ部�Θ教̾でルーブリックを՝に指導ԡ͜のɾ。 

ȏܘ業のۢ࢟ 

指導ԡ͜に沿ったܘ業のۢ࢟。上ਥࣦプロļīクトでࡐと地域のҔκ。 

Ȑத̵ 

職員にęる、ܘ業ۢ࢟での܊応えやࡐの変ത 

 ղத̵ۋったڊにęる、ルーブリックணをࠂۋࡐ

外部人材にęる、上ਥࣦプロļīクトでࡐのഫڔ 

ȑՉ 

研究ࠞࠄ委員会で、ࡐが発Шできていないۡڳ�૧උをђ論 

ķŷŁーĻĦムで、ࡐにँりないۡڳ�૧උのࢎいݎし 

ȒルーブリックのՓৎし 

ķŷŁーĻĦムで、ՉをੳďえたルーブリックのՓৎし 

研究ࠞࠄ委員会で、ӝढਘな育成方ృのՉੰ 

 

「上ਥࣦプロļīクトというۢ࢟の߈」と「ૈ�のܘ業というトレーニŷグの߈」、

さĚに「ࡐࠂۋにęるۋղத̵」をルーブリックというРݞでத̵し、「ѯめĚれ

る૧උが発ШできているÜ」「ँりないۡڳ�૧උはないÜ」をその内തを新たなル

ーブリックにൌとしđ事で、ࡼえ間ないカリキũラムͲࢧを指している。 

と「ルーブリックのκയ」がൺඔとなって、地域人材育「ਘな१究の時間ࣣ」

成のカリキũラム�マőļťŷトをךうというדえである。 

ルーブリックを「地域とҔして」、「時代にわせてಃき上げる」という仕組み

をõくり、学校と地域が「Ҕして」「継続ਘに」人材育成に取組めるęうにしたこ

とが、̳ęりの成̀だとדえる。 

25

� 「く」「ෝす」「ணեする」プロļīクトにęるカリキũラム�マőļťŷト  

地域人材としてだけでなく、Łサエティ ⅂℻ℽ に܇ढਘに対応する人材として必要

̸Աな、「くඋ」「ෝすඋ」「ணեするඋ」にõいて、ࢪ教̾で取り組đܘ業Ͳࢧのプ

ロļīクトである。これは、Θܘ業ॣढのͲࢧだけでなく、地域人材育成というஞに

学校ࢪढで取り組đための仕組みをõくるڰみであり、地域人材育成のためのカリキ

ũラム�マőļťŷトである。 

 

*�+「育てたい人材ࣲ」のҒഋ*Ғড়言̱֔+ 

のとÛり、３õの「育てたい人材ࣲ*A地域人材ࣲ+」を人材育成のஞとしݐࢦ

た。しÜし、この内തはজਘで、ęりӝढਘなۡڳ�૧උをۈすことで、人材育成

の方ృもӝढ̱できるとדえた。そこで取り組んだのが、地域人材にѯめĚれるڳ

ۡ�૧උをೀΠな言ളでďとめたルーブリックணのْ成である。 

ルーブリックணの必要ࡅをқくϦéたのは、学校˕˚委員会のђ論がきっÜけで

あった。本校はऒ校と୮べてúうなのÜというෝाÜĚ、ѯめĚれた指ஞは「ఔ؝

ॿ」や「ࠄසۢ」であった。ר校での人材育成を֔るف、校外の方たòとҒഋでき

る指ஞ*AҒড়言֔+がఔ؝ॿやࠄසۢだけではいけないとϦéた。時ÜĚ人

材育成のŗļūŷはҒഋしていたが、ӝढࡅにԱけていたことで、ೀΠな人材育成

の方ృにďで、ђ論をӫり̰げることができていなÜった。 

 

*�+「やれること」をܶめたルーブリックண 

事業ͽݧڑ年ੇにあたるඝො՝年ੇに取り組んだのが、地域人材育成のルーブリ

ックをŠトムĦップでْ成することであった。 

ďë、ķŷŁーĻĦムでӝढਘな「地域人材にѯめĚれる૧උ」をՉੰした。そ

の後、校内で、それĚの૧උ育成にΘ部�Θ教̾で̳ができるÜדえ指導ԡ͜を

ɾ。Θ教̾のԡ͜のいわā「֠ފثଆ」をӝढਘ、πõ、Ļŷプルな言ളでルーブ

リックにďとめた。Ϡ成したルーブリックは、校内外でҒഋされ、Ғড়言֔として、

ೀΠな人材育成のஞとしてκയされている。 

 

*ルーブリックْ成ďでの൪れ+ 

 

 

 

 

 

 

 

එຶの 

人材育成ب؈ 

ӡॺ校ࢪࢥ協ਢव㖛ӼԃӢ 

ಈ業 

զདࡰ人材ໂէప࿊ 

ӡଞ෮ු部Ӣ 

զདࡰ人材ໂէの 

ભಃಱ・能力のཬ出 

ӡײبרーؕחӢ 

२ੱऎでಃಱ・能力の 

育成法・ب؈の検討 

ӡ२部・२ੱऎӢ 

指導計画の立案 

ӡ२部・२ੱऎӢ 

ルーブリックによる 

目標の明確化 

【校内外で共通言語化】 
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�上ਥࣦږೲݨ*Л͑ٚ͜ࡇ�Ё֟Ûもてなし͑�НЯϹ൛౫͑ض�学ಳ͑+ 

�上ਥࣦږ教育委員会 

�上ਥࣦ֯ނږ会 

�上ਥࣦ۲ږ会ڥҔђ会 

�ਥࣦුڏЁ֟Ҕ会 

�あďくさ૪業Ҕ組 

�ਥࣦ҇業Ҕ組 

�上ਥࣦږӔ会 

�ਥࣦケーブルőットųークℵφℶ 

�上ਥࣦږ校会 

�熊本県教育委員会 

�上ਥࣦר੧学校                      fݥ 

 

Ȏ܇なκ 

*Ħ+地域人材育成の܇ढとしてのೲζ 

「地域のチカラで地域人材を育成する」܇ढとして、 

�地域人材ࣲのٚ定 

�学校設定̾にÛけるԡ͜ɾĉの͜ٴÛęĄࡐをৎࡴ指導 

�ルーブリックをЎめたカリキũラム�マőļťŷトĉの͜ٴ 

�教育͑ਈʂ外のκĉの͜ٴ 

�事業のߑ্ࠄңのϹ൛ÛęĄՉ              なú 

 

*イ+地域と学校をõなá֥࣡としてのೲζ 

�地域ÜĚ学校ĉのҔʅൈの֥࣡ 

�学校ÜĚ地域ĉのҔʅൈの֥࣡ 

�地域人材のޮͤ�マッチŷグ                なú 

 

ķŷŁーĻĦムで人材育成ృをђ論するঘで、「やĚなけれāなĚないߑңにࡐ

をీりんでみる。ॣ発ではないЬのイŷŃーŷĻップや¬§±のęうな人材育

成が֢̀ਘ。」というਃ言がなされた。このਃ言をいòࣗくۢךしたのもķŷŁーĻ

Ħムの構成組ߟであった。ږೲݨのഫ�な事業のঘに、ר校ࡐのκする߈面を創

ॴ���年л事業なࡐුڏͽ発プロļīクトやਥࣦتしていただき、Ѫ地Ӕݎ

úにࡐが͜ٴした。ഫ�なプロļīクトの、いわā߹Կݽの߈にඓđことにな

ったࡐは、必要なঀۑをᡚഽにѩܝし、�とʍՓをݐべるęうになるなúの成

をみせた。 
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ℵルーブリックՓৎしのサイクルℶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 上ਥࣦಥඋ̱ķŷŁーĻĦムとķーŋィőーŃー 

*�+上ਥࣦಥඋ̱ķŷŁーĻĦム 

本校には、ః成��年ੇÜĚ学校˕˚Ҕђ会が設ঈされてÛり、地域とҒにある

学校づくりをࠞࠄしてきた。地域の学校に対するڙいはқく、「֥をݎすだけでなく、

。として、ओくのことにҔして取り組んでいただいていた「ߟしてもĚえる組ךۢ

しÜし、ࡐがҔκに̷ٴするفに、ʤ部のࡐがీ͑後やѧૈに、ऻ人のス

ケļũールやڙがഃࢀされた、ԡ͜ਘではない߈たりਘなκとなり、ࡐが

ե߈にくための֚ড়܊ॼさえďďなĚないという͑ाをాえていた。ďた、学校

˕˚Ҕђ会は、学校κをฺᓀしてՓていただくことがओく、人材育成のӝढਘな

方ృ論にはੳみめていなÜった。 

これĚの͑ाをͦԲするために、新たに上ਥࣦಥඋ̱ķŷŁーĻĦムを組ߟし、

地域人材を地域とҔして育成するための仕組みづくりに取り組んだ。これは、ࢪ

部のࡐがܘ業のʤϴとして、ࡐࠂۋのʍڙをഃࢀさせるκを、予算ਘな൞

けをୄってۢڞすることができるęうにしたいという、学校˕˚Ҕђ会の࣑いをԋ

にしたものである。 

 

ȍ構成組ߟ 

ķŷŁーĻĦムを組ߟするにあたり、本事業にڳするというЁ点だけでなく、取

組の継続ࡅをד൴する必要ࡅÜĚ、学校˕˚Ҕђ会の委員とԽする方をओくଅঈ

している。時に、ਥࣦ地域にはऻ学がないことÜĚ、県内でओओഫな学部やő

ットųークをഋしているਗ਼Ͷऻ学に̷ٴしていただいた。 

�ਗ਼Ͷऻ学熊本キャŷŕス 

ルーブリックによる 

目標の明確化 

【校内外の共通言語】 

指導計画の立案 

授業の実践 

協働活動の実施 

ルーブリック基準で・・・ 

職員が 授業で評価 

生徒が 自己評価 

外部人材が 協働活動で評価 

育成不足の能力 

足りない能力 の洗い出し 

ルーブリックの見直し 

育成方法の検討 

དࡰఔ֭ࡱถ 
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དࡰఔ֭ࡱถ 
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でも継続しているグループもある。 

 

*�+地域人材åとר校に取りđ 

ঘ学校のκでも、地域人材とのҔκが݃視されてÛり、ঘ学ࡐも外部人材

とのԜがりをたくさんڿっている。そのঘには、Θ校ӔのキーŕーŁŷとなる人材

や本校とのԜがりがない人材もओくいる。ࡐのκをড়éて、それĚの人材とԜ

がることで、ר校のκにもֳがりができている。 

 

*３+ঘ学ר�校の֚൪にęる֢࣠̀߄ 

ঘ学ࡐとר校ࡐがҒড়の͑ाに取り組んでいるので、エキスŕートࡐと称

して、ר校ࡐをΘঘ学校にし、ঘ学ࡐにĦōŔイスをするЯ会をْっている。

ऒ人に教えるというךʑは、ר校ࡐにऻきな成をもたĚしている。 

ďた、ঘ学ࡐのͽ発したނரを、本校のୖۢܪ「上ਥࣦŔĺール」でڰ՛ୖ

するκもךっている。上ਥࣦŔĺールは、ʤのい௮Ѡがओく、ঘ学校の̱

 。ってκすることになるڿなúとはʛったӇϦをػ

 

� そのऒ 

*�+ʔ܊ॼのΠడと܊続きのϺజ̱ 

本校の֚ড়事ߌはߋに՟しい。さĚに、上ਥࣦږは、ֳいୗʇにЛ業や֠Ғڞ

設が点كしている。校外のκにࡐが̷ٴするفのőックとなっていたのが、「い

Üに、そのݨ߈ďでज़りগくÜ。」であったと言える。 

本事業では、ࡐをフィールōųーク੧に࣭りݎすことを݃視していることÜĚ、

めた。ďた、外部ࠄ続きのϺజ̱を܊、が校外でκするための予算のΠడとࡐ

人材をĶストティーチャーとして、ޓく܊続きもഫېを整備することでϺॣにךえ

るęうにした。 

 

 業教育ނ研究とۢ۲会とをԜáࡐ+�*

本校の१究κをŋĺイŷするとき、ԱÜすことができなÜったのがԚصਘな視

点である。地域͑ाをͦԲするف、യを必要としないͦԲٚはދない。そのയ

をŠラŷティĦや֠ਘなڳӎにൈるͦԲٚは、せっÜくの地域͑ाͦԲが続きし

ない。͑ाͦԲをڿ続̸૧なものにするには、Ԛصਘなۋが必要である。ďた、

研究ЯЈ੧で研究をךうとしても、そこに予算のΠడはõきďとうはëである。 

१究κを学のୗʇにܝめるのではなく、ۢ۲会とのࡴ点としてԚصਘな視点

を取りれることが必要だとדえた。この点で、本校の取組に必要̸Աであった

のがނ業教育である。本校のęうに、ேড়̾にÛいてもނ業̾を൘ܢすることは、

 。したߨとۢ۲会をԜá、қඋな後̕しになるとΠ߈校という学のר

29

ȏŒĪハĪの継ޑ

する。学ޑのড়り、ķŷŁーĻĦムでઌたŒĪハĪは、学校˕˚Ҕђ会で継ݐࢦ

校˕˚Ҕђ会では、このŒĪハĪをκÜし、学校のカリキũラム�マőļťŷトに

えている。「地域のチカラで、地域人材を育てる」דしていただきたいと͜ٴҷਘにࡩ

ために、ӝढਘなਃ言とҔしたۢ࢟をЬनしている。 

 

*�+ķーŋィőーŃー 

本校では、本事業で設定されている「カリキũラムͽ発੧ࢄ೧̼」と「地域学ܪ

時、地域ÛこしҔඋڑ支援員」をʤ人௮に०っていただいている。事業ͽڞۢ

शとして上ਥࣦږでκしていた、՝ਲ ഋеڣである。եكは地域ÛこしҔඋशを

ई業され、上ਥࣦږで՝ਲ૪業ℵφℶ代ண取ਉೲとしてもκされている。 

՝ਲڣのκにõいてďとめると、ہのことがҁげĚれる。 

 ȍܳ�ૈਈੇҼಳで職員ࡐ�ÜĚ「՝ਲࡐࢀ」とծāれるऌك 

 Ȏ१究κにÛけるťŷŃーਘೲζ 

 ȏ外部とのŕイプをڿò、ഫ�な人ಮで外部人材を発ӫ 

એにȍでݐべたęうに、՝ਲڣはࡐÜĚ「՝ਲࡐࢀ」とࠀしみをめてծāれ、

学校の内ࣺでκしていただいた。՝ਲڣのऌكは、ďさに「ÜėいとこĞに܊が

છく」ものであり、学校のۢߌと外部の事ߌを૮ɦした上で、教育κに͜ٴして

いただけた。外部の視点をڿった人材が、学校の内ࣺでκすることが、úれČú

֢̀ਘであるÜঀることができた。本校の取組がここďでࠄࢦできたのは、՝ਲڣ

のࠎඋにęるものがऻきいことに間ʛいはない。 

しÜし、՝ਲڣにʅऌした取組に終わってしďっては、ڿ続̸૧な取組とは言え

ない。今後は՝ਲڣのೲζを௧の人材に०ってもĚえるęう、௧の人材が時間

ѹにęってκできる仕組みをയʍしている。 

 

� 上ਥࣦږにÛけるފঘרʤЃのн業̼教育 

上ਥࣦږでは、「н業̼教育をκയした地域の०い܊育成事業」としてފঘ学校でʤ

Ѓしたн業̼教育をۢڞしている。この上ਥࣦږのн業̼教育は、本校の取組とし

てÛり、ঘ学ࡐも「ࣣਘな१究の時間」でŗļőスプラŷのْ成をךっている。上ਥ

 。がЬनできる֢̀߄のн業̼教育と本校の取組の࣠ږࣦ

 

*�+「ŗļőスプラŷのْ成」で継続ਘな研究が̸૧ 

教育͑ਈをఘ成する上で、ࣣਘな१究の時間にζく時間はժĚれている。しÜ

し、ঘ学校とר校で「ŗļőスプラŷのْ成」というҒড়テーマを設定することに

ęり、ࡐの研究を継続�߶̱させることができる。時に、上ਥࣦږがࠄめるн

業̼教育の߶̱にもõながる֢࣠̀߄がЬनできる。ۢف、ঘ学校での研究をר校
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 ൽܶڳ ޫ�़
� ҡʡ͑ਈண 

普通
教科 科　　目 標準単位 文⣔ 理⣔

30 31 30 30 31 31 82,84,86 92 92

3,5,7

＊上天草プロジェクトⅠ 1 1 1 1 1 1

＊上天草プロジェクトⅡ 1 1 1 1 1 1 1

＊上天草プロジェクトⅢ 1 1 1 1 1 1 1

＊ 地 ᇦ ㉳ 業 研 究 1 1 1 1 1 1 1

＊地ᇦ࣋ࣀーション研究 1 1 1

特別活動 ホ ー ム ル ー ム 活 動 1 1 1 1 1 1 1 1 3 3 3

32 33 33 33 32 33 33 97 99 99
＊は学校設定科目

※

※

※ ２学年理⣔コースの数学Ⅲの学⩦は数学Ⅱの⠊ᅖの学⩦を⤊したᚋ࠺⾜。

※

0,2

上
天
学

合　　　　計 33

0,2

専　門　教　科　計 3,5 0,2

福祉 コミュニケーション技術 2～4 ●2

0,2

家庭
子どもの発達と保育 2～6 ●2 0,2

生 活 と 福 祉 2～6 ★2

プ ロ グ ラ ミ ン グ 2～6 ●2

★2ビ ジ ネ ス 情 報 2～6 0,2

★2

3

0,2

2

各 学 科 共 通 教 科 計 25,27 27,29

商
業

ビ ジ ネ ス 基 礎 2～� 3

2 2

広 告 と 販 売 促 進 2～4

英 語 表 現 Ⅰ 2 ●2 2 1

情報 社 会 と 情 報 2 2 2

家庭 家 庭 基 礎 2 2 2 2 2 2

4

4 4 4

2 2 0,2 4 3

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅲ 4 5 45 4 4

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅱ 4 4 4 4

3 3 3

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅰ 3 3 3 3 33

書 道 Ⅲ 2

外
国
語

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英語 基礎 2 3 3

2 0,2

2 0,2

書 道 Ⅱ 2 2

0,2 0,2

0,2

美 術 Ⅲ 2 2

0,2

0,2

美 術 Ⅰ 2 2 2

2 0,2

0,2 0,2 0,2

0,2

音 楽 Ⅱ 2 2

0,2 0,2

0,2

芸
術

音 楽 Ⅰ 2 2 2

1 1

音 楽 Ⅲ 2

美 術 Ⅱ 2 2

書 道 Ⅰ 2 2

2 2 8 7 7

体育 保 健 2 � � 2 2 21

保健 体 育 �～� � � � 2 2 2

3 2 2

生 物 � 0,54 5 4

生 物 基 礎 2 3 2 2

2 3 3

 学 � 52 3

2 2

0,5

 学 基 礎 2 2 �

5物 理 �
理
科

科 学 と 人 間 生 活 2

物 理 基 礎

2 2 2

3 3 2 22

2

数 学 Ｂ 2 4 2

数 学 Ａ 2 2 2

3

3 8 7

2 2

3

数 学 Ⅲ � 761

3 3

数
学

数 学 Ⅰ � � � 3 3

数 学 Ⅱ � 4 4 3 4

0,2倫 理 2 ●2

2 3 3

2 2 2

0,4 0,4

公
民

現 代 社 会 2 2 2

4 4

ᨻ  ࣭ 経 済

2 0,3 0,3

地 理 Ｂ �

地 理 Ａ 2 2 3 3

0,3

日 本 史 Ｂ � 4 4

3 3 3 0,3日 本 史 Ａ 2 3

0,4 0,4

0,4 0,4

2 3 3

3 3 5 6 5

地
理
歴
史

世 界 史 Ａ 2

国
語

世 界 史 Ｂ �

2 3 3

4 4

ྂ  Ｂ � 2 3 2 3

2 2 3

0,2

現 代 文 Ｂ � 2 5 43 2 5

特進 普通 特進

5 5

国 語 表 現 3 ★2

5国 語 総 合 � � �

１年次、㸲᭶から㸷᭶ࡲで「コミュニケーション英語基礎」を、１㸮᭶から３᭶ࡲで「コミュニケーション英語Ⅰ」をᒚಟする。

総合的な探究の時間は、学校設定科目「上天草プロジェクトⅠ」、「上天草プロジェクトⅡ」、「上天草プロジェクトⅢ」で代替する。

普通クラス２年次の●2、３年次の★2からそれぞれ１科目ずつを選択
ただし、普通クラス２年次の「英語表現Ⅰ」、「子どもの発達と保育」と３年次の「生活と福祉」は、普通科および情報会計科の２学科の生徒の選
択科目とし、普通クラス２年次の「プログラミング」と３年次の「ビジネス情報」は、普通科および福祉科の２学科の生徒の選択科目とする。

学　　　　　科 普　　　通　　　科

入　学　年　度 平 成 ３１ 年 度 入 学

普通 特進 特進

文⣔ 理⣔ 文⣔ 理⣔

令和３年度現在学年○印 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 計
㢮ᆺ㸦コース㸧 普通

31

６ 取組の継続 

本校では、本事業を「Ｋ＃Ａｍａｘ：ケイエイマックス」という愛称で取り組んでき

た。本事業は３年間の指定を終えるが、取組は継続していく。熊本県教育委員会も、「ク

リエイトハイスクール」という、新たな指定事業を整備し、予算面でも支援していただ

く事になっている。 

教職員が、人材育成のプログラムを綿密に創り上げ、それに沿って教職員が教え、

導くというやり方だけでは、新しい時代に対応する人材を育成できない。学校内だけで

なく、外部の視点で、外部のチカラを借りて、新しい時代に対応できる地域人材を育成

する必要がある。地域や時代のニーズに対応できる「変わることのできる仕組みづく

り」こそが肝要だと言うのが、３年間の研究の結論である。 

「変わってはいけないものを守るため、変えるべきものを変え、変わり続ける仕組

みの構築」という新たなキャッチフレーズを設定し、「K＃Aｍａｘ サスティナブル」

という愛称で、今後もこの取組を発展させていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変わってはいけないものを守るため、 

変えるべきものを変え、 

変わり続ける仕組みの構築 

「Ｋ#Aｍａｘ～sustainable～」として継続 

30
30 31



 ൽܶڳ ޫ�़
� ҡʡ͑ਈண 

普通
教科 科　　目 標準単位 文⣔ 理⣔

30 31 30 30 31 31 82,84,86 92 92

3,5,7

＊上天草プロジェクトⅠ 1 1 1 1 1 1

＊上天草プロジェクトⅡ 1 1 1 1 1 1 1

＊上天草プロジェクトⅢ 1 1 1 1 1 1 1

＊ 地 ᇦ ㉳ 業 研 究 1 1 1 1 1 1 1

＊地ᇦ࣋ࣀーション研究 1 1 1

特別活動 ホ ー ム ル ー ム 活 動 1 1 1 1 1 1 1 1 3 3 3

32 33 33 33 32 33 33 97 99 99
＊は学校設定科目

※

※

※ ２学年理⣔コースの数学Ⅲの学⩦は数学Ⅱの⠊ᅖの学⩦を⤊したᚋ࠺⾜。

※

0,2

上
天
学

合　　　　計 33

0,2

専　門　教　科　計 3,5 0,2

福祉 コミュニケーション技術 2～4 ●2

0,2

家庭
子どもの発達と保育 2～6 ●2 0,2

生 活 と 福 祉 2～6 ★2

プ ロ グ ラ ミ ン グ 2～6 ●2

★2ビ ジ ネ ス 情 報 2～6 0,2

★2

3

0,2

2

各 学 科 共 通 教 科 計 25,27 27,29

商
業

ビ ジ ネ ス 基 礎 2～� 3

2 2

広 告 と 販 売 促 進 2～4

英 語 表 現 Ⅰ 2 ●2 2 1

情報 社 会 と 情 報 2 2 2

家庭 家 庭 基 礎 2 2 2 2 2 2

4

4 4 4

2 2 0,2 4 3

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅲ 4 5 45 4 4

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅱ 4 4 4 4

3 3 3

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅰ 3 3 3 3 33

書 道 Ⅲ 2

外
国
語

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英語 基礎 2 3 3

2 0,2

2 0,2

書 道 Ⅱ 2 2

0,2 0,2

0,2

美 術 Ⅲ 2 2

0,2

0,2

美 術 Ⅰ 2 2 2

2 0,2

0,2 0,2 0,2

0,2

音 楽 Ⅱ 2 2

0,2 0,2

0,2

芸
術

音 楽 Ⅰ 2 2 2

1 1

音 楽 Ⅲ 2

美 術 Ⅱ 2 2

書 道 Ⅰ 2 2

2 2 8 7 7

体育 保 健 2 � � 2 2 21

保健 体 育 �～� � � � 2 2 2

3 2 2

生 物 � 0,54 5 4

生 物 基 礎 2 3 2 2

2 3 3

 学 � 52 3

2 2

0,5

 学 基 礎 2 2 �

5物 理 �
理
科

科 学 と 人 間 生 活 2

物 理 基 礎

2 2 2

3 3 2 22

2

数 学 Ｂ 2 4 2

数 学 Ａ 2 2 2

3

3 8 7

2 2

3

数 学 Ⅲ � 761

3 3

数
学

数 学 Ⅰ � � � 3 3

数 学 Ⅱ � 4 4 3 4

0,2倫 理 2 ●2

2 3 3

2 2 2

0,4 0,4

公
民

現 代 社 会 2 2 2

4 4

ᨻ  ࣭ 経 済

2 0,3 0,3

地 理 Ｂ �

地 理 Ａ 2 2 3 3

0,3

日 本 史 Ｂ � 4 4

3 3 3 0,3日 本 史 Ａ 2 3

0,4 0,4

0,4 0,4

2 3 3

3 3 5 6 5

地
理
歴
史

世 界 史 Ａ 2

国
語

世 界 史 Ｂ �

2 3 3

4 4

ྂ  Ｂ � 2 3 2 3

2 2 3

0,2

現 代 文 Ｂ � 2 5 43 2 5

特進 普通 特進

5 5

国 語 表 現 3 ★2

5国 語 総 合 � � �

１年次、㸲᭶から㸷᭶ࡲで「コミュニケーション英語基礎」を、１㸮᭶から３᭶ࡲで「コミュニケーション英語Ⅰ」をᒚಟする。

総合的な探究の時間は、学校設定科目「上天草プロジェクトⅠ」、「上天草プロジェクトⅡ」、「上天草プロジェクトⅢ」で代替する。

普通クラス２年次の●2、３年次の★2からそれぞれ１科目ずつを選択
ただし、普通クラス２年次の「英語表現Ⅰ」、「子どもの発達と保育」と３年次の「生活と福祉」は、普通科および情報会計科の２学科の生徒の選
択科目とし、普通クラス２年次の「プログラミング」と３年次の「ビジネス情報」は、普通科および福祉科の２学科の生徒の選択科目とする。

学　　　　　科 普　　　通　　　科

入　学　年　度 平 成 ３１ 年 度 入 学

普通 特進 特進

文⣔ 理⣔ 文⣔ 理⣔

令和３年度現在学年○印 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 計
㢮ᆺ㸦コース㸧 普通

31

６ 取組の継続 

本校では、本事業を「Ｋ＃Ａｍａｘ：ケイエイマックス」という愛称で取り組んでき

た。本事業は３年間の指定を終えるが、取組は継続していく。熊本県教育委員会も、「ク

リエイトハイスクール」という、新たな指定事業を整備し、予算面でも支援していただ

く事になっている。 

教職員が、人材育成のプログラムを綿密に創り上げ、それに沿って教職員が教え、

導くというやり方だけでは、新しい時代に対応する人材を育成できない。学校内だけで

なく、外部の視点で、外部のチカラを借りて、新しい時代に対応できる地域人材を育成

する必要がある。地域や時代のニーズに対応できる「変わることのできる仕組みづく

り」こそが肝要だと言うのが、３年間の研究の結論である。 

「変わってはいけないものを守るため、変えるべきものを変え、変わり続ける仕組

みの構築」という新たなキャッチフレーズを設定し、「K＃Aｍａｘ サスティナブル」

という愛称で、今後もこの取組を発展させていく。 
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変わり続ける仕組みの構築 

「Ｋ#Aｍａｘ～sustainable～」として継続 
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ㆤ福祉 地ᇦ福祉

教科 科　　目 標準単位

＊上天草プロジェクトⅠ 1 1 1 1

＊上天草プロジェクトⅡ 1 1 1 1 1

＊上天草プロジェクトⅢ 1 1 1 1 1

＊は学校設定科目
※
※
※

※

33 (1) 33 99(5)合　　　　計 33 (2) 33 (2) 33 99(2)

46(5) 35,37,39(2)

上
天
学

特別活動 ホ ー ム ル ー ム 活 動 1 1 1 1 1 3 3

専　門　教　科　計 13 (2) 14 (2) 10,12 19 (1) 12,14

福 祉 情 報 活 ⏝ 2～� 2 2 2 2 4

(2) 4 (1) 8(5) 2(2)

とからだの理ゎࢁࡇࡇ 2～�2 � 2 3 8 3

 ㆤ 総 合 ₇ ⩦ 2～� � � � �

 ㆤ 㐣 ⛬ 2～� 2 2

3 4

0,2

生 活 ᨭ  技 術 2～�2 � � 4 10 3

2

 ㆤ 福 祉 基 礎 2～� 2 3 5 2

福
祉

社 会 福 祉 基 礎 2～� 2 2 4

コミュニケーション技術 2～4 ●2 2 2

4

 ㆤ 実 ⩦ 2～�� 2 �2� 2

0,2

プ ロ グ ラ ミ ン グ 2～6 ●2 0,2

4

ᾘ　　㈝　　生　　活 2～� 2 2

商
業

広 告 と 販 売 促 進 2～4 ★2 0,2

ビ ジ ネ ス 情 報 2～6 ★2

4

生 活 と 福 祉 2～� 5 5家
庭

子 ど も の 発 達 と 保 育 2～� 4

ࣇ ー ࢻ ࢹ ࢨ  ン 2～�� 4

0 0

各 学 科 共 通 教 科 計 18 17 19,21 12 17,19 47 54,56,58

情報 社 会 と 情 報 2

4 2 2 2

2 2

4 4

0,2

外
国
語

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 基 礎 2 3 3 3

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅰ 3 2 2 2 2

家庭 家 庭 総 合

4 4

英 語 表 現 Ⅰ 2

0,2

美 術 Ⅰ 2 2 0,2 0,2

4

芸
術

音 楽 Ⅰ 2 2 0,2

書 道 Ⅰ 2 2 0,2

2 2 8 8

体育 保 健 2 � � �

保健 体 育 �～� � � �

2 2

理
科

科 学 と 人 間 生 活 2 2 2 2 2

生 物 基 礎 2 2 2 2 2

数
学

数 学 Ａ 2

4

数 学 Ⅰ � 2 2 2 4

2 2

2

倫 理 2 ●2 0,2

4

数 学 Ⅱ � 4

公
民

現 代 社 会 2 2 2

4 5

2 2

歴史 日 本 史 Ａ 2

地理 世 界 史 Ａ 2 2 2

2 2 2 2

4 4

国 語 表 現 3 ★2 0,2

4 3 1 1

現 代 文 Ｂ � 2 2 2 3

各学科共通教科「情報」科目「社会と情報」は、専門教科「福祉」科目「福祉情報活⏝」代替
㸦　　㸧ෆは、時間外ㆤ実⩦
地ᇦ福祉㢮ᆺ２年次の●2、３年次の★2からそれぞれ１科目ずつを選択
ただし、地ᇦ福祉㢮ᆺ２年次の「プログラミング」と３年次の「ビジネス情報」は、普通科および福
祉科の２学科の生徒の選択科目とする。
総合的な探究の時間は、学校設定科目「上天草プロジェクトⅠ」、「上天草プロジェクトⅡ」「上天
草プロジェクトⅢ」で代替する。

学　　　　　科 福　　　祉　　　科

入　学　年　度 平 成 ３１ 年 度 入 学

令和３年度現在学年○印 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 計

㢮ᆺ㸦コース㸧  ㆤ福祉 地ᇦ福祉 ㆤ福祉 地ᇦ福祉

国
語

国 語 総 合
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計

教科 科　　目 標準単位

＊上天草プロジェクトⅠ 1 1 1

＊上天草プロジェクトⅡ 1 1 1

＊上天草プロジェクトⅢ 1 1 1

＊は学校設定科目

※ 各学科共通教科「情報」科目「社会と情報」は、専門教科「商業」科目「情報処理」で代替

※

※

合　　　　計 33 33 33 99

上
天
学

特別活動 ホームルーム活動 1 1 1 3

福祉 コミュニケーション技術 2～4 ●2 0,2

専　門　教　科　計 11 12,14 12,14 35,37,39

4

原 価 計 算 2～4 3 3

プ ロ グ ラ ミ ン グ 2～6 4 0,4

ビ ジ ネ ス 情 報 2～6 5 5

5

経 済 活 動 と 法 2～4

財 務 会 計 Ⅱ 2～4 4 0,4

財 務 会 計 Ⅰ 2～4 4 4

4

広 告 と 販 売 促 進 2～4 ★2 0,2

2

課 題 研 究 2～6 4 4

商
業

ビ ジ ネ ス 基 礎 2～4 2

総 合 実 践 2～4 4

簿 記 2～6 5

情 報 処 理 2～6 4

0,2

生 活 と 福 祉 2～6 ★2 0,2

各 学 科 共 通 教 科 計 20 17,19 17,19 54,56,58

家庭
子どもの発達と保育 2～6 ●2

3

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅰ

4

英 語 表 現 Ⅰ 2 ●2 0,2

3 3 3

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅱ 4 4

2

情報 社 会 と 情 報 2 0

家庭 家 庭 基 礎 2 2

0,2

美 術 Ⅰ 2 2 0,2
芸
術

音 楽 Ⅰ 2 2

書 道 Ⅰ 2 2 0,2

外
国
語

ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ英語基礎 2 3

保健 体 育 7～8 3 3 2 8

体育 保 健 2 1 1 2

理
科

科 学 と 人 間 生 活 2 2 2

生 物 基 礎 2 2 2

3

数 学 Ⅱ 4 4 4
数
学

数 学 Ⅰ 3 3

数 学 Ａ 2 3 3

2

倫 理 2 ●2 0,2

公
民

現 代 社 会 2 2

歴史 日 本 史 Ａ 2 2 2

地理 世 界 史 Ａ 2 2

6

4

国 語 表 現 3 ★2 0,2

2

２年次の●2、３年次の★2からそれぞれ１科目ずつを選択
ただし、２年次の「英語表現Ⅰ」、「子どもの発達と保育」と３年次の「生活と福祉」は、普通
科および情報会計科の２学科の生徒の選択科目とする。

総合的な探究の時間は、学校設定科目「上天草プロジェクトⅠ」、「上天草プロジェクトⅡ」
「上天草プロジェクトⅢ」で代替する。

学　　　　　科 情　　報　　会　　計　　科

入　学　年　度 平 成 ３１年 度 入 学

令和３年度現在学年○印 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

国
語

国 語 総 合 4 4

現 代 文 Ｂ 4 3 3

32
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ㆤ福祉 地ᇦ福祉

教科 科　　目 標準単位

＊上天草プロジェクトⅠ 1 1 1 1

＊上天草プロジェクトⅡ 1 1 1 1 1

＊上天草プロジェクトⅢ 1 1 1 1 1

＊は学校設定科目
※
※
※

※

33 (1) 33 99(5)合　　　　計 33 (2) 33 (2) 33 99(2)

46(5) 35,37,39(2)

上
天
学

特別活動 ホ ー ム ル ー ム 活 動 1 1 1 1 1 3 3

専　門　教　科　計 13 (2) 14 (2) 10,12 19 (1) 12,14

福 祉 情 報 活 ⏝ 2～� 2 2 2 2 4

(2) 4 (1) 8(5) 2(2)

とからだの理ゎࢁࡇࡇ 2～�2 � 2 3 8 3

 ㆤ 総 合 ₇ ⩦ 2～� � � � �

 ㆤ 㐣 ⛬ 2～� 2 2

3 4

0,2

生 活 ᨭ  技 術 2～�2 � � 4 10 3

2

 ㆤ 福 祉 基 礎 2～� 2 3 5 2

福
祉

社 会 福 祉 基 礎 2～� 2 2 4

コミュニケーション技術 2～4 ●2 2 2

4

 ㆤ 実 ⩦ 2～�� 2 �2� 2

0,2

プ ロ グ ラ ミ ン グ 2～6 ●2 0,2

4

ᾘ　　㈝　　生　　活 2～� 2 2

商
業

広 告 と 販 売 促 進 2～4 ★2 0,2

ビ ジ ネ ス 情 報 2～6 ★2

4

生 活 と 福 祉 2～� 5 5家
庭

子 ど も の 発 達 と 保 育 2～� 4

ࣇ ー ࢻ ࢹ ࢨ  ン 2～�� 4

0 0

各 学 科 共 通 教 科 計 18 17 19,21 12 17,19 47 54,56,58

情報 社 会 と 情 報 2

4 2 2 2

2 2

4 4

0,2

外
国
語

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 基 礎 2 3 3 3

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅰ 3 2 2 2 2

家庭 家 庭 総 合

4 4

英 語 表 現 Ⅰ 2

0,2

美 術 Ⅰ 2 2 0,2 0,2

4

芸
術

音 楽 Ⅰ 2 2 0,2

書 道 Ⅰ 2 2 0,2

2 2 8 8

体育 保 健 2 � � �

保健 体 育 �～� � � �

2 2

理
科

科 学 と 人 間 生 活 2 2 2 2 2

生 物 基 礎 2 2 2 2 2

数
学

数 学 Ａ 2

4

数 学 Ⅰ � 2 2 2 4

2 2

2

倫 理 2 ●2 0,2

4

数 学 Ⅱ � 4

公
民

現 代 社 会 2 2 2

4 5

2 2

歴史 日 本 史 Ａ 2

地理 世 界 史 Ａ 2 2 2

2 2 2 2

4 4

国 語 表 現 3 ★2 0,2

4 3 1 1

現 代 文 Ｂ � 2 2 2 3

各学科共通教科「情報」科目「社会と情報」は、専門教科「福祉」科目「福祉情報活⏝」代替
㸦　　㸧ෆは、時間外ㆤ実⩦
地ᇦ福祉㢮ᆺ２年次の●2、３年次の★2からそれぞれ１科目ずつを選択
ただし、地ᇦ福祉㢮ᆺ２年次の「プログラミング」と３年次の「ビジネス情報」は、普通科および福
祉科の２学科の生徒の選択科目とする。
総合的な探究の時間は、学校設定科目「上天草プロジェクトⅠ」、「上天草プロジェクトⅡ」「上天
草プロジェクトⅢ」で代替する。

学　　　　　科 福　　　祉　　　科

入　学　年　度 平 成 ３１ 年 度 入 学

令和３年度現在学年○印 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 計

㢮ᆺ㸦コース㸧  ㆤ福祉 地ᇦ福祉 ㆤ福祉 地ᇦ福祉

国
語

国 語 総 合
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計

教科 科　　目 標準単位

＊上天草プロジェクトⅠ 1 1 1

＊上天草プロジェクトⅡ 1 1 1

＊上天草プロジェクトⅢ 1 1 1

＊は学校設定科目

※ 各学科共通教科「情報」科目「社会と情報」は、専門教科「商業」科目「情報処理」で代替

※

※

合　　　　計 33 33 33 99

上
天
学

特別活動 ホームルーム活動 1 1 1 3

福祉 コミュニケーション技術 2～4 ●2 0,2

専　門　教　科　計 11 12,14 12,14 35,37,39

4

原 価 計 算 2～4 3 3

プ ロ グ ラ ミ ン グ 2～6 4 0,4

ビ ジ ネ ス 情 報 2～6 5 5

5

経 済 活 動 と 法 2～4

財 務 会 計 Ⅱ 2～4 4 0,4

財 務 会 計 Ⅰ 2～4 4 4

4

広 告 と 販 売 促 進 2～4 ★2 0,2

2

課 題 研 究 2～6 4 4

商
業

ビ ジ ネ ス 基 礎 2～4 2

総 合 実 践 2～4 4

簿 記 2～6 5

情 報 処 理 2～6 4

0,2

生 活 と 福 祉 2～6 ★2 0,2

各 学 科 共 通 教 科 計 20 17,19 17,19 54,56,58

家庭
子どもの発達と保育 2～6 ●2

3

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅰ

4

英 語 表 現 Ⅰ 2 ●2 0,2

3 3 3

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅱ 4 4

2

情報 社 会 と 情 報 2 0

家庭 家 庭 基 礎 2 2

0,2

美 術 Ⅰ 2 2 0,2
芸
術

音 楽 Ⅰ 2 2

書 道 Ⅰ 2 2 0,2

外
国
語

ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ英語基礎 2 3

保健 体 育 7～8 3 3 2 8

体育 保 健 2 1 1 2

理
科

科 学 と 人 間 生 活 2 2 2

生 物 基 礎 2 2 2

3

数 学 Ⅱ 4 4 4
数
学

数 学 Ⅰ 3 3

数 学 Ａ 2 3 3

2

倫 理 2 ●2 0,2

公
民

現 代 社 会 2 2

歴史 日 本 史 Ａ 2 2 2

地理 世 界 史 Ａ 2 2

6

4

国 語 表 現 3 ★2 0,2

2

２年次の●2、３年次の★2からそれぞれ１科目ずつを選択
ただし、２年次の「英語表現Ⅰ」、「子どもの発達と保育」と３年次の「生活と福祉」は、普通
科および情報会計科の２学科の生徒の選択科目とする。

総合的な探究の時間は、学校設定科目「上天草プロジェクトⅠ」、「上天草プロジェクトⅡ」
「上天草プロジェクトⅢ」で代替する。

学　　　　　科 情　　報　　会　　計　　科

入　学　年　度 平 成 ３１年 度 入 学

令和３年度現在学年○印 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

国
語

国 語 総 合 4 4

現 代 文 Ｂ 4 3 3
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感じている。 

 

（松ி委員）この３年間取組で感じたのは、ேড়̾の生徒たòも、ॣݡにேড়̾で学ぶ

ことだけでなく、ނҴ̾を۔にۢ࢟ਘに学べたことはʍяがあった。߱ 

л者の߈で取لするفも、ނҴ高校を取لしているのではとٜさせられ

るほど、ঁʠ課題ͦԲをとおして、ঁʠ人لをʡ成するため、ഫ々なアプロ

ーチでۢ࢟ਘな学びがਃҍされていた。これは、（ҡߠ員やঁʠの方たòの）

だと思う。ひとつ安߮したのが、̾ަの指定が終わっても、クリڴのݞ

ĬĨトœĨスクールとして取組を継続できることをТしく思う。 

 

（ँ委員） 

 

 

 

３．パネルディスカッション「ঁʠとの協を継続させるために」 

 。ڟ行を田中委員にお願いしてディスカッション。以̰はîのവࠄ

 

（田中委員）パネルディスカッションでは、⅀ 年間の振りచりと、今後を見࠲えたෝを

したい。先生たòが持続̸૧にならなければ、このカリıũラムは成りた

ないので、研究主任にとって「やって良かったこと」と「しんどかったこと」

をいてみたい。 

 

（研究主任）生徒が面ଜい発表をするなど、成長してると感じている時がֲせだった。

െなかったݎとの֚൪੧がلかったのは、コロナ禍でഛ定していたঁʠ人ࠃ

ことが残だった。 

 

（田中委員）先生方の取り組みは、生徒にਯわると思う。生徒の成長を感じるというの

は、生徒を見ている先生のが୶えてきているҀである。「やらされてい

る感」があると、̳をやっても同じように見えてԔは変わらない。ۋ௰ۋ

身が「学んだ」「変わった」と思ったݔ間に、今まで見えていたԔߡが全く

変わって見えるというに感じた。 

上天草高校の先生方は、入れबわったとしても、îれでも先生同ڐのネッ

トワークとঁʠとのネットワークが、繋がっていくことが大ڸだとדえる。 

この൪れを上天草市のঁ方ࣅ生にѨさせたい。ݧからঁʠ人لのʡ成

には、上天草市のঁʠ課題のͦԲがなくてはならないものだとだと思ってい

た。⅃年前から౻ׄ市長とঁ方ࣅ生の़一期をڑめたが、時౻ׄ市長と֔

りったのߑңがの前にある。時を振りచって、౻ׄ市長から上天草

高校の生徒がどう見えていたのか、îの時の期नなどҡえてほしい。 

 

（౻ׄ委員）上天草高校が市内でഁ一の高校であることや、入学生徒のբދという問題

にৎ面していたこともあり、上天草高校のあり方や取り組みが、上天草市の

ঁ方ࣅ生にとっても大ڸだと、時ෝしていた。上天草高校生にも、ঁ方ࣅ

生をЎめたいろいろなことに参画してഽしいとדえ、îういった機会を作っ

てきた。 

今日の生徒発表で、řナムシをせんべいにするというプランをいて、ެ

ってしまった。しかし、よくよくדえると、タńみたいなものに、加価ॿ

をけてるというのはނのР౾である。また、ವʭ良ரにもߣ用のঠが

ってあるとき、îういう時हがെているのだと感߮した。ڸҴ報の中

にあったように、大人のスケジũールや思がഃ先されるということはあり

がòで、生徒のۋな発࣑につながらないかもしれない。生徒がĨŏシアチ

ブを取るためには、よりࡩҷਘにঁʠにݎて行かなければならない。 

次のステップをやるとしたら、ӡき̼を活用したやり方をדえてഽしい。

生徒の方からঁʠにݎかけていく。ඟえば、ӡ̼をサテラĨトҡۜのように

̼。うڊ ৽でも学校でもできないことをサテラĨトҡۜでやる。ↅⅷ℺ⅴⅷ ϴҙ

をࡈし、生徒がਘを持ってڊえるݨ߈として活用できないだろうか。î

のような߈をঁʠで用ʍできれば、高校ईҴ後も継続した研究ができるので

はないかと思う。 

 

（田中委員）⅃ 年前は思いもしなかったことが、コţũŏティスクールをРࢹとして根

きڑめている。îれまでは、「ঁʠはঁʠ」「学校は学校」と௰かれていた

のが、ևいに関わりうことで、îれïれが持っていないものを認め、共ഋ

していくஒവがある。人֥բ۲ދ会の中で、Ŧチŝーションがう人は一ݭ

にやっていこうというのが、市長の期नするものであった。ڔҍらしいの

けݨや、大人が思いもしない発࣑のѣਬがあったりするのが、この上天草

高校の取組が評価されている理だと思う。 

次は、学生としてঁʠにݎて活動するԚ՛と、学生とঁʠのマッチンĴを

ビジネスとして行うԚ՛をしているѪࢆさんにʍ見をѯめたい。 

 

（Ѫڣࢆ） 長َで「コţũŏティスŞース」というものをĮープンしていている。î

こでは、高校時ह ⅀年間でேॼݎ会わない、企Ҵの۲長さんなどとݎ会うき

っかけや、ۋ௰のܑ味がに繋がることもあるので、îういったを見つけ

るきっかけとなるよう、高校生と大学生と۲会人が֚わるݨ߈をਃҍしてい

る。コţũŏティスŞースのĲターを、高校生がたまたま܊に取りകんでい

たら、気öけばĲターがܑ味になっていたというような、߱ しい発見の機会
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ඝො３年度ӱ౾Ց上天草高੧学校ঁʠとの協による高੧学校ҡʡͲΩࠞڸࠄҴ 

़�ͧ運営指導委員 会ђෙ 

ඝො�年�Ը�日（ӎ） 

１３���"１��３� 

̍ ĮンラĨンţーティンĴによる開ة 

 

 者 ࡢ ݎ

運営指導委員 

౻ׄ ൰߽ 委員（上天草市長） 

 （ıャンパス長ܡਗ਼Ͷ大学ӑ） ూബ 委員י

ँ ཧ֡ 委員（ӱ౾ソřトĪīアℵφℶह表取ਉೲ۲長、ӱ౾ՑټҴҡʡ振興会会長） 

田中 ތ人 委員（ӱ౾大学 ӱ౾ࣅ生ࠞࠄ機׃ ঁʠ連携೧ ݘҡܘ） 

松ீ ׆ૡ 委員（ӱ౾日日߱۲上天草ڛҵ長） 

Ķスト 

Ѫࢆ ԏ ڣ（φې会۲ ⅝ⅎ⅙ ⅓⅙ⅎ⅔ↁ ह表取ਉೲ）ӱ౾ݎ身のեೲ大学生。長َでнҴ。 

Ⅲ⅟ⅎ）ڣ ʞ ͎Ͷو  （ۜࠄࠞ

Ցҡʡ委員会 

重̠ ছХ（ӱ౾Ցҡʡ Ց学校ҡʡҵ 高校ҡʡ課長） 

 （ڸ指導主 ۜࠄӱ౾Ցҡʡ Ց学校ҡʡҵ 高校ҡʡ課 高校ಥ力̱ࠞ）大ͤ ౾ࡎ

学校関係者 

 全ߠ員�生徒会長（ࢁ  ᚼൖ） 

内   容 

１．開会 

（１）Ցҡʡ委員会あいさつ（重̠課長） 

（�）校長あいさつ（田中校長） 

 

 ըݳ�および指導Ҵ成果報ڸ．�

 「ඝො３年度ڸҴ報」を研究主任がࡺೀ。 

  運営指導委員からの指導、ݳը。以̰はവڟ。 

（田中委員）「変えてはいけないものを܉るため、変えるべきものを変え、変わり続け

る」というřŰーľにすべてがұ݊されている。「これがڑまりだ」。という

気持òで、これまでの取組を（ڸҴ報として）振りచることができた。ࠩ

、りばめられていた。ըളにはなくてもٸにサスティナブルというըളがݨ

上天草高校の取組は、Ⅰ⅑⅔Êにしっかり֦きあっている。上天草高校での講

яでも、Ⅰ⅑⅔Êは不ʏと൪行で、変えなくていいものは変えなくていい、時

हに̔じて変えていくものを、ವ理なく変えていくことが大ڸであるとෝし

た。高校生に不ʏと൪行というըളは難しいと思ったが、このըളはབྷさ

れていてわかりやすい。これは、「く」「ෝす」「表եする」プロジīクト

という、人と人とが֚൪するときにஒവ不̸Աな３つവ素を、上天草高校の

ॡもができるようにするというדえのեれである。また、上天草のঁʠࣅ生

を担う߈として、͚ 々がࢶっていたのは、上天草高校生が小中学生のれ

の存在となり、上天草高校で学びたいと思った中学生が上天草高校に入学す

ることであった。これをいòࣗくۢեさせてくれた。（上天草のڔどもたò

に）高校まではॄۋからড়える上天草高校にড়ってもらい、大学などにࠄ学

し（上天草をൡれても）知識やщݏを持って上天草にаってくる、Є൪でき

る人لになってもらいたいとדえていたので、上天草高校の取組が、このよ

うにਦ開したことはТしい。 

 

の)のスパĨラル)にЉる、一番問題̱ࢸ͕、えるときにד生をࣅ方ঁ（委員י）

となったのが、ҡʡの問題であった。îこにܹもうとする大人たòが、͕ࢸ

̱によって「ڔҍのҡʡがòĔんとできるのだろうか」と不安をాくことが、

ののスパĨラルの一とされている。今ͧの（上天草高校の）よう̱ࢸ͕

な取組が、小中高の連携できòんとできるということが見えてくると、「ò

Ĕんと、ここでڔどものҡʡができる。」となり、正のスパĨラルにਬϩで

きる。՝々、上天草はϴҙもよく、ڳգもிなので、ҡʡとঁʠのએߡを

Եびつけることができれば、ঁ方ࣅ生のŦデルケースになりえる。 

 

（౻ׄ委員）ঁ ʠとの協というテーマは広く、どこにポĨントをאるかというのが、

大変だったと思う。しかし、高校生のカリıũラムで、ঁʠ課題ͦԲに取り

組đことはߋにʍяがある。この取組の期間で、高校生がどのようなこと

に関߮を持ってくれるのかয়đことができた。今後もこの取組を継続してい

くときに、どのようにřĭローするか、一ݭにやっていくためのĨťージを

み上ãることができた。今後は、もう１ステップ上を指してもらえたらࡩ

良いとדえている。 

 

（ँ委員）上天草のঁʠࡅがよくݎていると感じる。՝々ঁʠと学校の繋がりがқく、

⅐Ⅰ の活動が活発であったのを、発ਦਘにプロジīクトに組みんである。

これらの取組は、ঁʠの協力なくしてできない。生徒の研究にも、かなり多

くのঁʠの方たòが協力しているのがわかり、これが天草のએߡだと思う。

ঁʠと学校の繋がりが、この取組の継続により߶まっていくと感じた。また、

生徒研究発表でஒずըѨされていたのが、Ⅰ⅛Ⅰ など ⅖⅐T を活用したୖ法や

広で、îれらを高校生がたり前のようにڊおうとするړに感߮した。ঁ

ʠとの֚൪の中でも、中学生との֚൪が盛んであったことも、上天草のએߡ

とըえる。小中高の連携が人لのЄ൪に繋がっている、素晴らしい取組だと
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़�ͧ運営指導委員 会ђෙ 
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ँ ཧ֡ 委員（ӱ౾ソřトĪīアℵφℶह表取ਉೲ۲長、ӱ౾ՑټҴҡʡ振興会会長） 

田中 ތ人 委員（ӱ౾大学 ӱ౾ࣅ生ࠞࠄ機׃ ঁʠ連携೧ ݘҡܘ） 

松ீ ׆ૡ 委員（ӱ౾日日߱۲上天草ڛҵ長） 

Ķスト 

Ѫࢆ ԏ ڣ（φې会۲ ⅝ⅎ⅙ ⅓⅙ⅎ⅔ↁ ह表取ਉೲ）ӱ౾ݎ身のեೲ大学生。長َでнҴ。 

Ⅲ⅟ⅎ）ڣ ʞ ͎Ͷو  （ۜࠄࠞ

Ցҡʡ委員会 

重̠ ছХ（ӱ౾Ցҡʡ Ց学校ҡʡҵ 高校ҡʡ課長） 

 （ڸ指導主 ۜࠄӱ౾Ցҡʡ Ց学校ҡʡҵ 高校ҡʡ課 高校ಥ力̱ࠞ）大ͤ ౾ࡎ

学校関係者 

 全ߠ員�生徒会長（ࢁ  ᚼൖ） 

内   容 

１．開会 

（１）Ցҡʡ委員会あいさつ（重̠課長） 

（�）校長あいさつ（田中校長） 

 

 ըݳ�および指導Ҵ成果報ڸ．�

 「ඝො３年度ڸҴ報」を研究主任がࡺೀ。 

  運営指導委員からの指導、ݳը。以̰はവڟ。 

（田中委員）「変えてはいけないものを܉るため、変えるべきものを変え、変わり続け

る」というřŰーľにすべてがұ݊されている。「これがڑまりだ」。という

気持òで、これまでの取組を（ڸҴ報として）振りచることができた。ࠩ

、りばめられていた。ըളにはなくてもٸにサスティナブルというըളがݨ

上天草高校の取組は、Ⅰ⅑⅔Êにしっかり֦きあっている。上天草高校での講

яでも、Ⅰ⅑⅔Êは不ʏと൪行で、変えなくていいものは変えなくていい、時

हに̔じて変えていくものを、ವ理なく変えていくことが大ڸであるとෝし

た。高校生に不ʏと൪行というըളは難しいと思ったが、このըളはབྷさ

れていてわかりやすい。これは、「く」「ෝす」「表եする」プロジīクト

という、人と人とが֚൪するときにஒവ不̸Աな３つവ素を、上天草高校の

ॡもができるようにするというדえのեれである。また、上天草のঁʠࣅ生

を担う߈として、͚ 々がࢶっていたのは、上天草高校生が小中学生のれ

の存在となり、上天草高校で学びたいと思った中学生が上天草高校に入学す

ることであった。これをいòࣗくۢեさせてくれた。（上天草のڔどもたò

に）高校まではॄۋからড়える上天草高校にড়ってもらい、大学などにࠄ学

し（上天草をൡれても）知識やщݏを持って上天草にаってくる、Є൪でき

る人لになってもらいたいとדえていたので、上天草高校の取組が、このよ

うにਦ開したことはТしい。 

 

の)のスパĨラル)にЉる、一番問題̱ࢸ͕、えるときにד生をࣅ方ঁ（委員י）

となったのが、ҡʡの問題であった。îこにܹもうとする大人たòが、͕ࢸ

̱によって「ڔҍのҡʡがòĔんとできるのだろうか」と不安をాくことが、

ののスパĨラルの一とされている。今ͧの（上天草高校の）よう̱ࢸ͕

な取組が、小中高の連携できòんとできるということが見えてくると、「ò

Ĕんと、ここでڔどものҡʡができる。」となり、正のスパĨラルにਬϩで

きる。՝々、上天草はϴҙもよく、ڳգもிなので、ҡʡとঁʠのએߡを

Եびつけることができれば、ঁ方ࣅ生のŦデルケースになりえる。 

 

（౻ׄ委員）ঁ ʠとの協というテーマは広く、どこにポĨントをאるかというのが、

大変だったと思う。しかし、高校生のカリıũラムで、ঁʠ課題ͦԲに取り

組đことはߋにʍяがある。この取組の期間で、高校生がどのようなこと

に関߮を持ってくれるのかয়đことができた。今後もこの取組を継続してい

くときに、どのようにřĭローするか、一ݭにやっていくためのĨťージを

み上ãることができた。今後は、もう１ステップ上を指してもらえたらࡩ

良いとדえている。 

 

（ँ委員）上天草のঁʠࡅがよくݎていると感じる。՝々ঁʠと学校の繋がりがқく、

⅐Ⅰ の活動が活発であったのを、発ਦਘにプロジīクトに組みんである。

これらの取組は、ঁʠの協力なくしてできない。生徒の研究にも、かなり多

くのঁʠの方たòが協力しているのがわかり、これが天草のએߡだと思う。

ঁʠと学校の繋がりが、この取組の継続により߶まっていくと感じた。また、

生徒研究発表でஒずըѨされていたのが、Ⅰ⅛Ⅰ など ⅖⅐T を活用したୖ法や

広で、îれらを高校生がたり前のようにڊおうとするړに感߮した。ঁ

ʠとの֚൪の中でも、中学生との֚൪が盛んであったことも、上天草のએߡ

とըえる。小中高の連携が人لのЄ൪に繋がっている、素晴らしい取組だと

34

ඝො３年度ӱ౾Ց上天草高੧学校ঁʠとの協による高੧学校ҡʡͲΩࠞڸࠄҴ 

़�ͧ運営指導委員 会ђෙ 

ඝො�年�Ը�日（ӎ） 

１３���"１��３� 

̍ ĮンラĨンţーティンĴによる開ة 

 

 者 ࡢ ݎ

運営指導委員 

౻ׄ ൰߽ 委員（上天草市長） 

 （ıャンパス長ܡਗ਼Ͷ大学ӑ） ూബ 委員י

ँ ཧ֡ 委員（ӱ౾ソřトĪīアℵφℶह表取ਉೲ۲長、ӱ౾ՑټҴҡʡ振興会会長） 

田中 ތ人 委員（ӱ౾大学 ӱ౾ࣅ生ࠞࠄ機׃ ঁʠ連携೧ ݘҡܘ） 

松ீ ׆ૡ 委員（ӱ౾日日߱۲上天草ڛҵ長） 

Ķスト 

Ѫࢆ ԏ ڣ（φې会۲ ⅝ⅎ⅙ ⅓⅙ⅎ⅔ↁ ह表取ਉೲ）ӱ౾ݎ身のեೲ大学生。長َでнҴ。 

Ⅲ⅟ⅎ）ڣ ʞ ͎Ͷو  （ۜࠄࠞ

Ցҡʡ委員会 

重̠ ছХ（ӱ౾Ցҡʡ Ց学校ҡʡҵ 高校ҡʡ課長） 

 （ڸ指導主 ۜࠄӱ౾Ցҡʡ Ց学校ҡʡҵ 高校ҡʡ課 高校ಥ力̱ࠞ）大ͤ ౾ࡎ

学校関係者 

 全ߠ員�生徒会長（ࢁ  ᚼൖ） 

内   容 

１．開会 

（１）Ցҡʡ委員会あいさつ（重̠課長） 

（�）校長あいさつ（田中校長） 

 

 ըݳ�および指導Ҵ成果報ڸ．�

 「ඝො３年度ڸҴ報」を研究主任がࡺೀ。 
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（田中委員）「変えてはいけないものを܉るため、変えるべきものを変え、変わり続け

る」というřŰーľにすべてがұ݊されている。「これがڑまりだ」。という

気持òで、これまでの取組を（ڸҴ報として）振りచることができた。ࠩ

、りばめられていた。ըളにはなくてもٸにサスティナブルというըളがݨ
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れていてわかりやすい。これは、「く」「ෝす」「表եする」プロジīクト

という、人と人とが֚൪するときにஒവ不̸Աな３つവ素を、上天草高校の

ॡもができるようにするというדえのեれである。また、上天草のঁʠࣅ生

を担う߈として、͚ 々がࢶっていたのは、上天草高校生が小中学生のれ

の存在となり、上天草高校で学びたいと思った中学生が上天草高校に入学す

ることであった。これをいòࣗくۢեさせてくれた。（上天草のڔどもたò

に）高校まではॄۋからড়える上天草高校にড়ってもらい、大学などにࠄ学

し（上天草をൡれても）知識やщݏを持って上天草にаってくる、Є൪でき

る人لになってもらいたいとדえていたので、上天草高校の取組が、このよ

うにਦ開したことはТしい。 
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ののスパĨラルの一とされている。今ͧの（上天草高校の）よう̱ࢸ͕
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（౻ׄ委員）ঁ ʠとの協というテーマは広く、どこにポĨントをאるかというのが、

大変だったと思う。しかし、高校生のカリıũラムで、ঁʠ課題ͦԲに取り

組đことはߋにʍяがある。この取組の期間で、高校生がどのようなこと

に関߮を持ってくれるのかয়đことができた。今後もこの取組を継続してい

くときに、どのようにřĭローするか、一ݭにやっていくためのĨťージを

み上ãることができた。今後は、もう１ステップ上を指してもらえたらࡩ

良いとדえている。 

 

（ँ委員）上天草のঁʠࡅがよくݎていると感じる。՝々ঁʠと学校の繋がりがқく、

⅐Ⅰ の活動が活発であったのを、発ਦਘにプロジīクトに組みんである。

これらの取組は、ঁʠの協力なくしてできない。生徒の研究にも、かなり多

くのঁʠの方たòが協力しているのがわかり、これが天草のએߡだと思う。

ঁʠと学校の繋がりが、この取組の継続により߶まっていくと感じた。また、
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広で、îれらを高校生がたり前のようにڊおうとするړに感߮した。ঁ

ʠとの֚൪の中でも、中学生との֚൪が盛んであったことも、上天草のએߡ
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感じている。 

 

（松ி委員）この３年間取組で感じたのは、ேড়̾の生徒たòも、ॣݡにேড়̾で学ぶ

ことだけでなく、ނҴ̾を۔にۢ࢟ਘに学べたことはʍяがあった。߱ 

л者の߈で取لするفも、ނҴ高校を取لしているのではとٜさせられ

るほど、ঁʠ課題ͦԲをとおして、ঁʠ人لをʡ成するため、ഫ々なアプロ

ーチでۢ࢟ਘな学びがਃҍされていた。これは、（ҡߠ員やঁʠの方たòの）

だと思う。ひとつ安߮したのが、̾ަの指定が終わっても、クリڴのݞ

ĬĨトœĨスクールとして取組を継続できることをТしく思う。 

 

（ँ委員） 

 

 

 

３．パネルディスカッション「ঁʠとの協を継続させるために」 

 。ڟ行を田中委員にお願いしてディスカッション。以̰はîのവࠄ

 

（田中委員）パネルディスカッションでは、⅀ 年間の振りచりと、今後を見࠲えたෝを

したい。先生たòが持続̸૧にならなければ、このカリıũラムは成りた

ないので、研究主任にとって「やって良かったこと」と「しんどかったこと」

をいてみたい。 

 

（研究主任）生徒が面ଜい発表をするなど、成長してると感じている時がֲせだった。

െなかったݎとの֚൪੧がلかったのは、コロナ禍でഛ定していたঁʠ人ࠃ

ことが残だった。 

 

（田中委員）先生方の取り組みは、生徒にਯわると思う。生徒の成長を感じるというの

は、生徒を見ている先生のが୶えてきているҀである。「やらされてい

る感」があると、̳をやっても同じように見えてԔは変わらない。ۋ௰ۋ

身が「学んだ」「変わった」と思ったݔ間に、今まで見えていたԔߡが全く

変わって見えるというに感じた。 

上天草高校の先生方は、入れबわったとしても、îれでも先生同ڐのネッ

トワークとঁʠとのネットワークが、繋がっていくことが大ڸだとדえる。 

この൪れを上天草市のঁ方ࣅ生にѨさせたい。ݧからঁʠ人لのʡ成

には、上天草市のঁʠ課題のͦԲがなくてはならないものだとだと思ってい

た。⅃年前から౻ׄ市長とঁ方ࣅ生の़一期をڑめたが、時౻ׄ市長と֔

りったのߑңがの前にある。時を振りచって、౻ׄ市長から上天草

高校の生徒がどう見えていたのか、îの時の期नなどҡえてほしい。 

 

（౻ׄ委員）上天草高校が市内でഁ一の高校であることや、入学生徒のբދという問題

にৎ面していたこともあり、上天草高校のあり方や取り組みが、上天草市の

ঁ方ࣅ生にとっても大ڸだと、時ෝしていた。上天草高校生にも、ঁ方ࣅ

生をЎめたいろいろなことに参画してഽしいとדえ、îういった機会を作っ

てきた。 

今日の生徒発表で、řナムシをせんべいにするというプランをいて、ެ

ってしまった。しかし、よくよくדえると、タńみたいなものに、加価ॿ

をけてるというのはނのР౾である。また、ವʭ良ரにもߣ用のঠが

ってあるとき、îういう時हがെているのだと感߮した。ڸҴ報の中

にあったように、大人のスケジũールや思がഃ先されるということはあり

がòで、生徒のۋな発࣑につながらないかもしれない。生徒がĨŏシアチ

ブを取るためには、よりࡩҷਘにঁʠにݎて行かなければならない。 

次のステップをやるとしたら、ӡき̼を活用したやり方をדえてഽしい。

生徒の方からঁʠにݎかけていく。ඟえば、ӡ̼をサテラĨトҡۜのように

̼。うڊ ৽でも学校でもできないことをサテラĨトҡۜでやる。ↅⅷ℺ⅴⅷ ϴҙ

をࡈし、生徒がਘを持ってڊえるݨ߈として活用できないだろうか。î

のような߈をঁʠで用ʍできれば、高校ईҴ後も継続した研究ができるので

はないかと思う。 

 

（田中委員）⅃ 年前は思いもしなかったことが、コţũŏティスクールをРࢹとして根

きڑめている。îれまでは、「ঁʠはঁʠ」「学校は学校」と௰かれていた

のが、ևいに関わりうことで、îれïれが持っていないものを認め、共ഋ

していくஒവがある。人֥բ۲ދ会の中で、Ŧチŝーションがう人は一ݭ

にやっていこうというのが、市長の期नするものであった。ڔҍらしいの

けݨや、大人が思いもしない発࣑のѣਬがあったりするのが、この上天草

高校の取組が評価されている理だと思う。 

次は、学生としてঁʠにݎて活動するԚ՛と、学生とঁʠのマッチンĴを

ビジネスとして行うԚ՛をしているѪࢆさんにʍ見をѯめたい。 

 

（Ѫڣࢆ） 長َで「コţũŏティスŞース」というものをĮープンしていている。î

こでは、高校時ह ⅀年間でேॼݎ会わない、企Ҵの۲長さんなどとݎ会うき

っかけや、ۋ௰のܑ味がに繋がることもあるので、îういったを見つけ

るきっかけとなるよう、高校生と大学生と۲会人が֚わるݨ߈をਃҍしてい

る。コţũŏティスŞースのĲターを、高校生がたまたま܊に取りകんでい

たら、気öけばĲターがܑ味になっていたというような、߱ しい発見の機会
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広で、îれらを高校生がたり前のようにڊおうとするړに感߮した。ঁ

ʠとの֚൪の中でも、中学生との֚൪が盛んであったことも、上天草のએߡ

とըえる。小中高の連携が人لのЄ൪に繋がっている、素晴らしい取組だと
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़�ͧ運営指導委員 会ђෙ 

ඝො�年�Ը�日（ӎ） 

１３���"１��３� 

̍ ĮンラĨンţーティンĴによる開ة 

 

 者 ࡢ ݎ

運営指導委員 

౻ׄ ൰߽ 委員（上天草市長） 

 （ıャンパス長ܡਗ਼Ͷ大学ӑ） ూബ 委員י

ँ ཧ֡ 委員（ӱ౾ソřトĪīアℵφℶह表取ਉೲ۲長、ӱ౾ՑټҴҡʡ振興会会長） 

田中 ތ人 委員（ӱ౾大学 ӱ౾ࣅ生ࠞࠄ機׃ ঁʠ連携೧ ݘҡܘ） 

松ீ ׆ૡ 委員（ӱ౾日日߱۲上天草ڛҵ長） 

Ķスト 

Ѫࢆ ԏ ڣ（φې会۲ ⅝ⅎ⅙ ⅓⅙ⅎ⅔ↁ ह表取ਉೲ）ӱ౾ݎ身のեೲ大学生。長َでнҴ。 

Ⅲ⅟ⅎ）ڣ ʞ ͎Ͷو  （ۜࠄࠞ

Ցҡʡ委員会 

重̠ ছХ（ӱ౾Ցҡʡ Ց学校ҡʡҵ 高校ҡʡ課長） 

 （ڸ指導主 ۜࠄӱ౾Ցҡʡ Ց学校ҡʡҵ 高校ҡʡ課 高校ಥ力̱ࠞ）大ͤ ౾ࡎ

学校関係者 

 全ߠ員�生徒会長（ࢁ  ᚼൖ） 

内   容 

１．開会 

（１）Ցҡʡ委員会あいさつ（重̠課長） 

（�）校長あいさつ（田中校長） 

 

 ըݳ�および指導Ҵ成果報ڸ．�

 「ඝො３年度ڸҴ報」を研究主任がࡺೀ。 

  運営指導委員からの指導、ݳը。以̰はവڟ。 

（田中委員）「変えてはいけないものを܉るため、変えるべきものを変え、変わり続け

る」というřŰーľにすべてがұ݊されている。「これがڑまりだ」。という

気持òで、これまでの取組を（ڸҴ報として）振りచることができた。ࠩ

、りばめられていた。ըളにはなくてもٸにサスティナブルというըളがݨ

上天草高校の取組は、Ⅰ⅑⅔Êにしっかり֦きあっている。上天草高校での講

яでも、Ⅰ⅑⅔Êは不ʏと൪行で、変えなくていいものは変えなくていい、時

हに̔じて変えていくものを、ವ理なく変えていくことが大ڸであるとෝし

た。高校生に不ʏと൪行というըളは難しいと思ったが、このըളはབྷさ

れていてわかりやすい。これは、「く」「ෝす」「表եする」プロジīクト

という、人と人とが֚൪するときにஒവ不̸Աな３つവ素を、上天草高校の

ॡもができるようにするというדえのեれである。また、上天草のঁʠࣅ生

を担う߈として、͚ 々がࢶっていたのは、上天草高校生が小中学生のれ

の存在となり、上天草高校で学びたいと思った中学生が上天草高校に入学す

ることであった。これをいòࣗくۢեさせてくれた。（上天草のڔどもたò

に）高校まではॄۋからড়える上天草高校にড়ってもらい、大学などにࠄ学

し（上天草をൡれても）知識やщݏを持って上天草にаってくる、Є൪でき

る人لになってもらいたいとדえていたので、上天草高校の取組が、このよ

うにਦ開したことはТしい。 

 

の)のスパĨラル)にЉる、一番問題̱ࢸ͕、えるときにד生をࣅ方ঁ（委員י）

となったのが、ҡʡの問題であった。îこにܹもうとする大人たòが、͕ࢸ

̱によって「ڔҍのҡʡがòĔんとできるのだろうか」と不安をాくことが、

ののスパĨラルの一とされている。今ͧの（上天草高校の）よう̱ࢸ͕

な取組が、小中高の連携できòんとできるということが見えてくると、「ò

Ĕんと、ここでڔどものҡʡができる。」となり、正のスパĨラルにਬϩで

きる。՝々、上天草はϴҙもよく、ڳգもிなので、ҡʡとঁʠのએߡを

Եびつけることができれば、ঁ方ࣅ生のŦデルケースになりえる。 

 

（౻ׄ委員）ঁ ʠとの協というテーマは広く、どこにポĨントをאるかというのが、

大変だったと思う。しかし、高校生のカリıũラムで、ঁʠ課題ͦԲに取り

組đことはߋにʍяがある。この取組の期間で、高校生がどのようなこと

に関߮を持ってくれるのかয়đことができた。今後もこの取組を継続してい

くときに、どのようにřĭローするか、一ݭにやっていくためのĨťージを

み上ãることができた。今後は、もう１ステップ上を指してもらえたらࡩ

良いとדえている。 

 

（ँ委員）上天草のঁʠࡅがよくݎていると感じる。՝々ঁʠと学校の繋がりがқく、

⅐Ⅰ の活動が活発であったのを、発ਦਘにプロジīクトに組みんである。

これらの取組は、ঁʠの協力なくしてできない。生徒の研究にも、かなり多

くのঁʠの方たòが協力しているのがわかり、これが天草のએߡだと思う。

ঁʠと学校の繋がりが、この取組の継続により߶まっていくと感じた。また、

生徒研究発表でஒずըѨされていたのが、Ⅰ⅛Ⅰ など ⅖⅐T を活用したୖ法や

広で、îれらを高校生がたり前のようにڊおうとするړに感߮した。ঁ

ʠとの֚൪の中でも、中学生との֚൪が盛んであったことも、上天草のએߡ

とըえる。小中高の連携が人لのЄ൪に繋がっている、素晴らしい取組だと
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౾にঁʠを知るには、ťディアのೲζが大きいのと思いますが、ťディ

アとして、高校生を取لする中で気öいた、高校生の変̱などがあればҡえ

てほしい。 

 

（松ி委員）গ任時はこの取組の�年だったので、取لする生徒の受け੨えがしっか

りしていたり、௮ڸのדえ方がߖ成されつつあるというʭを受けた。取ل

するࣺとしてはෝをʲきݎしやすかった。îれが一の生徒に限ったことで

なく、どの生徒も·þ、こòらがãかけたۡ問に、ۋ௰のדえをৎにෝ

してくれた。３年に入った今年は、îれがࢎඹされてきたという感࣑を持

っている。 

 

（田中委員）生徒会長などの一の生徒だけでなく、みんながîのようなことができる

というのが上天草高校のએষだと思う。取لのプロから見ても、îのように

˝るのはとてもТしい。 

松ிさんが、ŏũースをʲきݎすときに、大ࡲにしていることは̳ですか。 

 

（松ி委員）取ل対である生徒౾人が、ըいたいことをըってくれるように、気をつ

けている。こòらがシナリĮを࣑定して、੨えをʲきݎすのではなく、高校

生ならではのדえや੨えをきݎしたいと思っている。 

 

（田中委員）י先生は、上天草高校の取組について、どのようにדえられていますか。 

 

םಿのひとつがঁʠڊだが、大学の重വなڸ大学はҡʡと研究が大きな仕（委員י）

Սである。大学もঁʠのټڳのひとつなので、ঁ ʠは大学をもっと活用して

ほしい。ਗ਼Ͷ大学では、ঁʠと連携した活動で、ҡʡをやっていこうとדえ

ている。ソサĬティ ⅂℻ℽ ۲会でどのような人لがஒവかというと、今までの

ようにԙ�理ԙに௰かれてࢄ೧ҡʡを受け、ఖ方だけできるが、もうఖ方

はさっĂりさっĂりわからないでは؈る。ソサĬティ ⅂℻ℽ ۲会では、ԙの

௰೮も、理ԙの௰೮も、ൺ方理ͦできていないといけない。îのਮでըえば、

上天草高校の生徒の研究には、ஒずԚ営のことやނҴのことが入っていたこ

とがߋに素晴らしい。今後の۲会では、ఔったҡʡではなく、広い௰೮

のことを身につけた人لのʡ成が、大学の重വなڊಿとなっている。ਗ਼Ͷ大

学ӑܡıャンパスは、����年度から理ങ学をつくる。îの中にঁ

ʠ۲会学̾があるが、ঁ ʠ۲会で活できる人لʡ成がਘである。îのよ

うな۲会の൪れの中で、܃者がঁʠの中で活動することのťリットはߋに

たくさんある。եह۲会はΝ̼आ̱がࠄみ、܃者と年長者が௰ॹされている。

大学生であっても、ঁʠの中に入って、大人とࡴする機会は、ੂ会ほどۚわ

れている。ѣにîれができるのはঁ方である。ঁ方ࣅ生において、൪ݎ者を

բらすことより、൪入者を増やすというのは正ͦで、ঁ 方にಥ力があれば൪

入してくる。ӱ౾Ցでいえば、対前年の人֥増加トップは̹াで、єഹ

া、志市、大া、֎࢛াと続いている。൪ݎナンŔー１はѳಃऐ、次が

ඦ౮াになってくる。ӱ౾市ܞఙの増加と、ӱ౾市から̉いݨ߈のբދが見

えてくる。なíӱ౾市のサテラĨトシティが増えるかというと「జൖ」だか

らである。ところが、この「జൖ」がコロナ禍でഫ変わりしてくるとדえら

れるので、サテラĨトシティĉの人֥のܶ中は、͕ 期におけるեだとד

えられる。 

大学のҡʡは、܃者がঁʠであっても活できるようなݳ܊けをするஒവ

がある。大学のҡʡで、知識をܘけるという活動は、コロナ禍であってもリ

Ŧートҡʡでできてしまう。しかし、上天草高校がやってきた、いわėるコ

ンŘテンシーは、ե߈で活動しないと身につかない力なので、大学はঁʠと

のࡴਮを持òながら、学生をîの߈に入らせていくҡʡが重വとなってくる。

ӵりచしになるが、高校生がঁʠで、お年Уりでもよいので、ࡴするという

ことはものすごくťリットがある。ث近「きݯき」という活動がটをܶ

めている。これは、܃い人がお年Уりや素晴らしい૧力を持った人のෝを

き、ڼ興しをする活動である。この活動に限らず、܃い࠼हがঁʠの大人

とࡴਮを持つことは、ঁʠで活する人لをʡ成するഋ֢な܊ॼといえる。

ਗ਼Ͷ大学ӑܡıャンパスは、ঁ ʠםՍのΝとなるようなıャンパスを指し

ているので、もっともっと大学を活用してもらいたいと思っている。 

 

（田中委員）これからの۲会は、理ങのようにʓ௰೮をίけわせることがѯめら

れている。՝々「ĨŒŝーション」というըളは、ίけわせるというʍ味

を持っている。今ͧの上天草高校の取組がうまくいったのは、ҡʡとঁ方ࣅ

生のかけٽが成したからだと思う。これは、ҡʡࣺの力だけではうまく

いかないので、ۃۋढが、どれだけ౾気をݎしているかが大ڸになってくる。

ӱ౾Ցはどうדえているかࡎ౾指導主ڸにきたい。 

 

は、高校のಥ力̱をどう࠘っていくۜࠄՑҡʡ委員会の高校ಥ力̱ࠞ（ڸ指導主౾ࡎ）

かを重ਮਘにおこなっているݮである。上天草市のқ力なŔックアップが

あってこîの、上天草高校の取組だということを重々感じている。上天草市

のように、౾気でŔックアップढࡁをࡈえているところの高校ほど、取組が

盛り上がっているとߋ々感じている。今後は、˭ 々学校とۃۋढがタッĴを

組んで取組をすることが大ڸになってくると思う。 

 

（田中委員）学校だけでできないことを、いかにঁʠに任せるかが重വで、学校とঁʠ
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をつくるのをݳ܊けしたい。ڦの会۲では、人֥൪ݎ問題に取り組んでいる。

なí人֥൪ݎしているかをדえるより、൪入する人を増やすためのٚڞをד

えることの方が大ڸだとדえている。どのようにすれば܃者が൪入しやすく

なるのか、またはೡってെるためのきっかけ作りをしたい。ඟえば高校生の

時に、ঁ ʠの人たò、ඟえばঁ՝企Ҵの۲長さんとのݎ会いをԚ՛しておけ

ば、ࠄ学などでঁ՝をൡれたとしても、「あの۲長さんどうしてるかな」と

いうのがきっかけでೡってくることもあると思う。îのような、きっかけö

くりが、学校の内からも、外からのきかけとしても、ஒവだと思う。 

 

（田中委員）౻ׄ市長のਃɾにあった、ӡき̼の活用について、ӝढਘにコţũŏティ

スŞースというਃɾをしていただいた。今のෝで大ڸだったのが、ঁ ʠと学

校がఐ々でݎ会いがދなかったが、òĘっとしたきっかけでݎ会いが生まれ

る、ഛऀ不૧なݎ会いが生まれる。ӱ౾ঁࠆというض΄で、「あったはずの

ತെ」と「ありえなかったեۢ」をઙきつけられた。ض΄がнこると、良く

ないこともたくさんнこるが、 îれをいかにポジティブにࣾえるかが大ࡲ

である。人は「いつもと同じ」がѽ߮ঁがいい。しかし、（Ĭıスパート生

徒のように）中学生にҡえに行くという、౾は面ੋܫいと思っていて

も、ポジティブにדえ、「やってやろう」とۋ௰を変えようとするʍ思があ

ると、プラスにいていく。Ѫࢆさんは܃者の力を信じ、܃者の̸૧ࡅをߧ

ばす活動をされていると感じた。 

 

（Ѫڣࢆ） 「ঁʠの方の協力なくして、ঁ方ࣅ生はできない。」とڦも思うので、「î

っòはîっòでやってよ」ではなく、学校もঁʠもみんなでॶԵしてやって

いくことはஒവだと思う。 

 

（田中委員）次は、ࢍൖ先生の「しんどかった」にޣਮをあてたい。コロナ禍でഫ々な

んだのがࠄఅが৴मする一方で、ѣにڸ ⅑Ⅵ だ。今日の会ђのように、Įン

ラĨンの会ђシステムやデジタルデŔĨスに対するビœĨンōがբってき

た。また、ث近の中高生のデジタルネĨティブぶりは、を見るものがあ

る。このあたりを、ټҴҡʡのことや高校生に期नするものをЎめて、ँ

委員にҡえてもらいたい。 

 

（ँ委員）ڦが理ڸ長をಳめる、⅛⅝⅜ 法人 ⅛⅒ⅥT ӱ౾の活動の一ϴで、大学生による

Ⅰ⅑⅔Êݎ前講座をۢڞしている。ӱ౾ނҴ高校などでは対面でۢڞしたが、

まん˺౫ڡਚ用の関係で、上天草高校はリŦートでのۢڞとなった。リŦー

トでのܘҴに不安を感じていたが、対面でのܘҴと全く変わらなかった。大

学生ࣺも高校ࣺも、入なݞや工夫をされたԵ果かもしれないが、「デジ

タルネĨティブ」や「ネットシチľン」のいうըളがեۢになっているとۢ

感した。ڸҴ報では、中学生との֚൪をෝされていたが、îれ以外のとこ

ろとも、ネットを活用して繋がってほしい。 

また、ఐのෝになるが、生徒の研究発表を見て、上天草高校の生徒は、ঁ

՝のことをよく知っていると思った。ټ௮や観光など、ঁ ՝のڳգを活用す

るだけでなく、ネットをڊってࢃਯ�ୖしていくところまでדえている。

デジタルシチľンの࠼では、ঁ 方とかੂ会とか関係なく、やる気が大ڸだ

と思う。ֲい、上天草はܹಱの方が協力ਘで、ঁʠ力があるといえる。ঁʠ

力があることで、高校生たòがঁʠの人たòと֚わり、人間力を身につけて

いくことに繋がっているので、この取組は今後も発ਦしていくと期नしてい

る。 

 

（田中委員）大人のʍ見をいてきたので、次は、生徒会長にʍ見をいてみたい。で

きれば、生徒会長としてではなく、ℿ 年間Ｋ＃Ａｍａｘに取り組んできた、

一生徒としてきたい。Θ学年でどのようなことをדえていたかҡえてくだ

さい。 

 

ࢁ） 生徒会長）中学生の時、അॕがたくさんいる上天草高校に行こうとԲめた。入

学すると上天草プロジīクトというܘҴがあり、Ĩチからۋ௰たòでビジネ

スプランをつくるので難しいと思っていた。 

 

（田中委員）「άしいことはあった
」 

 

ࢁ） 生徒会長）άしいことは���なくはないが、しんどかった。 

ℿ 年生になると、一度Ԛ՛したので、もっと߶いところまでדえることが

できるようになった。 

 

（田中委員）ࢁ 生徒会長のෝをいて、Ｋ＃Ａｍａｘが̱ࠄしているという̔܊え

を感じた。この取組の導入ݧは、１年生だけがഫ々な取組をやっていたの

で、時の�年生が「いいなÒ。ॕڦはやってないのに」とෝしていたのを

思いݎした。しかし、îの�年生もʆかったのが、「ॕڦは先だから、ۋ

௰たòでדえて、いろんなことにチャŰンジする。」とෝしていた。上天草

高校にはîういったチャŰンジをするੈ߉が՝々あったのだと思う。ࢄ೧学

̾が設していることで、ேড়高校にないʇ気がߖ成されていたのだと思

う。ނҴҡʡの大ࡲさをڸҴ報でෝされたが、ビジネスを学ぶということ

にঁʠというവ素をίけわせることで、ࢄ೧学̾でもேড়̾でもシナジー

֢果が生まれていると感じる。 
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ඝො３年度ӱ౾Ց上天草高੧学校ঁʠとの協による高੧学校ҡʡͲΩࠞڸࠄҴ 

़�ͧ運営指導委員 会ђෙ 

ඝො�年�Ը�日（ӎ） 

１３���"１��３� 

̍ ĮンラĨンţーティンĴによる開ة 

 

 者 ࡢ ݎ

運営指導委員 

౻ׄ ൰߽ 委員（上天草市長） 

 （ıャンパス長ܡਗ਼Ͷ大学ӑ） ూബ 委員י

ँ ཧ֡ 委員（ӱ౾ソřトĪīアℵφℶह表取ਉೲ۲長、ӱ౾ՑټҴҡʡ振興会会長） 

田中 ތ人 委員（ӱ౾大学 ӱ౾ࣅ生ࠞࠄ機׃ ঁʠ連携೧ ݘҡܘ） 

松ீ ׆ૡ 委員（ӱ౾日日߱۲上天草ڛҵ長） 

Ķスト 

Ѫࢆ ԏ ڣ（φې会۲ ⅝ⅎ⅙ ⅓⅙ⅎ⅔ↁ ह表取ਉೲ）ӱ౾ݎ身のեೲ大学生。長َでнҴ。 

Ⅲ⅟ⅎ）ڣ ʞ ͎Ͷو  （ۜࠄࠞ

Ցҡʡ委員会 

重̠ ছХ（ӱ౾Ցҡʡ Ց学校ҡʡҵ 高校ҡʡ課長） 

 （ڸ指導主 ۜࠄӱ౾Ցҡʡ Ց学校ҡʡҵ 高校ҡʡ課 高校ಥ力̱ࠞ）大ͤ ౾ࡎ

学校関係者 

 全ߠ員�生徒会長（ࢁ  ᚼൖ） 

内   容 

１．開会 

（１）Ցҡʡ委員会あいさつ（重̠課長） 

（�）校長あいさつ（田中校長） 

 

 ըݳ�および指導Ҵ成果報ڸ．�

 「ඝො３年度ڸҴ報」を研究主任がࡺೀ。 

  運営指導委員からの指導、ݳը。以̰はവڟ。 

（田中委員）「変えてはいけないものを܉るため、変えるべきものを変え、変わり続け

る」というřŰーľにすべてがұ݊されている。「これがڑまりだ」。という

気持òで、これまでの取組を（ڸҴ報として）振りచることができた。ࠩ

、りばめられていた。ըളにはなくてもٸにサスティナブルというըളがݨ

上天草高校の取組は、Ⅰ⅑⅔Êにしっかり֦きあっている。上天草高校での講

яでも、Ⅰ⅑⅔Êは不ʏと൪行で、変えなくていいものは変えなくていい、時

हに̔じて変えていくものを、ವ理なく変えていくことが大ڸであるとෝし

た。高校生に不ʏと൪行というըളは難しいと思ったが、このըളはབྷさ

れていてわかりやすい。これは、「く」「ෝす」「表եする」プロジīクト

という、人と人とが֚൪するときにஒവ不̸Աな３つവ素を、上天草高校の

ॡもができるようにするというדえのեれである。また、上天草のঁʠࣅ生

を担う߈として、͚ 々がࢶっていたのは、上天草高校生が小中学生のれ

の存在となり、上天草高校で学びたいと思った中学生が上天草高校に入学す

ることであった。これをいòࣗくۢեさせてくれた。（上天草のڔどもたò

に）高校まではॄۋからড়える上天草高校にড়ってもらい、大学などにࠄ学

し（上天草をൡれても）知識やщݏを持って上天草にаってくる、Є൪でき

る人لになってもらいたいとדえていたので、上天草高校の取組が、このよ

うにਦ開したことはТしい。 

 

の)のスパĨラル)にЉる、一番問題̱ࢸ͕、えるときにד生をࣅ方ঁ（委員י）

となったのが、ҡʡの問題であった。îこにܹもうとする大人たòが、͕ࢸ

̱によって「ڔҍのҡʡがòĔんとできるのだろうか」と不安をాくことが、

ののスパĨラルの一とされている。今ͧの（上天草高校の）よう̱ࢸ͕

な取組が、小中高の連携できòんとできるということが見えてくると、「ò

Ĕんと、ここでڔどものҡʡができる。」となり、正のスパĨラルにਬϩで

きる。՝々、上天草はϴҙもよく、ڳգもிなので、ҡʡとঁʠのએߡを

Եびつけることができれば、ঁ方ࣅ生のŦデルケースになりえる。 

 

（౻ׄ委員）ঁ ʠとの協というテーマは広く、どこにポĨントをאるかというのが、

大変だったと思う。しかし、高校生のカリıũラムで、ঁʠ課題ͦԲに取り

組đことはߋにʍяがある。この取組の期間で、高校生がどのようなこと

に関߮を持ってくれるのかয়đことができた。今後もこの取組を継続してい

くときに、どのようにřĭローするか、一ݭにやっていくためのĨťージを

み上ãることができた。今後は、もう１ステップ上を指してもらえたらࡩ

良いとדえている。 

 

（ँ委員）上天草のঁʠࡅがよくݎていると感じる。՝々ঁʠと学校の繋がりがқく、

⅐Ⅰ の活動が活発であったのを、発ਦਘにプロジīクトに組みんである。

これらの取組は、ঁʠの協力なくしてできない。生徒の研究にも、かなり多

くのঁʠの方たòが協力しているのがわかり、これが天草のએߡだと思う。

ঁʠと学校の繋がりが、この取組の継続により߶まっていくと感じた。また、

生徒研究発表でஒずըѨされていたのが、Ⅰ⅛Ⅰ など ⅖⅐T を活用したୖ法や

広で、îれらを高校生がたり前のようにڊおうとするړに感߮した。ঁ

ʠとの֚൪の中でも、中学生との֚൪が盛んであったことも、上天草のએߡ

とըえる。小中高の連携が人لのЄ൪に繋がっている、素晴らしい取組だと
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ॡもができるようにするというדえのեれである。また、上天草のঁʠࣅ生

を担う߈として、͚ 々がࢶっていたのは、上天草高校生が小中学生のれ

の存在となり、上天草高校で学びたいと思った中学生が上天草高校に入学す

ることであった。これをいòࣗくۢեさせてくれた。（上天草のڔどもたò

に）高校まではॄۋからড়える上天草高校にড়ってもらい、大学などにࠄ学

し（上天草をൡれても）知識やщݏを持って上天草にаってくる、Є൪でき

る人لになってもらいたいとדえていたので、上天草高校の取組が、このよ

うにਦ開したことはТしい。 

 

の)のスパĨラル)にЉる、一番問題̱ࢸ͕、えるときにד生をࣅ方ঁ（委員י）

となったのが、ҡʡの問題であった。îこにܹもうとする大人たòが、͕ࢸ

̱によって「ڔҍのҡʡがòĔんとできるのだろうか」と不安をాくことが、

ののスパĨラルの一とされている。今ͧの（上天草高校の）よう̱ࢸ͕

な取組が、小中高の連携できòんとできるということが見えてくると、「ò

Ĕんと、ここでڔどものҡʡができる。」となり、正のスパĨラルにਬϩで

きる。՝々、上天草はϴҙもよく、ڳգもிなので、ҡʡとঁʠのએߡを

Եびつけることができれば、ঁ方ࣅ生のŦデルケースになりえる。 

 

（౻ׄ委員）ঁ ʠとの協というテーマは広く、どこにポĨントをאるかというのが、

大変だったと思う。しかし、高校生のカリıũラムで、ঁʠ課題ͦԲに取り

組đことはߋにʍяがある。この取組の期間で、高校生がどのようなこと

に関߮を持ってくれるのかয়đことができた。今後もこの取組を継続してい

くときに、どのようにřĭローするか、一ݭにやっていくためのĨťージを

み上ãることができた。今後は、もう１ステップ上を指してもらえたらࡩ

良いとדえている。 

 

（ँ委員）上天草のঁʠࡅがよくݎていると感じる。՝々ঁʠと学校の繋がりがқく、

⅐Ⅰ の活動が活発であったのを、発ਦਘにプロジīクトに組みんである。

これらの取組は、ঁʠの協力なくしてできない。生徒の研究にも、かなり多

くのঁʠの方たòが協力しているのがわかり、これが天草のએߡだと思う。

ঁʠと学校の繋がりが、この取組の継続により߶まっていくと感じた。また、

生徒研究発表でஒずըѨされていたのが、Ⅰ⅛Ⅰ など ⅖⅐T を活用したୖ法や

広で、îれらを高校生がたり前のようにڊおうとするړに感߮した。ঁ

ʠとの֚൪の中でも、中学生との֚൪が盛んであったことも、上天草のએߡ

とըえる。小中高の連携が人لのЄ൪に繋がっている、素晴らしい取組だと
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़�ͧ運営指導委員 会ђෙ 

ඝො�年�Ը�日（ӎ） 

１３���"１��３� 

̍ ĮンラĨンţーティンĴによる開ة 

 

 者 ࡢ ݎ

運営指導委員 

౻ׄ ൰߽ 委員（上天草市長） 

 （ıャンパス長ܡਗ਼Ͷ大学ӑ） ూബ 委員י

ँ ཧ֡ 委員（ӱ౾ソřトĪīアℵφℶह表取ਉೲ۲長、ӱ౾ՑټҴҡʡ振興会会長） 

田中 ތ人 委員（ӱ౾大学 ӱ౾ࣅ生ࠞࠄ機׃ ঁʠ連携೧ ݘҡܘ） 

松ீ ׆ૡ 委員（ӱ౾日日߱۲上天草ڛҵ長） 

Ķスト 

Ѫࢆ ԏ ڣ（φې会۲ ⅝ⅎ⅙ ⅓⅙ⅎ⅔ↁ ह表取ਉೲ）ӱ౾ݎ身のեೲ大学生。長َでнҴ。 

Ⅲ⅟ⅎ）ڣ ʞ ͎Ͷو  （ۜࠄࠞ

Ցҡʡ委員会 

重̠ ছХ（ӱ౾Ցҡʡ Ց学校ҡʡҵ 高校ҡʡ課長） 

 （ڸ指導主 ۜࠄӱ౾Ցҡʡ Ց学校ҡʡҵ 高校ҡʡ課 高校ಥ力̱ࠞ）大ͤ ౾ࡎ

学校関係者 

 全ߠ員�生徒会長（ࢁ  ᚼൖ） 

内   容 

１．開会 

（１）Ցҡʡ委員会あいさつ（重̠課長） 

（�）校長あいさつ（田中校長） 

 

 ըݳ�および指導Ҵ成果報ڸ．�

 「ඝො３年度ڸҴ報」を研究主任がࡺೀ。 

  運営指導委員からの指導、ݳը。以̰はവڟ。 

（田中委員）「変えてはいけないものを܉るため、変えるべきものを変え、変わり続け

る」というřŰーľにすべてがұ݊されている。「これがڑまりだ」。という

気持òで、これまでの取組を（ڸҴ報として）振りచることができた。ࠩ

、りばめられていた。ըളにはなくてもٸにサスティナブルというըളがݨ

上天草高校の取組は、Ⅰ⅑⅔Êにしっかり֦きあっている。上天草高校での講

яでも、Ⅰ⅑⅔Êは不ʏと൪行で、変えなくていいものは変えなくていい、時

हに̔じて変えていくものを、ವ理なく変えていくことが大ڸであるとෝし

た。高校生に不ʏと൪行というըളは難しいと思ったが、このըളはབྷさ

れていてわかりやすい。これは、「く」「ෝす」「表եする」プロジīクト

という、人と人とが֚൪するときにஒവ不̸Աな３つവ素を、上天草高校の

ॡもができるようにするというדえのեれである。また、上天草のঁʠࣅ生

を担う߈として、͚ 々がࢶっていたのは、上天草高校生が小中学生のれ

の存在となり、上天草高校で学びたいと思った中学生が上天草高校に入学す

ることであった。これをいòࣗくۢեさせてくれた。（上天草のڔどもたò

に）高校まではॄۋからড়える上天草高校にড়ってもらい、大学などにࠄ学

し（上天草をൡれても）知識やщݏを持って上天草にаってくる、Є൪でき

る人لになってもらいたいとדえていたので、上天草高校の取組が、このよ

うにਦ開したことはТしい。 

 

の)のスパĨラル)にЉる、一番問題̱ࢸ͕、えるときにד生をࣅ方ঁ（委員י）

となったのが、ҡʡの問題であった。îこにܹもうとする大人たòが、͕ࢸ

̱によって「ڔҍのҡʡがòĔんとできるのだろうか」と不安をాくことが、

ののスパĨラルの一とされている。今ͧの（上天草高校の）よう̱ࢸ͕

な取組が、小中高の連携できòんとできるということが見えてくると、「ò

Ĕんと、ここでڔどものҡʡができる。」となり、正のスパĨラルにਬϩで

きる。՝々、上天草はϴҙもよく、ڳգもிなので、ҡʡとঁʠのએߡを

Եびつけることができれば、ঁ方ࣅ生のŦデルケースになりえる。 

 

（౻ׄ委員）ঁ ʠとの協というテーマは広く、どこにポĨントをאるかというのが、

大変だったと思う。しかし、高校生のカリıũラムで、ঁʠ課題ͦԲに取り

組đことはߋにʍяがある。この取組の期間で、高校生がどのようなこと

に関߮を持ってくれるのかয়đことができた。今後もこの取組を継続してい

くときに、どのようにřĭローするか、一ݭにやっていくためのĨťージを

み上ãることができた。今後は、もう１ステップ上を指してもらえたらࡩ

良いとדえている。 

 

（ँ委員）上天草のঁʠࡅがよくݎていると感じる。՝々ঁʠと学校の繋がりがқく、

⅐Ⅰ の活動が活発であったのを、発ਦਘにプロジīクトに組みんである。

これらの取組は、ঁʠの協力なくしてできない。生徒の研究にも、かなり多

くのঁʠの方たòが協力しているのがわかり、これが天草のએߡだと思う。

ঁʠと学校の繋がりが、この取組の継続により߶まっていくと感じた。また、

生徒研究発表でஒずըѨされていたのが、Ⅰ⅛Ⅰ など ⅖⅐T を活用したୖ法や

広で、îれらを高校生がたり前のようにڊおうとするړに感߮した。ঁ

ʠとの֚൪の中でも、中学生との֚൪が盛んであったことも、上天草のએߡ

とըえる。小中高の連携が人لのЄ൪に繋がっている、素晴らしい取組だと

3
4

をつくるのをݳ܊けしたい。ڦの会۲では、人֥൪ݎ問題に取り組んでいる。

なí人֥൪ݎしているかをדえるより、൪入する人を増やすためのٚڞをד

えることの方が大ڸだとדえている。どのようにすれば܃者が൪入しやすく

なるのか、またはೡってെるためのきっかけ作りをしたい。ඟえば高校生の

時に、ঁ ʠの人たò、ඟえばঁ՝企Ҵの۲長さんとのݎ会いをԚ՛しておけ

ば、ࠄ学などでঁ՝をൡれたとしても、「あの۲長さんどうしてるかな」と

いうのがきっかけでೡってくることもあると思う。îのような、きっかけö

くりが、学校の内からも、外からのきかけとしても、ஒവだと思う。 

 

（田中委員）౻ׄ市長のਃɾにあった、ӡき̼の活用について、ӝढਘにコţũŏティ

スŞースというਃɾをしていただいた。今のෝで大ڸだったのが、ঁ ʠと学

校がఐ々でݎ会いがދなかったが、òĘっとしたきっかけでݎ会いが生まれ

る、ഛऀ不૧なݎ会いが生まれる。ӱ౾ঁࠆというض΄で、「あったはずの

ತെ」と「ありえなかったեۢ」をઙきつけられた。ض΄がнこると、良く

ないこともたくさんнこるが、 îれをいかにポジティブにࣾえるかが大ࡲ

である。人は「いつもと同じ」がѽ߮ঁがいい。しかし、（Ĭıスパート生

徒のように）中学生にҡえに行くという、౾は面ੋܫいと思っていて

も、ポジティブにדえ、「やってやろう」とۋ௰を変えようとするʍ思があ

ると、プラスにいていく。Ѫࢆさんは܃者の力を信じ、܃者の̸૧ࡅをߧ

ばす活動をされていると感じた。 

 

（Ѫڣࢆ） 「ঁʠの方の協力なくして、ঁ方ࣅ生はできない。」とڦも思うので、「î

っòはîっòでやってよ」ではなく、学校もঁʠもみんなでॶԵしてやって

いくことはஒവだと思う。 

 

（田中委員）次は、ࢍൖ先生の「しんどかった」にޣਮをあてたい。コロナ禍でഫ々な

んだのがࠄఅが৴मする一方で、ѣにڸ ⅑Ⅵ だ。今日の会ђのように、Įン

ラĨンの会ђシステムやデジタルデŔĨスに対するビœĨンōがբってき

た。また、ث近の中高生のデジタルネĨティブぶりは、を見るものがあ

る。このあたりを、ټҴҡʡのことや高校生に期नするものをЎめて、ँ

委員にҡえてもらいたい。 

 

（ँ委員）ڦが理ڸ長をಳめる、⅛⅝⅜ 法人 ⅛⅒ⅥT ӱ౾の活動の一ϴで、大学生による

Ⅰ⅑⅔Êݎ前講座をۢڞしている。ӱ౾ނҴ高校などでは対面でۢڞしたが、

まん˺౫ڡਚ用の関係で、上天草高校はリŦートでのۢڞとなった。リŦー

トでのܘҴに不安を感じていたが、対面でのܘҴと全く変わらなかった。大

学生ࣺも高校ࣺも、入なݞや工夫をされたԵ果かもしれないが、「デジ

タルネĨティブ」や「ネットシチľン」のいうըളがեۢになっているとۢ

感した。ڸҴ報では、中学生との֚൪をෝされていたが、îれ以外のとこ

ろとも、ネットを活用して繋がってほしい。 

また、ఐのෝになるが、生徒の研究発表を見て、上天草高校の生徒は、ঁ

՝のことをよく知っていると思った。ټ௮や観光など、ঁ ՝のڳգを活用す

るだけでなく、ネットをڊってࢃਯ�ୖしていくところまでדえている。

デジタルシチľンの࠼では、ঁ 方とかੂ会とか関係なく、やる気が大ڸだ

と思う。ֲい、上天草はܹಱの方が協力ਘで、ঁʠ力があるといえる。ঁʠ

力があることで、高校生たòがঁʠの人たòと֚わり、人間力を身につけて

いくことに繋がっているので、この取組は今後も発ਦしていくと期नしてい

る。 

 

（田中委員）大人のʍ見をいてきたので、次は、生徒会長にʍ見をいてみたい。で

きれば、生徒会長としてではなく、ℿ 年間Ｋ＃Ａｍａｘに取り組んできた、

一生徒としてきたい。Θ学年でどのようなことをדえていたかҡえてくだ

さい。 

 

ࢁ） 生徒会長）中学生の時、അॕがたくさんいる上天草高校に行こうとԲめた。入

学すると上天草プロジīクトというܘҴがあり、Ĩチからۋ௰たòでビジネ

スプランをつくるので難しいと思っていた。 

 

（田中委員）「άしいことはあった
」 

 

ࢁ） 生徒会長）άしいことは���なくはないが、しんどかった。 

ℿ 年生になると、一度Ԛ՛したので、もっと߶いところまでדえることが

できるようになった。 

 

（田中委員）ࢁ 生徒会長のෝをいて、Ｋ＃Ａｍａｘが̱ࠄしているという̔܊え

を感じた。この取組の導入ݧは、１年生だけがഫ々な取組をやっていたの

で、時の�年生が「いいなÒ。ॕڦはやってないのに」とෝしていたのを

思いݎした。しかし、îの�年生もʆかったのが、「ॕڦは先だから、ۋ

௰たòでדえて、いろんなことにチャŰンジする。」とෝしていた。上天草

高校にはîういったチャŰンジをするੈ߉が՝々あったのだと思う。ࢄ೧学

̾が設していることで、ேড়高校にないʇ気がߖ成されていたのだと思

う。ނҴҡʡの大ࡲさをڸҴ報でෝされたが、ビジネスを学ぶということ

にঁʠというവ素をίけわせることで、ࢄ೧学̾でもேড়̾でもシナジー

֢果が生まれていると感じる。 
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スプランをつくるので難しいと思っていた。 

 

（田中委員）「άしいことはあった
」 

 

ࢁ） 生徒会長）άしいことは���なくはないが、しんどかった。 

ℿ 年生になると、一度Ԛ՛したので、もっと߶いところまでדえることが

できるようになった。 

 

（田中委員）ࢁ 生徒会長のෝをいて、Ｋ＃Ａｍａｘが̱ࠄしているという̔܊え

を感じた。この取組の導入ݧは、１年生だけがഫ々な取組をやっていたの

で、時の�年生が「いいなÒ。ॕڦはやってないのに」とෝしていたのを

思いݎした。しかし、îの�年生もʆかったのが、「ॕڦは先だから、ۋ

௰たòでדえて、いろんなことにチャŰンジする。」とෝしていた。上天草

高校にはîういったチャŰンジをするੈ߉が՝々あったのだと思う。ࢄ೧学

̾が設していることで、ேড়高校にないʇ気がߖ成されていたのだと思

う。ނҴҡʡの大ࡲさをڸҴ報でෝされたが、ビジネスを学ぶということ

にঁʠというവ素をίけわせることで、ࢄ೧学̾でもேড়̾でもシナジー

֢果が生まれていると感じる。 
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౾にঁʠを知るには、ťディアのೲζが大きいのと思いますが、ťディ

アとして、高校生を取لする中で気öいた、高校生の変̱などがあればҡえ
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（松ி委員）গ任時はこの取組の�年だったので、取لする生徒の受け੨えがしっか
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いかないので、ۃۋढが、どれだけ౾気をݎしているかが大ڸになってくる。
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は、高校のಥ力̱をどう࠘っていくۜࠄՑҡʡ委員会の高校ಥ力̱ࠞ（ڸ指導主౾ࡎ）

かを重ਮਘにおこなっているݮである。上天草市のқ力なŔックアップが

あってこîの、上天草高校の取組だということを重々感じている。上天草市

のように、౾気でŔックアップढࡁをࡈえているところの高校ほど、取組が

盛り上がっているとߋ々感じている。今後は、˭ 々学校とۃۋढがタッĴを

組んで取組をすることが大ڸになってくると思う。 

 

（田中委員）学校だけでできないことを、いかにঁʠに任せるかが重വで、学校とঁʠ
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をつくるのをݳ܊けしたい。ڦの会۲では、人֥൪ݎ問題に取り組んでいる。

なí人֥൪ݎしているかをדえるより、൪入する人を増やすためのٚڞをד

えることの方が大ڸだとדえている。どのようにすれば܃者が൪入しやすく

なるのか、またはೡってെるためのきっかけ作りをしたい。ඟえば高校生の

時に、ঁ ʠの人たò、ඟえばঁ՝企Ҵの۲長さんとのݎ会いをԚ՛しておけ

ば、ࠄ学などでঁ՝をൡれたとしても、「あの۲長さんどうしてるかな」と

いうのがきっかけでೡってくることもあると思う。îのような、きっかけö

くりが、学校の内からも、外からのきかけとしても、ஒവだと思う。 

 

（田中委員）౻ׄ市長のਃɾにあった、ӡき̼の活用について、ӝढਘにコţũŏティ

スŞースというਃɾをしていただいた。今のෝで大ڸだったのが、ঁ ʠと学

校がఐ々でݎ会いがދなかったが、òĘっとしたきっかけでݎ会いが生まれ

る、ഛऀ不૧なݎ会いが生まれる。ӱ౾ঁࠆというض΄で、「あったはずの

ತെ」と「ありえなかったեۢ」をઙきつけられた。ض΄がнこると、良く

ないこともたくさんнこるが、 îれをいかにポジティブにࣾえるかが大ࡲ

である。人は「いつもと同じ」がѽ߮ঁがいい。しかし、（Ĭıスパート生

徒のように）中学生にҡえに行くという、౾は面ੋܫいと思っていて

も、ポジティブにדえ、「やってやろう」とۋ௰を変えようとするʍ思があ

ると、プラスにいていく。Ѫࢆさんは܃者の力を信じ、܃者の̸૧ࡅをߧ

ばす活動をされていると感じた。 

 

（Ѫڣࢆ） 「ঁʠの方の協力なくして、ঁ方ࣅ生はできない。」とڦも思うので、「î

っòはîっòでやってよ」ではなく、学校もঁʠもみんなでॶԵしてやって

いくことはஒവだと思う。 

 

（田中委員）次は、ࢍൖ先生の「しんどかった」にޣਮをあてたい。コロナ禍でഫ々な

んだのがࠄఅが৴मする一方で、ѣにڸ ⅑Ⅵ だ。今日の会ђのように、Įン

ラĨンの会ђシステムやデジタルデŔĨスに対するビœĨンōがբってき

た。また、ث近の中高生のデジタルネĨティブぶりは、を見るものがあ

る。このあたりを、ټҴҡʡのことや高校生に期नするものをЎめて、ँ

委員にҡえてもらいたい。 

 

（ँ委員）ڦが理ڸ長をಳめる、⅛⅝⅜ 法人 ⅛⅒ⅥT ӱ౾の活動の一ϴで、大学生による

Ⅰ⅑⅔Êݎ前講座をۢڞしている。ӱ౾ނҴ高校などでは対面でۢڞしたが、

まん˺౫ڡਚ用の関係で、上天草高校はリŦートでのۢڞとなった。リŦー

トでのܘҴに不安を感じていたが、対面でのܘҴと全く変わらなかった。大

学生ࣺも高校ࣺも、入なݞや工夫をされたԵ果かもしれないが、「デジ

タルネĨティブ」や「ネットシチľン」のいうըളがեۢになっているとۢ

感した。ڸҴ報では、中学生との֚൪をෝされていたが、îれ以外のとこ

ろとも、ネットを活用して繋がってほしい。 

また、ఐのෝになるが、生徒の研究発表を見て、上天草高校の生徒は、ঁ

՝のことをよく知っていると思った。ټ௮や観光など、ঁ ՝のڳգを活用す

るだけでなく、ネットをڊってࢃਯ�ୖしていくところまでדえている。

デジタルシチľンの࠼では、ঁ 方とかੂ会とか関係なく、やる気が大ڸだ

と思う。ֲい、上天草はܹಱの方が協力ਘで、ঁʠ力があるといえる。ঁʠ

力があることで、高校生たòがঁʠの人たòと֚わり、人間力を身につけて

いくことに繋がっているので、この取組は今後も発ਦしていくと期नしてい

る。 

 

（田中委員）大人のʍ見をいてきたので、次は、生徒会長にʍ見をいてみたい。で

きれば、生徒会長としてではなく、ℿ 年間Ｋ＃Ａｍａｘに取り組んできた、

一生徒としてきたい。Θ学年でどのようなことをדえていたかҡえてくだ

さい。 

 

ࢁ） 生徒会長）中学生の時、അॕがたくさんいる上天草高校に行こうとԲめた。入

学すると上天草プロジīクトというܘҴがあり、Ĩチからۋ௰たòでビジネ

スプランをつくるので難しいと思っていた。 

 

（田中委員）「άしいことはあった
」 

 

ࢁ） 生徒会長）άしいことは���なくはないが、しんどかった。 

ℿ 年生になると、一度Ԛ՛したので、もっと߶いところまでדえることが

できるようになった。 

 

（田中委員）ࢁ 生徒会長のෝをいて、Ｋ＃Ａｍａｘが̱ࠄしているという̔܊え

を感じた。この取組の導入ݧは、１年生だけがഫ々な取組をやっていたの

で、時の�年生が「いいなÒ。ॕڦはやってないのに」とෝしていたのを

思いݎした。しかし、îの�年生もʆかったのが、「ॕڦは先だから、ۋ

௰たòでדえて、いろんなことにチャŰンジする。」とෝしていた。上天草

高校にはîういったチャŰンジをするੈ߉が՝々あったのだと思う。ࢄ೧学

̾が設していることで、ேড়高校にないʇ気がߖ成されていたのだと思

う。ނҴҡʡの大ࡲさをڸҴ報でෝされたが、ビジネスを学ぶということ

にঁʠというവ素をίけわせることで、ࢄ೧学̾でもேড়̾でもシナジー

֢果が生まれていると感じる。 
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ඝො３年度ӱ౾Ց上天草高੧学校ঁʠとの協による高੧学校ҡʡͲΩࠞڸࠄҴ 

़�ͧ運営指導委員 会ђෙ 

ඝො�年�Ը�日（ӎ） 

１３���"１��３� 

̍ ĮンラĨンţーティンĴによる開ة 

 

 者 ࡢ ݎ

運営指導委員 

౻ׄ ൰߽ 委員（上天草市長） 

 （ıャンパス長ܡਗ਼Ͷ大学ӑ） ూബ 委員י

ँ ཧ֡ 委員（ӱ౾ソřトĪīアℵφℶह表取ਉೲ۲長、ӱ౾ՑټҴҡʡ振興会会長） 

田中 ތ人 委員（ӱ౾大学 ӱ౾ࣅ生ࠞࠄ機׃ ঁʠ連携೧ ݘҡܘ） 

松ீ ׆ૡ 委員（ӱ౾日日߱۲上天草ڛҵ長） 

Ķスト 

Ѫࢆ ԏ ڣ（φې会۲ ⅝ⅎ⅙ ⅓⅙ⅎ⅔ↁ ह表取ਉೲ）ӱ౾ݎ身のեೲ大学生。長َでнҴ。 

Ⅲ⅟ⅎ）ڣ ʞ ͎Ͷو  （ۜࠄࠞ

Ցҡʡ委員会 

重̠ ছХ（ӱ౾Ցҡʡ Ց学校ҡʡҵ 高校ҡʡ課長） 

 （ڸ指導主 ۜࠄӱ౾Ցҡʡ Ց学校ҡʡҵ 高校ҡʡ課 高校ಥ力̱ࠞ）大ͤ ౾ࡎ

学校関係者 

 全ߠ員�生徒会長（ࢁ  ᚼൖ） 

内   容 

１．開会 

（１）Ցҡʡ委員会あいさつ（重̠課長） 

（�）校長あいさつ（田中校長） 

 

 ըݳ�および指導Ҵ成果報ڸ．�

 「ඝො３年度ڸҴ報」を研究主任がࡺೀ。 

  運営指導委員からの指導、ݳը。以̰はവڟ。 

（田中委員）「変えてはいけないものを܉るため、変えるべきものを変え、変わり続け

る」というřŰーľにすべてがұ݊されている。「これがڑまりだ」。という

気持òで、これまでの取組を（ڸҴ報として）振りచることができた。ࠩ

、りばめられていた。ըളにはなくてもٸにサスティナブルというըളがݨ

上天草高校の取組は、Ⅰ⅑⅔Êにしっかり֦きあっている。上天草高校での講

яでも、Ⅰ⅑⅔Êは不ʏと൪行で、変えなくていいものは変えなくていい、時

हに̔じて変えていくものを、ವ理なく変えていくことが大ڸであるとෝし

た。高校生に不ʏと൪行というըളは難しいと思ったが、このըളはབྷさ

れていてわかりやすい。これは、「く」「ෝす」「表եする」プロジīクト

という、人と人とが֚൪するときにஒവ不̸Աな３つവ素を、上天草高校の

ॡもができるようにするというדえのեれである。また、上天草のঁʠࣅ生

を担う߈として、͚ 々がࢶっていたのは、上天草高校生が小中学生のれ

の存在となり、上天草高校で学びたいと思った中学生が上天草高校に入学す

ることであった。これをいòࣗくۢեさせてくれた。（上天草のڔどもたò

に）高校まではॄۋからড়える上天草高校にড়ってもらい、大学などにࠄ学

し（上天草をൡれても）知識やщݏを持って上天草にаってくる、Є൪でき

る人لになってもらいたいとדえていたので、上天草高校の取組が、このよ

うにਦ開したことはТしい。 

 

の)のスパĨラル)にЉる、一番問題̱ࢸ͕、えるときにד生をࣅ方ঁ（委員י）

となったのが、ҡʡの問題であった。îこにܹもうとする大人たòが、͕ࢸ

̱によって「ڔҍのҡʡがòĔんとできるのだろうか」と不安をాくことが、

ののスパĨラルの一とされている。今ͧの（上天草高校の）よう̱ࢸ͕

な取組が、小中高の連携できòんとできるということが見えてくると、「ò

Ĕんと、ここでڔどものҡʡができる。」となり、正のスパĨラルにਬϩで

きる。՝々、上天草はϴҙもよく、ڳգもிなので、ҡʡとঁʠのએߡを

Եびつけることができれば、ঁ方ࣅ生のŦデルケースになりえる。 

 

（౻ׄ委員）ঁ ʠとの協というテーマは広く、どこにポĨントをאるかというのが、

大変だったと思う。しかし、高校生のカリıũラムで、ঁʠ課題ͦԲに取り

組đことはߋにʍяがある。この取組の期間で、高校生がどのようなこと

に関߮を持ってくれるのかয়đことができた。今後もこの取組を継続してい

くときに、どのようにřĭローするか、一ݭにやっていくためのĨťージを

み上ãることができた。今後は、もう１ステップ上を指してもらえたらࡩ

良いとדえている。 

 

（ँ委員）上天草のঁʠࡅがよくݎていると感じる。՝々ঁʠと学校の繋がりがқく、

⅐Ⅰ の活動が活発であったのを、発ਦਘにプロジīクトに組みんである。

これらの取組は、ঁʠの協力なくしてできない。生徒の研究にも、かなり多

くのঁʠの方たòが協力しているのがわかり、これが天草のએߡだと思う。

ঁʠと学校の繋がりが、この取組の継続により߶まっていくと感じた。また、

生徒研究発表でஒずըѨされていたのが、Ⅰ⅛Ⅰ など ⅖⅐T を活用したୖ法や

広で、îれらを高校生がたり前のようにڊおうとするړに感߮した。ঁ

ʠとの֚൪の中でも、中学生との֚൪が盛んであったことも、上天草のએߡ

とըえる。小中高の連携が人لのЄ൪に繋がっている、素晴らしい取組だと
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をつくるのをݳ܊けしたい。ڦの会۲では、人֥൪ݎ問題に取り組んでいる。

なí人֥൪ݎしているかをדえるより、൪入する人を増やすためのٚڞをד

えることの方が大ڸだとדえている。どのようにすれば܃者が൪入しやすく

なるのか、またはೡってെるためのきっかけ作りをしたい。ඟえば高校生の

時に、ঁ ʠの人たò、ඟえばঁ՝企Ҵの۲長さんとのݎ会いをԚ՛しておけ

ば、ࠄ学などでঁ՝をൡれたとしても、「あの۲長さんどうしてるかな」と

いうのがきっかけでೡってくることもあると思う。îのような、きっかけö

くりが、学校の内からも、外からのきかけとしても、ஒവだと思う。 

 

（田中委員）౻ׄ市長のਃɾにあった、ӡき̼の活用について、ӝढਘにコţũŏティ

スŞースというਃɾをしていただいた。今のෝで大ڸだったのが、ঁ ʠと学

校がఐ々でݎ会いがދなかったが、òĘっとしたきっかけでݎ会いが生まれ

る、ഛऀ不૧なݎ会いが生まれる。ӱ౾ঁࠆというض΄で、「あったはずの

ತെ」と「ありえなかったեۢ」をઙきつけられた。ض΄がнこると、良く

ないこともたくさんнこるが、 îれをいかにポジティブにࣾえるかが大ࡲ

である。人は「いつもと同じ」がѽ߮ঁがいい。しかし、（Ĭıスパート生

徒のように）中学生にҡえに行くという、౾は面ੋܫいと思っていて

も、ポジティブにדえ、「やってやろう」とۋ௰を変えようとするʍ思があ

ると、プラスにいていく。Ѫࢆさんは܃者の力を信じ、܃者の̸૧ࡅをߧ

ばす活動をされていると感じた。 

 

（Ѫڣࢆ） 「ঁʠの方の協力なくして、ঁ方ࣅ生はできない。」とڦも思うので、「î

っòはîっòでやってよ」ではなく、学校もঁʠもみんなでॶԵしてやって

いくことはஒവだと思う。 

 

（田中委員）次は、ࢍൖ先生の「しんどかった」にޣਮをあてたい。コロナ禍でഫ々な

んだのがࠄఅが৴मする一方で、ѣにڸ ⅑Ⅵ だ。今日の会ђのように、Įン

ラĨンの会ђシステムやデジタルデŔĨスに対するビœĨンōがբってき

た。また、ث近の中高生のデジタルネĨティブぶりは、を見るものがあ

る。このあたりを、ټҴҡʡのことや高校生に期नするものをЎめて、ँ

委員にҡえてもらいたい。 

 

（ँ委員）ڦが理ڸ長をಳめる、⅛⅝⅜ 法人 ⅛⅒ⅥT ӱ౾の活動の一ϴで、大学生による

Ⅰ⅑⅔Êݎ前講座をۢڞしている。ӱ౾ނҴ高校などでは対面でۢڞしたが、

まん˺౫ڡਚ用の関係で、上天草高校はリŦートでのۢڞとなった。リŦー

トでのܘҴに不安を感じていたが、対面でのܘҴと全く変わらなかった。大

学生ࣺも高校ࣺも、入なݞや工夫をされたԵ果かもしれないが、「デジ

タルネĨティブ」や「ネットシチľン」のいうըളがեۢになっているとۢ

感した。ڸҴ報では、中学生との֚൪をෝされていたが、îれ以外のとこ

ろとも、ネットを活用して繋がってほしい。 

また、ఐのෝになるが、生徒の研究発表を見て、上天草高校の生徒は、ঁ

՝のことをよく知っていると思った。ټ௮や観光など、ঁ ՝のڳգを活用す

るだけでなく、ネットをڊってࢃਯ�ୖしていくところまでדえている。

デジタルシチľンの࠼では、ঁ 方とかੂ会とか関係なく、やる気が大ڸだ

と思う。ֲい、上天草はܹಱの方が協力ਘで、ঁʠ力があるといえる。ঁʠ

力があることで、高校生たòがঁʠの人たòと֚わり、人間力を身につけて

いくことに繋がっているので、この取組は今後も発ਦしていくと期नしてい

る。 

 

（田中委員）大人のʍ見をいてきたので、次は、生徒会長にʍ見をいてみたい。で

きれば、生徒会長としてではなく、ℿ 年間Ｋ＃Ａｍａｘに取り組んできた、

一生徒としてきたい。Θ学年でどのようなことをדえていたかҡえてくだ

さい。 

 

ࢁ） 生徒会長）中学生の時、അॕがたくさんいる上天草高校に行こうとԲめた。入

学すると上天草プロジīクトというܘҴがあり、Ĩチからۋ௰たòでビジネ

スプランをつくるので難しいと思っていた。 

 

（田中委員）「άしいことはあった
」 

 

ࢁ） 生徒会長）άしいことは���なくはないが、しんどかった。 

ℿ 年生になると、一度Ԛ՛したので、もっと߶いところまでדえることが

できるようになった。 

 

（田中委員）ࢁ 生徒会長のෝをいて、Ｋ＃Ａｍａｘが̱ࠄしているという̔܊え

を感じた。この取組の導入ݧは、１年生だけがഫ々な取組をやっていたの

で、時の�年生が「いいなÒ。ॕڦはやってないのに」とෝしていたのを

思いݎした。しかし、îの�年生もʆかったのが、「ॕڦは先だから、ۋ

௰たòでדえて、いろんなことにチャŰンジする。」とෝしていた。上天草

高校にはîういったチャŰンジをするੈ߉が՝々あったのだと思う。ࢄ೧学

̾が設していることで、ேড়高校にないʇ気がߖ成されていたのだと思

う。ނҴҡʡの大ࡲさをڸҴ報でෝされたが、ビジネスを学ぶということ

にঁʠというവ素をίけわせることで、ࢄ೧学̾でもேড়̾でもシナジー

֢果が生まれていると感じる。 
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をつくるのをݳ܊けしたい。ڦの会۲では、人֥൪ݎ問題に取り組んでいる。

なí人֥൪ݎしているかをדえるより、൪入する人を増やすためのٚڞをד

えることの方が大ڸだとדえている。どのようにすれば܃者が൪入しやすく

なるのか、またはೡってെるためのきっかけ作りをしたい。ඟえば高校生の

時に、ঁ ʠの人たò、ඟえばঁ՝企Ҵの۲長さんとのݎ会いをԚ՛しておけ

ば、ࠄ学などでঁ՝をൡれたとしても、「あの۲長さんどうしてるかな」と

いうのがきっかけでೡってくることもあると思う。îのような、きっかけö

くりが、学校の内からも、外からのきかけとしても、ஒവだと思う。 

 

（田中委員）౻ׄ市長のਃɾにあった、ӡき̼の活用について、ӝढਘにコţũŏティ

スŞースというਃɾをしていただいた。今のෝで大ڸだったのが、ঁ ʠと学

校がఐ々でݎ会いがދなかったが、òĘっとしたきっかけでݎ会いが生まれ

る、ഛऀ不૧なݎ会いが生まれる。ӱ౾ঁࠆというض΄で、「あったはずの

ತെ」と「ありえなかったեۢ」をઙきつけられた。ض΄がнこると、良く

ないこともたくさんнこるが、 îれをいかにポジティブにࣾえるかが大ࡲ

である。人は「いつもと同じ」がѽ߮ঁがいい。しかし、（Ĭıスパート生

徒のように）中学生にҡえに行くという、౾は面ੋܫいと思っていて

も、ポジティブにדえ、「やってやろう」とۋ௰を変えようとするʍ思があ

ると、プラスにいていく。Ѫࢆさんは܃者の力を信じ、܃者の̸૧ࡅをߧ

ばす活動をされていると感じた。 

 

（Ѫڣࢆ） 「ঁʠの方の協力なくして、ঁ方ࣅ生はできない。」とڦも思うので、「î

っòはîっòでやってよ」ではなく、学校もঁʠもみんなでॶԵしてやって

いくことはஒവだと思う。 

 

（田中委員）次は、ࢍൖ先生の「しんどかった」にޣਮをあてたい。コロナ禍でഫ々な

んだのがࠄఅが৴मする一方で、ѣにڸ ⅑Ⅵ だ。今日の会ђのように、Įン

ラĨンの会ђシステムやデジタルデŔĨスに対するビœĨンōがբってき

た。また、ث近の中高生のデジタルネĨティブぶりは、を見るものがあ

る。このあたりを、ټҴҡʡのことや高校生に期नするものをЎめて、ँ

委員にҡえてもらいたい。 

 

（ँ委員）ڦが理ڸ長をಳめる、⅛⅝⅜ 法人 ⅛⅒ⅥT ӱ౾の活動の一ϴで、大学生による

Ⅰ⅑⅔Êݎ前講座をۢڞしている。ӱ౾ނҴ高校などでは対面でۢڞしたが、

まん˺౫ڡਚ用の関係で、上天草高校はリŦートでのۢڞとなった。リŦー

トでのܘҴに不安を感じていたが、対面でのܘҴと全く変わらなかった。大

学生ࣺも高校ࣺも、入なݞや工夫をされたԵ果かもしれないが、「デジ

タルネĨティブ」や「ネットシチľン」のいうըളがեۢになっているとۢ

感した。ڸҴ報では、中学生との֚൪をෝされていたが、îれ以外のとこ

ろとも、ネットを活用して繋がってほしい。 

また、ఐのෝになるが、生徒の研究発表を見て、上天草高校の生徒は、ঁ

՝のことをよく知っていると思った。ټ௮や観光など、ঁ ՝のڳգを活用す

るだけでなく、ネットをڊってࢃਯ�ୖしていくところまでדえている。

デジタルシチľンの࠼では、ঁ 方とかੂ会とか関係なく、やる気が大ڸだ

と思う。ֲい、上天草はܹಱの方が協力ਘで、ঁʠ力があるといえる。ঁʠ

力があることで、高校生たòがঁʠの人たòと֚わり、人間力を身につけて

いくことに繋がっているので、この取組は今後も発ਦしていくと期नしてい

る。 

 

（田中委員）大人のʍ見をいてきたので、次は、生徒会長にʍ見をいてみたい。で

きれば、生徒会長としてではなく、ℿ 年間Ｋ＃Ａｍａｘに取り組んできた、

一生徒としてきたい。Θ学年でどのようなことをדえていたかҡえてくだ

さい。 

 

ࢁ） 生徒会長）中学生の時、അॕがたくさんいる上天草高校に行こうとԲめた。入

学すると上天草プロジīクトというܘҴがあり、Ĩチからۋ௰たòでビジネ

スプランをつくるので難しいと思っていた。 

 

（田中委員）「άしいことはあった
」 

 

ࢁ） 生徒会長）άしいことは���なくはないが、しんどかった。 

ℿ 年生になると、一度Ԛ՛したので、もっと߶いところまでדえることが

できるようになった。 

 

（田中委員）ࢁ 生徒会長のෝをいて、Ｋ＃Ａｍａｘが̱ࠄしているという̔܊え

を感じた。この取組の導入ݧは、１年生だけがഫ々な取組をやっていたの

で、時の�年生が「いいなÒ。ॕڦはやってないのに」とෝしていたのを

思いݎした。しかし、îの�年生もʆかったのが、「ॕڦは先だから、ۋ

௰たòでדえて、いろんなことにチャŰンジする。」とෝしていた。上天草

高校にはîういったチャŰンジをするੈ߉が՝々あったのだと思う。ࢄ೧学

̾が設していることで、ேড়高校にないʇ気がߖ成されていたのだと思

う。ނҴҡʡの大ࡲさをڸҴ報でෝされたが、ビジネスを学ぶということ

にঁʠというവ素をίけわせることで、ࢄ೧学̾でもேড়̾でもシナジー

֢果が生まれていると感じる。 
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（田中委員）先生はいらないんじĔないかと思うほど、大学生は活する。ࡦ、̓ːの

َঁӔに学生を連れて入っていた。大学生が入るとঁ՝の人ॕはОばれる

が、大学生よりもঁ՝の人たòが՝気になったのは、ఈ校がԲまっていた̓

ː高校の生徒がまòöくりに参加してくれたことだった。୨らがやっていた

ことを中学生がʲき継いで、ŠランティアİĨōをやっている。ऒݨからെ

てどこかに行ってしまう大学生よりも、ঁ ՝の中高生が Ⅲターン人لとなる

̸૧ࡅが高い。îういったʍ味でも、上天草高校生がঁ՝の活動に参加する

ʍяは大きい。Ѫࢆさんも長َでたくさんのԚ՛をࡩんでもらって、ӱ౾に

аってきてもらえたらと思う。 

 

（Ѫڣࢆ ）ঁ方をݎることは「ɥ」ではない。ൡれてからこî学ぶことも多い。ۋڦ

身も、ҡʡ学で先生になるつもりだったのに、まさかнҴすることになる

とはדえていなかった。ӱ౾から長َにെて、ӱ౾の良さも長َの良さも学

べ、長َも̔˽しつつ、ӱ౾にೡった時にহࢇできるϴҙがあれば、ೡって

െやすいと思う。 

 

（田中委員）では、先生ह表で߳ࢆ研究主任にもෝをきたい。 

 

（研究主任）３年間このڸҴに関わり、生徒とともに成長できた。このڸҴを継続�

発ਦさせるために、܉るべきものを大ࡲにしながら、変えるべきものを変え

ていきたい。３年間主任をಳめたので、െ年からはۋ௰が主任として、こ

の取組をさせたい。 

 

（田中委員）ڦは、サスティナブルとは変わり続けることだとըっている。全く変わら

ないということは、全く不ࢩۋなことである。時हが変わるごとに変えてい

く、îの時に不ʏと൪行を見ҷめるஒവがある。変えなくていいことである

߹ࠫのようなものは変えないが、൪行のところは、時हにわせて変えてい

くことが、౾のʍ味でのサスティナブルだと思う。 

⅘ℰⅎⅻⅯↆ の߱しいıャッチřŰーľに「サスティナブル」が入っている。こ

れは、上天草高校が取組をࠄめる中でßݎしたըളだと思う。ե在、上天

草高校にҼಳされている先生方が、ऒの学校にਬҼし、îのঁʠにあった

⅘ℰⅎⅻⅯↆ のサスティナブルをۢڞしていくことを期नしている。 

 

（՝田 ¡）ݧ年度は、ঁʠとどのように繋がっていくか܊१りだった。さらに、研究

主任たòが苦労したのが、上天草高校のߠ員にڸҴの内容をਯえることだっ

たと思う。学校の先生の生徒に対する任感がかなりқい。१究というのは

正ͦがない活動だが、先生方は入なݞで正ͦを用ʍしようとする。しか

し、ݞをしすßてŰールをいてしまうと、ۋな発࣑が生まれにくくな

るので、ୄ࣬するようにしてくださいとਯえた。îれを「͚々が܊を଼いて

いる」とࣾえた方もいたが、３年間の取組で理ͦしていただけたと思う。こ

のように、上天草高校の先生方が、१究に対する理ͦを߶めたことが、上天

草高校の取組がサスティナブルに繋がっていく़一దになったと思う。 

また、上天草高校ではこの取組がたり前になったので、なíこれに取り

組んでいるのか、わからない生徒がでている。次年度は、もう一度「なí取

り組んでいるのか」しっかりとࡺೀしたいと思っている。 

 

（田中委員）「今ココ�」を学んでいる人にۈすことは、ߋに重വなことである。ವ͚

中でࠄんでいると、今のۋ௰のòʄঈを見ۚってしまう。「あなたは今

ココにいますよ。」とか、「ココにെるまでの͕ਈを見ৎîう。どんなことを

したからココにいるの
」をדえさせる。വは振りచりの時間であり、内ަ

の時間でもある。今ۋ௰がっているところをΠ認することが大ڸである。 

また、（上天草高校のߠ員について）⅘ℰⅎⅻⅯↆ を３年間やって、先生方には

îれïれ学びがあったはずである。中には「もっと良い方法がある。」と思

っている、େ対だとըっている先生がいることも大ڸなことで、ವ関߮が一

番よくない。⅘ℰⅎⅻⅯↆ にେ対の先生がいるのであれば、îれはîれで価ॿがあ

ると思う。ɞのେ対はವ関߮というըളがあるように、̳ もדえずお仕ڸਘ

にやっていたら、つまらない３年になっていたはずである。上天草高校にい

るのなら、やらないとएだとか、せっかくだからやってみようという、チャ

Űンジのͨが、このԵ果に繋がっていると思う。 

 

（՝田 ¡）͚々担者にとって、このڸҴの「今ココ�」をۈしていただいたのが、

運営指導委員会とコンソーシアムであった。એに、運営指導委員の皆ഫは、

Θ௰೮のࢄ೧̼であり、ഫ々なΣ度からいただいたごʍ見のひとつひとつが、

していただいたと思っている。先ਈも߷しۈ௰のっている座ஞをೀΠにۋ

ましたが、ここからがݎ発だと思っている。このݎ発ਮを定めていただいた

運営指導員の皆ഫには、今後もごݳըますようお願いします。 

 

�．ఈ会 

（１）校長あいさつ（田中校長） 

（�）Ցҡʡ委員会謝辞（重̠課長） 
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がևいに̸૧ࡅを֚ϩすることが大ڸである。これはひとつのহࢇで、ҡʡ

には生徒の前でۚ૾できないというੈがあるので、એにҡʡはহࢇしöら

い。îこのΞをいかにるかが大ࡲである。 

ここで、一番の苦労人である՝田さんにきたいのだが、⅀年間でࢶって

いたことをෝしてほしい。 

 

（՝田 ¡）ঁ ʠおこしをੳまえた上で、高校でのコーディネートの仕ڸをʲき受けた。

上天草高校の生徒がމെֲせになるための、どのような生きる力を身につけ

るべきかדえて活動してきた。まず、３年間この取組をԚ՛した生徒たòは、

上天草の大人たòとたくさんߢれったので、大人ϧれしたとըえる。ۋ௰

が思っていることを、しっかりਯえることができる生徒が増えたので、面ࡴ

ঁ。՛੧でも௮怖じすることなくෝすことができたといているڰ ʠの大人

と小さい؆にോんだ思いݎのあるڔの方が、ঁ ՝にೡってくるというデータ

もあるといているので、މെ上天草のリーńーになるべくೡってきてほし

いと思います。また、ேড়̾や̾ڥの生徒も、ނҴҡʡとして、ビジネス

にߢれる機会をઌたので、ビジネスのדえ方が、人生におけるĿーřティー

ネットの一つになったのではないかと思う。 

 

（田中委員）՝田さんは、外人لとして学校の中に入って活されている。これは、

先生方との関係を、うまくされていることが、ポĨントだと思っている。「学

校を変えてやろう。」という外人لは、೮߮を持ってプロジīクトにඓđ

なのは先生である。「外からെࡲも大ثが多いが、学校を変えるために߈

た人は、îの間だけやればいいが、ߠॕڦ員はずっとやらなければいけない

んだから���」や、ঁʠの人は生徒にɳだけあãていいЙすればいいんだ

から���」と、「ॕڦはॕڦ」になるとうまく行かない。先生たòが౾に

変わろうと思わなければ、⅘ℰⅎⅻⅯↆ はサスティナブルになれない。でも、îれ

がうまくいっているので、上天草高校でҼಳしたいとדえるҡڗは増えるの

ではないかとדえている。 

îのあたりを、܃い؆に前身の大೮高校にҼಳされ、校長として上天草

にೡってこられた田中校長先生に、߈ߠとしての上天草高校やঁʠからの期

नについてきたい。 

 

（田中校長）３�年近く前にҼಳしていた؆と今とでは、ঁʠの方や上天草市の行ࡇの

方が持っている、このঁʠのತെに関する危機感がʛうと感じる。今は、こ

のঁʠのމെが、౾校にίかっているというۢࡲな期नを持って、ܞʇの

方々が౾校をڛ˽してもらっていることを感じる。౾校としては、学校外か

らഫ々な方が日々െられるので、ড়しがよくなっているというによらえ

ている。 

 

（田中委員）まòöくりをやっていて、౾にࡲʿћまった人が一番Иる。ऒ人ڸに

なっている人は、֥だけになりがòで、̳もやらないことが多いと感じる。

౾に؈っている人の課題ͦԲをすることが、まòöくりにとって、すごく

大ڸだと思っている。ࡲʿћまっているとדえるからこî、ঁ ʠのತെと学

校のತെを重þわせ、ދない人ਘڳգで、一期一会を大ڸにして活動すべ

きである。上天草市と上天草高校の取組は、ҡʡの߈であると同時に、ঁ方

 。であるといえる߈生のࣅ

生徒研究発表にも参加したوʞڣに、この取組や天草ঁʠについてきた

い。 

 

は小学校�⒊�年生の間、ѻ߶にܹんでいた。ӱ౾市からʲっ˱した時ڦ （ڣʞو）

は、不జで方ըもދしʛうので不安だった。３年間యらしてѻ߶をൡれたが、

がわかるといڔに̳かする、ඕの人のഫݭりに参加したり、（ঁʠで）一ػ

ったことが、ऎかったというのが、今になってわかる。ܻ数年ぶりにれた

とき、小学校がなくなっている、人がբっている、Ͷでകんでいる人がいな

いというԔをのたりにし、܄しい気持òになった。「よかったと思え

るこのݨ߈を、続けていきたい。」とИっている人たòもいる。îのよう

な人たòの思いが、行動や、ۢ りに繋がるものになっていったらいいと思っ

ている。 

։前中の生徒発表会に参加させていただき、高校生がここまでۋ௰でדえ、

ৄべることができたことに感߮している。高校生は、学ܪのࠄめ方�学び方

を大学からਃҍしてもらう。îの知識を՝に、高校生が中学生にアōŔĨス

する。このように知のݙϴや知をΟઌしていく方法が繋がっていくと、上天

草にೡってെたいという動機であったり、ೡってきたときのПを、多くの

人が持てるようになると思った。 

 

（田中委員）Ѫࢆさんも、։前中の発表をご覧になっていたので、ここまでのђේをЎ

め、上天草高校の取組をどう思うかきたい。 

 

（Ѫڣࢆ ）先日、˭߇াのビジネスプランコンテストにݎしていただき、îこでӱ౾

の課題などをおきした。大学生と高校生の֚わりで、߱ しいことが生まれ

るのではないかとדえている。îれがきっかけでڸҴをнこすこともדえら

れる。大学の先生であるי委員や田中委員だけでなく、学生も一ݭに高校

に入っていくことで、より多ഫなアĨデアがݎるようになるのではないか。

 。身もෝに参加したいと思ったۋ௰ۋ
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（田中委員）先生はいらないんじĔないかと思うほど、大学生は活する。ࡦ、̓ːの

َঁӔに学生を連れて入っていた。大学生が入るとঁ՝の人ॕはОばれる

が、大学生よりもঁ՝の人たòが՝気になったのは、ఈ校がԲまっていた̓

ː高校の生徒がまòöくりに参加してくれたことだった。୨らがやっていた

ことを中学生がʲき継いで、ŠランティアİĨōをやっている。ऒݨからെ

てどこかに行ってしまう大学生よりも、ঁ ՝の中高生が Ⅲターン人لとなる

̸૧ࡅが高い。îういったʍ味でも、上天草高校生がঁ՝の活動に参加する

ʍяは大きい。Ѫࢆさんも長َでたくさんのԚ՛をࡩんでもらって、ӱ౾に

аってきてもらえたらと思う。 

 

（Ѫڣࢆ ）ঁ方をݎることは「ɥ」ではない。ൡれてからこî学ぶことも多い。ۋڦ

身も、ҡʡ学で先生になるつもりだったのに、まさかнҴすることになる

とはדえていなかった。ӱ౾から長َにെて、ӱ౾の良さも長َの良さも学

べ、長َも̔˽しつつ、ӱ౾にೡった時にহࢇできるϴҙがあれば、ೡって

െやすいと思う。 

 

（田中委員）では、先生ह表で߳ࢆ研究主任にもෝをきたい。 

 

（研究主任）３年間このڸҴに関わり、生徒とともに成長できた。このڸҴを継続�

発ਦさせるために、܉るべきものを大ࡲにしながら、変えるべきものを変え

ていきたい。３年間主任をಳめたので、െ年からはۋ௰が主任として、こ

の取組をさせたい。 

 

（田中委員）ڦは、サスティナブルとは変わり続けることだとըっている。全く変わら

ないということは、全く不ࢩۋなことである。時हが変わるごとに変えてい

く、îの時に不ʏと൪行を見ҷめるஒവがある。変えなくていいことである

߹ࠫのようなものは変えないが、൪行のところは、時हにわせて変えてい

くことが、౾のʍ味でのサスティナブルだと思う。 

⅘ℰⅎⅻⅯↆ の߱しいıャッチřŰーľに「サスティナブル」が入っている。こ

れは、上天草高校が取組をࠄめる中でßݎしたըളだと思う。ե在、上天

草高校にҼಳされている先生方が、ऒの学校にਬҼし、îのঁʠにあった

⅘ℰⅎⅻⅯↆ のサスティナブルをۢڞしていくことを期नしている。 

 

（՝田 ¡）ݧ年度は、ঁʠとどのように繋がっていくか܊१りだった。さらに、研究

主任たòが苦労したのが、上天草高校のߠ員にڸҴの内容をਯえることだっ

たと思う。学校の先生の生徒に対する任感がかなりқい。१究というのは

正ͦがない活動だが、先生方は入なݞで正ͦを用ʍしようとする。しか

し、ݞをしすßてŰールをいてしまうと、ۋな発࣑が生まれにくくな

るので、ୄ࣬するようにしてくださいとਯえた。îれを「͚々が܊を଼いて

いる」とࣾえた方もいたが、３年間の取組で理ͦしていただけたと思う。こ

のように、上天草高校の先生方が、१究に対する理ͦを߶めたことが、上天

草高校の取組がサスティナブルに繋がっていく़一దになったと思う。 

また、上天草高校ではこの取組がたり前になったので、なíこれに取り

組んでいるのか、わからない生徒がでている。次年度は、もう一度「なí取

り組んでいるのか」しっかりとࡺೀしたいと思っている。 

 

（田中委員）「今ココ�」を学んでいる人にۈすことは、ߋに重വなことである。ವ͚

中でࠄんでいると、今のۋ௰のòʄঈを見ۚってしまう。「あなたは今

ココにいますよ。」とか、「ココにെるまでの͕ਈを見ৎîう。どんなことを

したからココにいるの
」をדえさせる。വは振りచりの時間であり、内ަ

の時間でもある。今ۋ௰がっているところをΠ認することが大ڸである。 

また、（上天草高校のߠ員について）⅘ℰⅎⅻⅯↆ を３年間やって、先生方には

îれïれ学びがあったはずである。中には「もっと良い方法がある。」と思

っている、େ対だとըっている先生がいることも大ڸなことで、ವ関߮が一

番よくない。⅘ℰⅎⅻⅯↆ にେ対の先生がいるのであれば、îれはîれで価ॿがあ

ると思う。ɞのେ対はವ関߮というըളがあるように、̳ もדえずお仕ڸਘ

にやっていたら、つまらない３年になっていたはずである。上天草高校にい

るのなら、やらないとएだとか、せっかくだからやってみようという、チャ

Űンジのͨが、このԵ果に繋がっていると思う。 

 

（՝田 ¡）͚々担者にとって、このڸҴの「今ココ�」をۈしていただいたのが、

運営指導委員会とコンソーシアムであった。એに、運営指導委員の皆ഫは、

Θ௰೮のࢄ೧̼であり、ഫ々なΣ度からいただいたごʍ見のひとつひとつが、

していただいたと思っている。先ਈも߷しۈ௰のっている座ஞをೀΠにۋ

ましたが、ここからがݎ発だと思っている。このݎ発ਮを定めていただいた

運営指導員の皆ഫには、今後もごݳըますようお願いします。 

 

�．ఈ会 

（１）校長あいさつ（田中校長） 

（�）Ցҡʡ委員会謝辞（重̠課長） 
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がևいに̸૧ࡅを֚ϩすることが大ڸである。これはひとつのহࢇで、ҡʡ

には生徒の前でۚ૾できないというੈがあるので、એにҡʡはহࢇしöら

い。îこのΞをいかにるかが大ࡲである。 

ここで、一番の苦労人である՝田さんにきたいのだが、⅀年間でࢶって

いたことをෝしてほしい。 

 

（՝田 ¡）ঁ ʠおこしをੳまえた上で、高校でのコーディネートの仕ڸをʲき受けた。

上天草高校の生徒がމെֲせになるための、どのような生きる力を身につけ

るべきかדえて活動してきた。まず、３年間この取組をԚ՛した生徒たòは、

上天草の大人たòとたくさんߢれったので、大人ϧれしたとըえる。ۋ௰

が思っていることを、しっかりਯえることができる生徒が増えたので、面ࡴ

ঁ。՛੧でも௮怖じすることなくෝすことができたといているڰ ʠの大人

と小さい؆にോんだ思いݎのあるڔの方が、ঁ ՝にೡってくるというデータ

もあるといているので、މെ上天草のリーńーになるべくೡってきてほし

いと思います。また、ேড়̾や̾ڥの生徒も、ނҴҡʡとして、ビジネス

にߢれる機会をઌたので、ビジネスのדえ方が、人生におけるĿーřティー

ネットの一つになったのではないかと思う。 

 

（田中委員）՝田さんは、外人لとして学校の中に入って活されている。これは、

先生方との関係を、うまくされていることが、ポĨントだと思っている。「学

校を変えてやろう。」という外人لは、೮߮を持ってプロジīクトにඓđ

なのは先生である。「外からെࡲも大ثが多いが、学校を変えるために߈

た人は、îの間だけやればいいが、ߠॕڦ員はずっとやらなければいけない

んだから���」や、ঁʠの人は生徒にɳだけあãていいЙすればいいんだ

から���」と、「ॕڦはॕڦ」になるとうまく行かない。先生たòが౾に

変わろうと思わなければ、⅘ℰⅎⅻⅯↆ はサスティナブルになれない。でも、îれ

がうまくいっているので、上天草高校でҼಳしたいとדえるҡڗは増えるの

ではないかとדえている。 

îのあたりを、܃い؆に前身の大೮高校にҼಳされ、校長として上天草

にೡってこられた田中校長先生に、߈ߠとしての上天草高校やঁʠからの期

नについてきたい。 

 

（田中校長）３�年近く前にҼಳしていた؆と今とでは、ঁʠの方や上天草市の行ࡇの

方が持っている、このঁʠのತെに関する危機感がʛうと感じる。今は、こ

のঁʠのމെが、౾校にίかっているというۢࡲな期नを持って、ܞʇの

方々が౾校をڛ˽してもらっていることを感じる。౾校としては、学校外か

らഫ々な方が日々െられるので、ড়しがよくなっているというによらえ

ている。 

 

（田中委員）まòöくりをやっていて、౾にࡲʿћまった人が一番Иる。ऒ人ڸに

なっている人は、֥だけになりがòで、̳もやらないことが多いと感じる。

౾に؈っている人の課題ͦԲをすることが、まòöくりにとって、すごく

大ڸだと思っている。ࡲʿћまっているとדえるからこî、ঁ ʠのತെと学

校のತെを重þわせ、ދない人ਘڳգで、一期一会を大ڸにして活動すべ

きである。上天草市と上天草高校の取組は、ҡʡの߈であると同時に、ঁ方

 。であるといえる߈生のࣅ

生徒研究発表にも参加したوʞڣに、この取組や天草ঁʠについてきた

い。 

 

は小学校�⒊�年生の間、ѻ߶にܹんでいた。ӱ౾市からʲっ˱した時ڦ （ڣʞو）

は、不జで方ըもދしʛうので不安だった。３年間యらしてѻ߶をൡれたが、

がわかるといڔに̳かする、ඕの人のഫݭりに参加したり、（ঁʠで）一ػ

ったことが、ऎかったというのが、今になってわかる。ܻ数年ぶりにれた

とき、小学校がなくなっている、人がբっている、Ͷでകんでいる人がいな

いというԔをのたりにし、܄しい気持òになった。「よかったと思え

るこのݨ߈を、続けていきたい。」とИっている人たòもいる。îのよう

な人たòの思いが、行動や、ۢ りに繋がるものになっていったらいいと思っ

ている。 

։前中の生徒発表会に参加させていただき、高校生がここまでۋ௰でדえ、

ৄべることができたことに感߮している。高校生は、学ܪのࠄめ方�学び方

を大学からਃҍしてもらう。îの知識を՝に、高校生が中学生にアōŔĨス

する。このように知のݙϴや知をΟઌしていく方法が繋がっていくと、上天

草にೡってെたいという動機であったり、ೡってきたときのПを、多くの

人が持てるようになると思った。 

 

（田中委員）Ѫࢆさんも、։前中の発表をご覧になっていたので、ここまでのђේをЎ

め、上天草高校の取組をどう思うかきたい。 

 

（Ѫڣࢆ ）先日、˭߇াのビジネスプランコンテストにݎしていただき、îこでӱ౾

の課題などをおきした。大学生と高校生の֚わりで、߱ しいことが生まれ

るのではないかとדえている。îれがきっかけでڸҴをнこすこともדえら

れる。大学の先生であるי委員や田中委員だけでなく、学生も一ݭに高校

に入っていくことで、より多ഫなアĨデアがݎるようになるのではないか。

 。身もෝに参加したいと思ったۋ௰ۋ
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（小田委員）大学も高校生の研究に協力をࡣしまない。リŦートでのコţũŏケーシ

ョンも̸૧なので̉൴なく知らせてほしい。大学には、౾に多多ഫな

人لが学生もЎめているので、生徒の研究にせた人لをޮͤできると

思う。 

（松尾委員）ঁʠ人لのಾఱ（データŝース）をつくるなどすれば、学校とのマッチ

ンĴがうまくいくのではないか。ѣに生徒の研究内容をまとめることが

できれば、協力できる内容を見つけやすい。 

３．開会 

（１）会長謝辞（田中校長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ඝො３年度上天草ಥ力̱コンソーシアム़�ͧ委員会ђڸෙ 

（ඝො３年度上天草高校学校運営協ђ会との同開ة） 

 

ඝො�年（����年）�Ը１�日（） 

１����"１���� 

ĮンラĨンţーティンĴでの開ة 

 者 ࡢ ݎ

コンソーシアム委員  

Ȏ͊ ଘ f  上天草市 企画ٚࡇ 長 

                 ह理�上天草市 企画ٚࡇ 企画ٚࡇ課 Ѫَ ڣ 

ȏ前方 正広f  上天草市 Ԛص振興 観光おもてなし課 課長 

Ȑ松尾 ߧૡ    上天草市 ࣣಳ企画 危機管理情報課 課長 

ȑݽ ̰ٵ一f  上天草市ҡʡ委員会 ҡʡ委員 

Ȓג ࠽作f  上天草市ҡʡ委員会 学ಳ課 課長 

Ȕ須中 一ѥf 天草市۲会ڥ協ђ会 ঁʠڥ課長నؘ 

șͻࢆ ॊج   天草ケーブルネットワーク ťディアڸҴ 長 

Ț 光׆f  上天草市大೮中学校 校長 

ț重̠ ছХ    ӱ౾Ցҡʡ委員会 高校ҡʡ課 課長 

        ह理�ӱ౾Ցҡʡ委員会 高校ಥ力̱ࠞۜࠄ 指導主ࡎ ڸ౾ 大ͤ ڣ 

Ȝ՝田 ഋе   上天草高校 カリıũラム開発੧ࢄ೧̼ 

ȝ田中  f  上天草高校 校長 

fʭは学校運営協ђ会委員とのԽ任 

（Աࡢ） 

ȍ小田 ߮一 ਗ਼Ͷ大学 ↸↖↲↛↤↩↢⇆↛↨⇊ӱ౾↡↸↔↩↻↴↜↨⇊↘↜ 

ȓ志ऐ ݑො 上天草市ނ工会 ࣣಳ課長 

ȕ࠳౾ Լ一 天草ුڏ観光協会 ڸಳҵ長 

Ȗࠟ೮ ൲ֲ あまくさ૪Ҵ協同組 大೮ࣣιݨڛ ݨڛ長 

ȗ౮̠ ܦஸ    天草҇Ҵ協同組 上天草ࣣݨڛࣣ ݨڛ長 

Ș田 બॽ  上天草市Ӕ長連会 会長 

以上１�人中１１人ࡢݎ 

学校運営協ђ会委員  

౮̠ ત広    （φ）ঁʠのチカラ ह表取ਉೲ（上天草市コーディネーター） 

 ড়      上天草市松中学校 校長ࡲ

中೮ ࡓк   上天草市ਾ小学校 校長 

 

 上天草高校関係者 

   田ҡ、೮َڸಳ長、ࢍൖ研究主任、߳ࢆ研究主任 
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ඝො３年度上天草ಥ力̱コンソーシアム़１ͧ委員会ђڸෙ 

ඝො３年（���１年）�Ը�日（ӎ） 

１����"１���� 

̍ 上天草高校学ۜܪ� 

 

 者 ࡢ ݎ

コンソーシアム委員  

ȍ小田 ߮一    ਗ਼Ͷ大学 řīŏックスカŰッジӱ౾Įřィス マネージャー 

Ȏ͊ ଘ    上天草市 企画ٚࡇ 長 

                 ࠩ行�上天草市 企画ٚࡇ 企画ٚࡇ課 Ѫَ ڣ 

ȏ前方 正広    上天草市 Ԛص振興 観光おもてなし課 課長 

Ȑ松尾 ߧૡ    上天草市 ࣣಳ企画 危機管理情報課 課長 

ȑݽ ̰ٵ一    上天草市ҡʡ委員会 ҡʡ委員 

Ȓג ࠽作    上天草市ҡʡ委員会 学ಳ課 課長 

ȓ志ऐ ݑො   上天草市ނ工会 ࣣಳ課長 

ȕ࠳౾ Լ一    天草ුڏ観光協会 ڸಳҵ長 

Ȗࠟ೮ ൲ֲ    あまくさ૪Ҵ協同組 大೮ࣣιݨڛ ݨڛ長 

șͻࢆ ॊج   天草ケーブルネットワーク ťディアڸҴ 長 

Ț 光׆    上天草市大೮中学校 校長 

ț重̠ ছХ    ӱ౾Ցҡʡ委員会 高校ҡʡ課 課長  

ȝ田中     上天草高校 校長 

（Աࡢ） 

Ȕ須中 一ѥ  上天草市۲会ڥ協ђ会 ঁʠڥ課長నؘ 

ȗ౮̠ ܦஸ   天草҇Ҵ協同組 上天草ࣣݨڛࣣ ݨڛ長 

Ș田 બॽ 上天草市Ӕ長連会 会長 

Ȝ՝田 ഋе  上天草高校 カリıũラム開発੧ࢄ೧̼ 

以上１�人中１⅁ 人ࡢݎ 

 

高校ҡʡ課 

ҵ ܧࢁ  高校ಥ力̱ࠞۜࠄ 主Ϥ 

 ڸ指導主 ۜࠄ大ͤ   高校ಥ力̱ࠞ ౾ࡎ

 

 上天草高校関係者 

   田ҡ、೮َڸಳ長、ࢍൖ研究主任 

 

 

 

内   容 

 

１．開会 

（１）ӱ౾Ցҡʡ委員会ɟ٤（重̠課長） 

（�）委֚ߑߘ 

 ղޮͤۋ者ࡢݎ（３）

（�）会長ݎࢠ 

    重̠課長から、上天草高校田中校長のࠞ࢜ h ޑ認 

（�）会長ɟ٤（田中校長） 

 

�．協ђ 

（１）ඝො�年度ڸҴ報 

（�）設定したஞのߑ্ࠄң 

（３）ඝො３年度ڸҴԡ画 

     まとめて研究主任ࢍൖが·വをࡺೀ。 

 

ۡэおよび協ђ 

ঁ（ஞ設定にある）（委員࠽） ՝ĉのߠܠ��Sに対して、œローワークとの連携

などの取り組みは行われているか。 

（田中校長）œローワークとのએఐな連携はしていない。 

（研究主任）ඟえば、上天草市ೲݨにಳめる౾校ईҴ生によるࡺೀ会など、լఐに取

り組んでいるඟもある。 

 

を活用したコţ± ¦」「ࠄнҴ̼ҡʡのࠞ」上天草市では小中学校でも（委員࠽）

ũŏケーションのܺۢ」に取り組んでいるが、高校のࡈߑңはいかがか。 

（田中校長）１��年生全員にタブŰット८ಘがݞできており、全ேড়ҡۜにਲ਼ڔ

 。もϠ൷しているࡈ、´À=£Àのࡈୌの

上天草市のнҴ̼ҡʡの取り組みも（委員࠽） ⅀ 年をԨえ、ࣣಳަの指定も終൷

する。今までコーディネーターにʅ存してきた、ঁ ʠや高校と連携を࣬ۋ

させるために、中高の連携を߶めていきたいとדえている。એにΘ小中学

校の担者だけでなく、全ߠ員にнҴ̼ҡʡ委のŒĪœĪをਯえ、高校の

先生やঁʠ人لとৎࡴコţũŏケーションできるような連携をࠄめてい

きたい。 

また、小中学校のコーディネート機૧をΘ学校のコţũŏティ�スクー

ルにおける学校運営協ђ会の組ߟを活用したい。このことは、高校と同じ

方֦ࡅなので、情報֚ϩしていきたい。 
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（小田委員）大学も高校生の研究に協力をࡣしまない。リŦートでのコţũŏケーシ

ョンも̸૧なので̉൴なく知らせてほしい。大学には、౾に多多ഫな

人لが学生もЎめているので、生徒の研究にせた人لをޮͤできると

思う。 

（松尾委員）ঁʠ人لのಾఱ（データŝース）をつくるなどすれば、学校とのマッチ

ンĴがうまくいくのではないか。ѣに生徒の研究内容をまとめることが

できれば、協力できる内容を見つけやすい。 

３．開会 

（１）会長謝辞（田中校長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ඝො３年度上天草ಥ力̱コンソーシアム़�ͧ委員会ђڸෙ 

（ඝො３年度上天草高校学校運営協ђ会との同開ة） 

 

ඝො�年（����年）�Ը１�日（） 

１����"１���� 

ĮンラĨンţーティンĴでの開ة 

 者 ࡢ ݎ

コンソーシアム委員  

Ȏ͊ ଘ f  上天草市 企画ٚࡇ 長 

                 ह理�上天草市 企画ٚࡇ 企画ٚࡇ課 Ѫَ ڣ 

ȏ前方 正広f  上天草市 Ԛص振興 観光おもてなし課 課長 

Ȑ松尾 ߧૡ    上天草市 ࣣಳ企画 危機管理情報課 課長 

ȑݽ ̰ٵ一f  上天草市ҡʡ委員会 ҡʡ委員 

Ȓג ࠽作f  上天草市ҡʡ委員会 学ಳ課 課長 

Ȕ須中 一ѥf 天草市۲会ڥ協ђ会 ঁʠڥ課長నؘ 

șͻࢆ ॊج   天草ケーブルネットワーク ťディアڸҴ 長 

Ț 光׆f  上天草市大೮中学校 校長 

ț重̠ ছХ    ӱ౾Ցҡʡ委員会 高校ҡʡ課 課長 

        ह理�ӱ౾Ցҡʡ委員会 高校ಥ力̱ࠞۜࠄ 指導主ࡎ ڸ౾ 大ͤ ڣ 

Ȝ՝田 ഋе   上天草高校 カリıũラム開発੧ࢄ೧̼ 

ȝ田中  f  上天草高校 校長 

fʭは学校運営協ђ会委員とのԽ任 

（Աࡢ） 

ȍ小田 ߮一 ਗ਼Ͷ大学 ↸↖↲↛↤↩↢⇆↛↨⇊ӱ౾↡↸↔↩↻↴↜↨⇊↘↜ 

ȓ志ऐ ݑො 上天草市ނ工会 ࣣಳ課長 

ȕ࠳౾ Լ一 天草ුڏ観光協会 ڸಳҵ長 

Ȗࠟ೮ ൲ֲ あまくさ૪Ҵ協同組 大೮ࣣιݨڛ ݨڛ長 

ȗ౮̠ ܦஸ    天草҇Ҵ協同組 上天草ࣣݨڛࣣ ݨڛ長 

Ș田 બॽ  上天草市Ӕ長連会 会長 

以上１�人中１１人ࡢݎ 

学校運営協ђ会委員  

౮̠ ત広    （φ）ঁʠのチカラ ह表取ਉೲ（上天草市コーディネーター） 

 ড়      上天草市松中学校 校長ࡲ

中೮ ࡓк   上天草市ਾ小学校 校長 

 

 上天草高校関係者 

   田ҡ、೮َڸಳ長、ࢍൖ研究主任、߳ࢆ研究主任 
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ඝො３年度上天草ಥ力̱コンソーシアム़１ͧ委員会ђڸෙ 

ඝො３年（���１年）�Ը�日（ӎ） 

１����"１���� 

̍ 上天草高校学ۜܪ� 

 

 者 ࡢ ݎ

コンソーシアム委員  

ȍ小田 ߮一    ਗ਼Ͷ大学 řīŏックスカŰッジӱ౾Įřィス マネージャー 

Ȏ͊ ଘ    上天草市 企画ٚࡇ 長 

                 ࠩ行�上天草市 企画ٚࡇ 企画ٚࡇ課 Ѫَ ڣ 

ȏ前方 正広    上天草市 Ԛص振興 観光おもてなし課 課長 

Ȑ松尾 ߧૡ    上天草市 ࣣಳ企画 危機管理情報課 課長 

ȑݽ ̰ٵ一    上天草市ҡʡ委員会 ҡʡ委員 

Ȓג ࠽作    上天草市ҡʡ委員会 学ಳ課 課長 

ȓ志ऐ ݑො   上天草市ނ工会 ࣣಳ課長 

ȕ࠳౾ Լ一    天草ුڏ観光協会 ڸಳҵ長 

Ȗࠟ೮ ൲ֲ    あまくさ૪Ҵ協同組 大೮ࣣιݨڛ ݨڛ長 

șͻࢆ ॊج   天草ケーブルネットワーク ťディアڸҴ 長 

Ț 光׆    上天草市大೮中学校 校長 

ț重̠ ছХ    ӱ౾Ցҡʡ委員会 高校ҡʡ課 課長  

ȝ田中     上天草高校 校長 

（Աࡢ） 

Ȕ須中 一ѥ  上天草市۲会ڥ協ђ会 ঁʠڥ課長నؘ 

ȗ౮̠ ܦஸ   天草҇Ҵ協同組 上天草ࣣݨڛࣣ ݨڛ長 

Ș田 બॽ 上天草市Ӕ長連会 会長 

Ȝ՝田 ഋе  上天草高校 カリıũラム開発੧ࢄ೧̼ 

以上１�人中１⅁ 人ࡢݎ 

 

高校ҡʡ課 

ҵ ܧࢁ  高校ಥ力̱ࠞۜࠄ 主Ϥ 

 ڸ指導主 ۜࠄ大ͤ   高校ಥ力̱ࠞ ౾ࡎ

 

 上天草高校関係者 

   田ҡ、೮َڸಳ長、ࢍൖ研究主任 

 

 

 

内   容 

 

１．開会 

（１）ӱ౾Ցҡʡ委員会ɟ٤（重̠課長） 

（�）委֚ߑߘ 

 ղޮͤۋ者ࡢݎ（３）

（�）会長ݎࢠ 

    重̠課長から、上天草高校田中校長のࠞ࢜ h ޑ認 

（�）会長ɟ٤（田中校長） 

 

�．協ђ 

（１）ඝො�年度ڸҴ報 

（�）設定したஞのߑ্ࠄң 

（３）ඝො３年度ڸҴԡ画 

     まとめて研究主任ࢍൖが·വをࡺೀ。 

 

ۡэおよび協ђ 

ঁ（ஞ設定にある）（委員࠽） ՝ĉのߠܠ��Sに対して、œローワークとの連携

などの取り組みは行われているか。 

（田中校長）œローワークとのએఐな連携はしていない。 

（研究主任）ඟえば、上天草市ೲݨにಳめる౾校ईҴ生によるࡺೀ会など、լఐに取

り組んでいるඟもある。 

 

を活用したコţ± ¦」「ࠄнҴ̼ҡʡのࠞ」上天草市では小中学校でも（委員࠽）

ũŏケーションのܺۢ」に取り組んでいるが、高校のࡈߑңはいかがか。 

（田中校長）１��年生全員にタブŰット८ಘがݞできており、全ேড়ҡۜにਲ਼ڔ

 。もϠ൷しているࡈ、´À=£Àのࡈୌの

上天草市のнҴ̼ҡʡの取り組みも（委員࠽） ⅀ 年をԨえ、ࣣಳަの指定も終൷

する。今までコーディネーターにʅ存してきた、ঁ ʠや高校と連携を࣬ۋ

させるために、中高の連携を߶めていきたいとדえている。એにΘ小中学

校の担者だけでなく、全ߠ員にнҴ̼ҡʡ委のŒĪœĪをਯえ、高校の

先生やঁʠ人لとৎࡴコţũŏケーションできるような連携をࠄめてい

きたい。 

また、小中学校のコーディネート機૧をΘ学校のコţũŏティ�スクー

ルにおける学校運営協ђ会の組ߟを活用したい。このことは、高校と同じ

方֦ࡅなので、情報֚ϩしていきたい。 
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んだ。એに、̾ڥにコţũŏケーションの̾があることを知らなかっ

たが、ڔどもたòもۢщを֚えながらҡえていただきとても良かった。

内容を知ることができてܪの学̾ڥないようだが、ދは志願者が̾ڥ

よかった。中学生のアンケートԵ果も好評で、「高校の先生がを見てෝ

してくれた。」など成長を感じた。 

学校評価などを見て、生徒も保֖者もಠँ度が高く、先生たòが先をד

えて一ݨՆಿ取り組まれているのが、生徒たòにਯわっているというʭ

を受けた。カリıũラム全ढやнҴ̼ҡʡをড়じて、生徒たòがάしく

学べるϴҙがあって良いと思う。îのようなことが、中学校のࣗいॼ;で

ਯわるように「中学１年生の高校問」をۢڞしたいが、コロナ禍で中ڡ

になっているので残だ。 

（՝田 ¡）認知症サポーターഺ成講座について、認知症を発症されたࢺとのき

ҷਘにࡩい方にんでいた生徒が、受講後に関わり方がわかったので

関わるようになったとෝしていた。上天草のեߑをדえると生徒にもঁ

ʠのためにʍяのある取組だと感じる。 

 

（委員）学校評価のԵ果がとても良いので、大೮中学校も上天草高校のように

なりたいと思っている。また、３年生のࠄසが全員Բまっているなど成果

がݎている。保֖者アンケートでも、ほとんどの方が、上天草高校にڔど

もを入学させて良かったと੨えているので、中学校で行われる高校ࡺೀ

会で、îのような保֖者のࡔをછけてもらえると、中学生の保֖者のʍ識

も変わるのではないかと感じた。 

 

（中೮委員）今年度は「のびっこػ」が中ڡとなり、高校生との֚൪がなかった。中

小で高校生による「Šッチャढ՛」のڥ講座がۢڞされている。ڥ

̾として学んだことを小学生にҡえる、またはޮͤするものがあるので

あればדえてみたい。 

また、小学校のࣣ学で「Ćるさとをɞする」というテーマの時間がある

ので、上天草高校の取組をޮͤできないかדえていきたい。 

 

（౮̠委員）中学生のнҴ̼ҡʡを３年間コーディネートしてきたが、îの生徒たò

が高校でも研究を継続しているとき大変Тしく思う。上天草のнҴ̼

ҡʡは、ŀロからĨチをࣅりݎすάしさや、協するάしさやチームワー

クをʡđҡʡで、生徒の߮に߶くまれると思う。この取組を継続するこ

とで、౾にнҴする人لがեれたりするのをάしみにしている。 

 

ている。高校と中学校で、生徒と先ݎコロナ禍の˜ҭを受けても成果が（委員࠽）

生たòの֚൪がࠄんだことが大きな成果だと思う。これが長期ਘなڭਮ

で、ঁʠ人لのʡ成や上天草高校の生徒Π保に繋がっていけばとדえて

いる。 

̾ަの指定が終൷し、࣬ۋするにあたって、コーディネーターが担っ

てきたೲζをどのようにしていくのか、仕組みをݞしているというࡺ

ೀであったがしく知りたい。また、Ցҡ委も今後ڛ˽していくとのڸだ

が、îの内容を知りたい。 

さらに、せっかくこのようなڸҴをやっているが、今後どのように¯

していくのかもきたい。 

（研究主任）コーディネーターについて。今まで՝田 ¡以外の外人لをޓᘼする

とき、生徒にৎࡴ指導する時間で報ݼが発生していた。これをߠ員との

छせや外人لとのৄࡈ作Ҵにܼڸしていただいた時間にも、報ݼ

をڛ௫うことができるようにしたいとדえている。コーディネートの仕

する以外の時間の方が、ご苦労が多いので、なかなかお願いࡴは生徒とڸ

しöらかった。しかし、̾ަの指定が外れた後は、՝田さんにもîれ以

外の人لにもコーディネートの機૧を担っていただけるようにしたい 

ڸについて。今まで̾ަの仕組みの中でこの˽ڛ今後のՑҡ委の（ڸ指導主౾ࡎ）

Ҵをやっていたが、上天草高校がやってきたڸを継続�発ਦできるよう、

Ցҡʡ委員会で߱ڸҴを用ʍした。（上天草高校の取組がŦデルケースと

なり、߱ڸҴがࡈされた。） 

（՝田 ¡）コーディネーターについて。上天草市のঁʠおこし協力शとîの¬�が

ॶढを設される見ড়しで、îのॶढをড়じてコーディネート機૧を継

続�Κ大していきたい。このॶढのťンŔーで、生徒の१究に̔じた人ل

をंࠑに見つけてあãることが̸૧になると思っている。 

（田中校長）¯について。学校ॣઔとしては、şームŞージのܺۢ、パンřŰット

の配ுなどＫ＃Ａｍａｘに限らず学校活動の¯を行っている。また、上

天草市から౾校振興のためのڛ˽をいただいているので、¯もЎめた

アĨデアがあればお願いしたい。 

しかし、人لʡ成の¯の߈は成果発表会だと思っている。今年度はĮ

ンラĨン開ةとなってしまった。中学校の先生に、生徒たòがどれほ

ど成長したか見てもらいたい。今年度の発表会には中学生も参加するよ

う企画していたがۢեできなかった。次年度以降は、中学校に限らず小学

校もЎめ生徒のഫڔを見ていただけるようにしたい。ĮンラĨンでの開

 。ができたので、みなさんの協力をお願いしたいもۢة

 

（企画ٚࡇ課Ѫَڣ）ڥ課のએఐܘҴなどϡಱ連携の高校のಥ力֦上に携わってき

た。次年度は、活動の活ࡅをড়じてঁʠとの繋がりをқ̱する取組をお
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内   容 

 

１．開会 

（１）ӱ౾Ցҡʡ委員会ɟ٤（ࡎ౾指導主ڸ） 

（�）校長ɟ٤（田中校長） 

 

�．協ђ 

（１）ඝො３年度Ｋ＃ＡｍａｘڸҴ報 

    研究主任による報。ۡэなし。 

（�）ඝො３年度コţũŏティ�スクールڸҴ報 

    研究主任による報。ۡэなし。 

（３）生徒の活ならびに学校評価のԵ果ࡺೀ 

    田ҡによるࡺೀ。ۡэなし。 

（�）ʍ見֚ϩおよび評価 

（՝田 ¡）今年度はＫ＃Ａｍａｘث終年。ث後までコロナの˜ҭを受けてしまった。

îんな中でも、Ĳİスクールがࠄਦし、生徒１人１ऺ८ಘがۢեした。先

生方も上܊に活用されていたが、生徒がデジタルネĨティブぶりを発Ш

し、ਁ ֹなくഫ々な߈面で活用していた。ݧ年度の࣑定より¡µの面では

大な前ࠄが見られたと思っている。 

また、·¬¬ªのൖ用の時間ࡁ限がなくなったので、ਗ਼ҌのнҴ̼や

Ծ会۲の方々に、ࢄ೧ਘな講座をۢڞしていただくڸができた。今後は、

¦ ±をൖ用した̉Ψঁとのコţũŏケーションと、ե߈でしか味わう

ことのできないリアルなढ՛を、うまいŔランスで生徒にਃҍできたら

と思っている。 

 

これまでの取組を継続していくとのことだが、െ年度以降、これま（ڸ指導主౾ࡎ）

でとはʛう取組をדえているか。 

（研究主任）ঁʠと協して人لʡ成する仕組みのРࢹはできたと思っているので、

今までの取組を発ਦさせることをにঈいている。ඟえば、ނர開発な

ど生徒がチャŰンジする機会を増やしたり、高校生と協したい企Ҵ�ॶ

ढにŀţの運営を任せてみたりしたいとדえている。また、Ｋ＃Ａｍａｘ

で多くのĶストティーチャーをޓᘼしたが、એఐな取組としてではなく、

ேॼのܘҴにおいてĶストティーチャーを活用できるようにもしたいと

 。えているד

（՝田 ¡）െ年度以降もΘ௰೮のࢄ೧̼に協力をҰßたい。高校のܘҴに参加する

ことをѽが高いと感じていらっしĔる方も多いと思うが、ۢفに生徒

とࡴするとîうでもないので、もっともっと多くの方に高校と繋がって

もらいたい。 

 

（ͻࢆ委員）たくさんのಥ力ਘなނரを開発しているが、îの後、上天草Ŕĺール以

外でୖするなどࠄਦはあったか。 

（՝田 ¡）おやつ̼͎̯と共同開発したނரは、上天草Ŕĺールでのれ行きを見

て、െ年のĨŦの時期にୖを検討するとのことであった。 

 

いたい。ٖ年度の学校運営協ډコţũŏティ�スクールの取組について（委員̰ٵ）

ђ会でਃɾした、認知症サポーター講座の１年生全員受講がۢեしてい

るが、生徒の感࣑や行動の変容を知りたい。 

また、ඟ年ۢڞしている「上天草òいきＫＡ¦¤¬�¯¢�¬¯Ｎ�

¯¬§¢ ±」主ةの高校生と市内ڞڥ設同研ܢ会について、今後も

継続しながら̾ڥのಥ力発信をࠄめてほしい。 

今年度の߱しい取組で、松中学校ĉの高校ߠ員によるݎ前講座がある。

ః成��年に֥ٵՑのܞ౫大高校に先ࠄ校٣ڭに行ったときに感ೃを

受けた取組にڹている。この取組も継続してほしい。 

（田中校長）認知症サポーター講座受講後の感࣑をકんだが、全般ਘに受講前にも

っていた認知症に対するĨťージを௫ߛできたようであった。「ۋ௰には

関われない」「怖い」ものではないとわかったようである。また、「؈って

いる高ඬの方がいたらࡔをかけたい」など前֦きな感࣑がった。ڥ

̾の生徒に限らず重വなڭਮを学ぶことができたと感じている。 

高校生と市内ڞڥ設同研ܢ会は、ڦも拝見したが、講ڗのٵ先生

の講座がとにかくάしいと感じた。֖ͤߠはきつくてࠃいものではなく、

クリĬĨティブな仕ڸだとըわれたのがʭਘであった。ൖ用者の方と

いかにάしくコţũŏケーションを取るかをҡえていただけたので、ͤ

֖は大変だというĨťージがқい高校生に߱しいڭ座をഝえてもらえた。

また、ڥの研ܢ会として高いۡであったことだけでなく、ঁ ՝ڞڥ設

のߠ員の方と一ݭになって研ܢを受けることができたので、ഫ々なਮで

̸૧ࡅのある講座だと感じた。生徒の学ܪの߈としても、ঁ ʠのڥĉの

ڸとしても、継続してもらいたい߈としても、౾校のಥ力発信の߈Սのם

Ҵだと思っている。 

松中学校ĉのݎ前講座については、中学生の皆さんのアンケートに

「上天草高校の先生たòが、生徒とすごくঙが良いんだなと感じた。」と

のлـがあり、とてもТしく感じた。中学生が、îのように受けڡめてく

れたのなら、౾校のಥ力発信にも繋がったと感じている。 

、Ҵを受けるだけでなくܘҴは、学力ܺۢのために高校Űŝルのܘ前ݎ（ড়委員ࡲ）

上天草高校にはこんな先生がいるというのを知ることできるよう取り組
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んだ。એに、̾ڥにコţũŏケーションの̾があることを知らなかっ

たが、ڔどもたòもۢщを֚えながらҡえていただきとても良かった。

内容を知ることができてܪの学̾ڥないようだが、ދは志願者が̾ڥ

よかった。中学生のアンケートԵ果も好評で、「高校の先生がを見てෝ

してくれた。」など成長を感じた。 

学校評価などを見て、生徒も保֖者もಠँ度が高く、先生たòが先をד

えて一ݨՆಿ取り組まれているのが、生徒たòにਯわっているというʭ

を受けた。カリıũラム全ढやнҴ̼ҡʡをড়じて、生徒たòがάしく

学べるϴҙがあって良いと思う。îのようなことが、中学校のࣗいॼ;で

ਯわるように「中学１年生の高校問」をۢڞしたいが、コロナ禍で中ڡ

になっているので残だ。 

（՝田 ¡）認知症サポーターഺ成講座について、認知症を発症されたࢺとのき

ҷਘにࡩい方にんでいた生徒が、受講後に関わり方がわかったので

関わるようになったとෝしていた。上天草のեߑをדえると生徒にもঁ

ʠのためにʍяのある取組だと感じる。 

 

（委員）学校評価のԵ果がとても良いので、大೮中学校も上天草高校のように

なりたいと思っている。また、３年生のࠄසが全員Բまっているなど成果

がݎている。保֖者アンケートでも、ほとんどの方が、上天草高校にڔど

もを入学させて良かったと੨えているので、中学校で行われる高校ࡺೀ

会で、îのような保֖者のࡔをછけてもらえると、中学生の保֖者のʍ識

も変わるのではないかと感じた。 

 

（中೮委員）今年度は「のびっこػ」が中ڡとなり、高校生との֚൪がなかった。中

小で高校生による「Šッチャढ՛」のڥ講座がۢڞされている。ڥ

̾として学んだことを小学生にҡえる、またはޮͤするものがあるので

あればדえてみたい。 

また、小学校のࣣ学で「Ćるさとをɞする」というテーマの時間がある

ので、上天草高校の取組をޮͤできないかדえていきたい。 

 

（౮̠委員）中学生のнҴ̼ҡʡを３年間コーディネートしてきたが、îの生徒たò

が高校でも研究を継続しているとき大変Тしく思う。上天草のнҴ̼

ҡʡは、ŀロからĨチをࣅりݎすάしさや、協するάしさやチームワー

クをʡđҡʡで、生徒の߮に߶くまれると思う。この取組を継続するこ

とで、౾にнҴする人لがեれたりするのをάしみにしている。 

 

ている。高校と中学校で、生徒と先ݎコロナ禍の˜ҭを受けても成果が（委員࠽）

生たòの֚൪がࠄんだことが大きな成果だと思う。これが長期ਘなڭਮ

で、ঁʠ人لのʡ成や上天草高校の生徒Π保に繋がっていけばとדえて

いる。 

̾ަの指定が終൷し、࣬ۋするにあたって、コーディネーターが担っ

てきたೲζをどのようにしていくのか、仕組みをݞしているというࡺ

ೀであったがしく知りたい。また、Ցҡ委も今後ڛ˽していくとのڸだ

が、îの内容を知りたい。 

さらに、せっかくこのようなڸҴをやっているが、今後どのように¯

していくのかもきたい。 

（研究主任）コーディネーターについて。今まで՝田 ¡以外の外人لをޓᘼする

とき、生徒にৎࡴ指導する時間で報ݼが発生していた。これをߠ員との

छせや外人لとのৄࡈ作Ҵにܼڸしていただいた時間にも、報ݼ

をڛ௫うことができるようにしたいとדえている。コーディネートの仕

する以外の時間の方が、ご苦労が多いので、なかなかお願いࡴは生徒とڸ

しöらかった。しかし、̾ަの指定が外れた後は、՝田さんにもîれ以

外の人لにもコーディネートの機૧を担っていただけるようにしたい 

ڸについて。今まで̾ަの仕組みの中でこの˽ڛ今後のՑҡ委の（ڸ指導主౾ࡎ）

Ҵをやっていたが、上天草高校がやってきたڸを継続�発ਦできるよう、

Ցҡʡ委員会で߱ڸҴを用ʍした。（上天草高校の取組がŦデルケースと

なり、߱ڸҴがࡈされた。） 

（՝田 ¡）コーディネーターについて。上天草市のঁʠおこし協力शとîの¬�が

ॶढを設される見ড়しで、îのॶढをড়じてコーディネート機૧を継

続�Κ大していきたい。このॶढのťンŔーで、生徒の१究に̔じた人ل

をंࠑに見つけてあãることが̸૧になると思っている。 

（田中校長）¯について。学校ॣઔとしては、şームŞージのܺۢ、パンřŰット

の配ுなどＫ＃Ａｍａｘに限らず学校活動の¯を行っている。また、上

天草市から౾校振興のためのڛ˽をいただいているので、¯もЎめた

アĨデアがあればお願いしたい。 

しかし、人لʡ成の¯の߈は成果発表会だと思っている。今年度はĮ

ンラĨン開ةとなってしまった。中学校の先生に、生徒たòがどれほ

ど成長したか見てもらいたい。今年度の発表会には中学生も参加するよ

う企画していたがۢեできなかった。次年度以降は、中学校に限らず小学

校もЎめ生徒のഫڔを見ていただけるようにしたい。ĮンラĨンでの開

 。ができたので、みなさんの協力をお願いしたいもۢة

 

（企画ٚࡇ課Ѫَڣ）ڥ課のએఐܘҴなどϡಱ連携の高校のಥ力֦上に携わってき

た。次年度は、活動の活ࡅをড়じてঁʠとの繋がりをқ̱する取組をお
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内   容 

 

１．開会 

（１）ӱ౾Ցҡʡ委員会ɟ٤（ࡎ౾指導主ڸ） 

（�）校長ɟ٤（田中校長） 

 

�．協ђ 

（１）ඝො３年度Ｋ＃ＡｍａｘڸҴ報 

    研究主任による報。ۡэなし。 

（�）ඝො３年度コţũŏティ�スクールڸҴ報 

    研究主任による報。ۡэなし。 

（３）生徒の活ならびに学校評価のԵ果ࡺೀ 

    田ҡによるࡺೀ。ۡэなし。 

（�）ʍ見֚ϩおよび評価 

（՝田 ¡）今年度はＫ＃Ａｍａｘث終年。ث後までコロナの˜ҭを受けてしまった。

îんな中でも、Ĳİスクールがࠄਦし、生徒１人１ऺ८ಘがۢեした。先

生方も上܊に活用されていたが、生徒がデジタルネĨティブぶりを発Ш

し、ਁ ֹなくഫ々な߈面で活用していた。ݧ年度の࣑定より¡µの面では

大な前ࠄが見られたと思っている。 

また、·¬¬ªのൖ用の時間ࡁ限がなくなったので、ਗ਼ҌのнҴ̼や

Ծ会۲の方々に、ࢄ೧ਘな講座をۢڞしていただくڸができた。今後は、

¦ ±をൖ用した̉Ψঁとのコţũŏケーションと、ե߈でしか味わう

ことのできないリアルなढ՛を、うまいŔランスで生徒にਃҍできたら

と思っている。 

 

これまでの取組を継続していくとのことだが、െ年度以降、これま（ڸ指導主౾ࡎ）

でとはʛう取組をדえているか。 

（研究主任）ঁʠと協して人لʡ成する仕組みのРࢹはできたと思っているので、

今までの取組を発ਦさせることをにঈいている。ඟえば、ނர開発な

ど生徒がチャŰンジする機会を増やしたり、高校生と協したい企Ҵ�ॶ

ढにŀţの運営を任せてみたりしたいとדえている。また、Ｋ＃Ａｍａｘ

で多くのĶストティーチャーをޓᘼしたが、એఐな取組としてではなく、

ேॼのܘҴにおいてĶストティーチャーを活用できるようにもしたいと

 。えているד

（՝田 ¡）െ年度以降もΘ௰೮のࢄ೧̼に協力をҰßたい。高校のܘҴに参加する

ことをѽが高いと感じていらっしĔる方も多いと思うが、ۢفに生徒

とࡴするとîうでもないので、もっともっと多くの方に高校と繋がって

もらいたい。 

 

（ͻࢆ委員）たくさんのಥ力ਘなނரを開発しているが、îの後、上天草Ŕĺール以

外でୖするなどࠄਦはあったか。 

（՝田 ¡）おやつ̼͎̯と共同開発したނரは、上天草Ŕĺールでのれ行きを見

て、െ年のĨŦの時期にୖを検討するとのことであった。 

 

いたい。ٖ年度の学校運営協ډコţũŏティ�スクールの取組について（委員̰ٵ）

ђ会でਃɾした、認知症サポーター講座の１年生全員受講がۢեしてい

るが、生徒の感࣑や行動の変容を知りたい。 

また、ඟ年ۢڞしている「上天草òいきＫＡ¦¤¬�¯¢�¬¯Ｎ�

¯¬§¢ ±」主ةの高校生と市内ڞڥ設同研ܢ会について、今後も

継続しながら̾ڥのಥ力発信をࠄめてほしい。 

今年度の߱しい取組で、松中学校ĉの高校ߠ員によるݎ前講座がある。

ః成��年に֥ٵՑのܞ౫大高校に先ࠄ校٣ڭに行ったときに感ೃを

受けた取組にڹている。この取組も継続してほしい。 

（田中校長）認知症サポーター講座受講後の感࣑をકんだが、全般ਘに受講前にも

っていた認知症に対するĨťージを௫ߛできたようであった。「ۋ௰には

関われない」「怖い」ものではないとわかったようである。また、「؈って

いる高ඬの方がいたらࡔをかけたい」など前֦きな感࣑がった。ڥ

̾の生徒に限らず重വなڭਮを学ぶことができたと感じている。 

高校生と市内ڞڥ設同研ܢ会は、ڦも拝見したが、講ڗのٵ先生

の講座がとにかくάしいと感じた。֖ͤߠはきつくてࠃいものではなく、

クリĬĨティブな仕ڸだとըわれたのがʭਘであった。ൖ用者の方と

いかにάしくコţũŏケーションを取るかをҡえていただけたので、ͤ

֖は大変だというĨťージがқい高校生に߱しいڭ座をഝえてもらえた。

また、ڥの研ܢ会として高いۡであったことだけでなく、ঁ ՝ڞڥ設

のߠ員の方と一ݭになって研ܢを受けることができたので、ഫ々なਮで

̸૧ࡅのある講座だと感じた。生徒の学ܪの߈としても、ঁ ʠのڥĉの

ڸとしても、継続してもらいたい߈としても、౾校のಥ力発信の߈Սのם

Ҵだと思っている。 

松中学校ĉのݎ前講座については、中学生の皆さんのアンケートに

「上天草高校の先生たòが、生徒とすごくঙが良いんだなと感じた。」と

のлـがあり、とてもТしく感じた。中学生が、îのように受けڡめてく

れたのなら、౾校のಥ力発信にも繋がったと感じている。 

、Ҵを受けるだけでなくܘҴは、学力ܺۢのために高校Űŝルのܘ前ݎ（ড়委員ࡲ）

上天草高校にはこんな先生がいるというのを知ることできるよう取り組
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他
人
の
話
を
要
点
を
押
さ
え
な
が
ら

聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

他
人
の
話
を
要
点
を
押
さ
え
な
が
ら

聞
く
こ
と
が
で
き
、
そ
の
文
脈
か
ら
相

手
の
真
意
を
理
解
で
き
る
。

話
の
内
容
で
「
わ
か
ら
な
い
部
分
」
に

気
づ
き
、
「
な
ぜ
だ
ろ
う
」
「
ど
う
し
て
だ

ろ
う
」
と
疑
問
に
思
う
こ
と
が
で
き
る
。

話
の
内
容
で
「
わ
か
ら
な
い
部
分
」
に

気
づ
き
、
「な
ぜ
だ
ろ
う
」
「
ど
う
し
て
だ

ろ
う
」
と
疑
問
に
思
い
、
質
問
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

話
の
内
容
で
「
わ
か
ら
な
い
部
分
」
に

気
づ
き
、
「な
ぜ
だ
ろ
う
」「
ど
う
し
て
だ

ろ
う
」
と
疑
問
に
思
い
、
質
問
し
、
自
ら

の
理
解
へ
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

他
人
の
話
を
聞
き
、
メ
モ
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

他
人
の
話
を
聞
き
、
要
点
を
押
さ
え

た
メ
モ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

他
人
の
話
を
聞
き
、
要
点
を
押
さ
え

関
連
付
け
な
が
ら
メ
モ
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

話
を
聞
く
と
き
、
聞
こ
う
と
す
る
態
度
を

示
す
こ
と
が
で
き
る
。

話
を
聞
く
と
き
、
う
な
づ
い
た
り
、
相
槌

を
打
っ
た
り
す
る
な
ど
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

を
加
え
な
が
ら
聞
く
こ
と
で
相
手
が
話

し
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。

話
を
聞
く
と
き
、
状
況
に
応
じ
て
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
を
加
え
な
が
ら
聞
く
こ
と
で
、

相
手
が
話
し
や
す
い
環
境
を
作
る
こ

と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
話
し
手
の

問
い
に
反
応
す
る
こ
と
で
、
話
を
活

性
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
態
度
を
示
す
こ

と
が
で
き
る
。

自
分
の
意
見
や
考
え
を
整
理
し
て
、

論
理
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
分
の
意
見
や
考
え
を
整
理
し
て
、

根
拠
を
示
し
な
が
ら
論
理
的
に
説
明

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
分
の
意
見
や
考
え
を
整
理
し
て
、

客
観
性
の
高
い
根
拠
を
示
し
な
が
ら

論
理
的
に
相
手
を
説
得
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

相
手
や
場
面
に
応
じ
て
、
相
手
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

相
手
や
場
面
に
応
じ
て
、
相
手
に
伝

え
る
内
容
を
過
不
足
な
く
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

相
手
や
場
面
に
応
じ
て
、
相
手
に
伝

え
る
内
容
を
分
か
り
や
す
く
過
不
足

な
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

聞
き
手
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
誠

意
あ
る
話
し
方
が
で
き
る
。

聞
き
手
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
聞

き
取
り
や
す
い
音
声
（
声
量
、
速
さ
、

声
の
調
子
な
ど
）
や
言
葉
遣
い
を
用

い
た
話
し
方
が
で
き
る
。

聞
き
手
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
聞

き
取
り
や
す
い
声
（
声
量
、
速
さ
、
声

の
調
子
な
ど
）
や
言
葉
遣
い
を
用
い

た
上
で
、
大
事
な
と
こ
ろ
を
強
調
し
た

り
、
間
の
取
り
方
を
工
夫
し
た
り
し
て
、

相
手
を
惹
き
つ
け
る
話
し
方
が
で
き

る
。

自
分
が
発
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
に
お
い
て
、
考
え
や
想
い
を
発

言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

発
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
だ

け
で
な
く
、
自
ら
積
極
的
か
つ
適
切

に
発
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

積
極
的
か
つ
適
切
に
発
言
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
同
時
に
、
参
加
者
の
発

言
も
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

自
分
の
考
え
を
表
現
す
る
た
め
に
必

要
な
情
報
を
収
集
す
る
方
法
を
知
っ

て
い
る
。

自
分
の
考
え
を
表
現
す
る
た
め
に
必

要
な
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

様
々
な
手
段
を
用
い
て
、
自
分
の
考

え
を
表
現
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報

を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

収
集
し
た
デ
ー
タ
を
適
切
な
方
法
で

処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

収
集
し
た
デ
ー
タ
を
適
切
な
方
法
で

処
理
し
、
自
ら
の
分
析
と
考
察
が
為

さ
れ
た
情
報
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

収
集
し
た
デ
ー
タ
を
適
切
な
方
法
で

処
理
し
、
多
面
的
な
分
析
が
な
さ
れ
、

深
い
考
察
が
加
え
ら
れ
て
い
る
情
報

に
し
、
そ
の
情
報
を
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

一
つ
一
つ
の
要
素
を
組
み
立
て
、
全

体
と
し
て
一
つ
の
も
の
と
し
て
ま
と
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

納
得
で
き
る
要
旨
で
あ
り
、
理
解
で
き

る
よ
う
に
構
成
さ
れ
た
も
の
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
る
。

一
貫
性
の
あ
る
説
明
が
な
さ
れ
、
納

得
で
き
る
要
旨
で
あ
り
、
理
解
で
き
る

よ
う
に
構
成
さ
れ
た
も
の
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
る
。

表
情
や
身
振
り
手
振
り
な
ど
の
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
を
使
っ
て
表
現
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

相
手
や
場
面
に
応
じ
て
、
表
情
や
身

振
り
手
振
り
な
ど
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を

使
っ
て
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

相
手
を
惹
き
つ
け
る
た
め
に
、
相
手

や
場
面
に
応
じ
て
、
表
情
や
身
振
り

手
振
り
な
ど
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
効
果

的
に
使
っ
て
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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こなう。 

 

（須中委員）認知症サポーター講座は、市内の小学生も受講している。一般の方にも

数年ごとに受講していただくよう呼びかけています。学ぶ内容は年々ア

ップデートしているが、根底にあるのは、認知症という病気を怖がるので

はなく正しい知識をもって、身近な存在になるようにしていきたい。高校

生に受講していただく取組は今後も継続していきたい。 

生徒の研究成果発表会を拝見したが、同時間帯での発表のため全てを見

ることができなかった。YouTube での限定配信など検討してもらいたい。 

（研究主任）先日の発表会は対面での発表で企画したので、著作権や肖像権の問題な

どクリアすべき課題をクリアできなかった。（安全に）広く多くの人に見

てもらえるよう工夫すると共に、観覧者とのやりとりを担保できる仕組

みを模索したい。 

 

（前方委員）この活動が一番盛り上がる時期と、コロナ禍が重なり大変な苦労があっ

たはずだが、このように素晴らしい成果を残せていることは素晴らしい

と思う。先日の生徒研究発表でも、観光をテーマにしたビジネスプランが

多くあったので、生徒の皆さんが観光に興味を持ってくれたのは、Ｋ＃Ａ

ｍａｘの成果のひとつであり、今後の上天草の観光振興に繋がってほし

いと思っている。 

また、同じ日に行われた運営指導委員会とパネルディスカッションでも、

上天草高校の取組は大変好評だった。しかし、これが関係者だけの高評価

に終わっているので、上天草市内だけでなく全国にも情報発信ができれ

ば、市内だけでなく市外からも志願者が増えるのではいだろうか。今後は

情報発信に力を入れるべきだと感じた。生発表にも YouTube の活用が多

かったように、「Ｋ＃Ａｍａｘチャンネル」を開設するのはどうか。学校

での運営が難しいようであれば、天草ケーブルネットワークに協力をお

願いするなど検討するとよい。 

（研究主任）ＳＮＳや YouTube は安全面で不安はあるが、できる方法を天草ケーブル

ネットワークと連携しながら検討したい。 

 

（松尾委員）コンソーシアムに参加して、良い取組だと感じていた。もっと危機管理

情報課として、生徒の活動に携わりたかった。次年度以降も取組を続ける

とのことなので、今後も協力していきたい。 

 

３．開会 

（１）校長謝辞（田中校長） 
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３ 地域人材育成のルーブリック集計（令和３年度） 

 

６月 １２月 ６月 １２月 ６月 １２月

１年 94.2% 96.1% １年 １年

２年 93.2% 96.6% ２年 64.4% 78.0% ２年

３年 96.7% 98.4% ３年 78.7% 86.9% ３年 42.6% 55.7%

１年 67.3% 80.4% １年 １年

２年 88.1% 88.1% ２年 54.2% 59.3% ２年

３年 88.5% 98.4% ３年 47.5% 73.8% ３年 31.1% 49.2%

１年 88.5% 76.5% １年 １年

２年 71.2% 81.4% ２年 50.8% 66.1% ２年

３年 91.8% 91.8% ３年 70.5% 85.2% ３年 42.6% 59.0%

１年 90.4% 86.3% １年 １年

２年 98.3% 94.9% ２年 59.3% 71.2% ２年

３年 98.4% 98.4% ３年 82.0% 88.5% ３年 29.5% 50.8%

１年 26.9% 29.4% １年 １年

２年 35.6% 47.5% ２年 18.6% 28.8% ２年

３年 67.2% 77.0% ３年 41.0% 49.2% ３年 14.8% 26.2%

１年 73.1% 82.4% １年 １年

２年 81.4% 91.5% ２年 28.8% 40.7% ２年

３年 88.5% 95.1% ３年 44.3% 57.4% ３年 23.0% 36.1%

１年 42.3% 49.0% １年 １年

２年 66.1% 83.1% ２年 49.2% 61.0% ２年

３年 83.6% 96.7% ３年 59.0% 83.6% ３年 24.6% 44.3%

１年 65.4% 72.5% １年 １年

２年 72.9% 76.3% ２年 30.5% 35.6% ２年

３年 83.6% 91.8% ３年 36.1% 47.5% ３年 13.1% 24.6%

１年 75.0% 80.4% １年 １年

２年 76.3% 84.7% ２年 62.7% 74.6% ２年

３年 93.4% 95.1% ３年 75.4% 91.8% ３年 44.3% 62.3%

１年 50.0% 49.0% １年 １年

２年 57.6% 71.2% ２年 32.2% 44.1% ２年

３年 70.5% 86.9% ３年 34.4% 49.2% ３年 11.5% 24.6%

１年 42.3% 52.9% １年 １年

２年 57.6% 64.4% ２年 25.4% 40.7% ２年

３年 70.5% 77.0% ３年 50.8% 60.7% ３年 13.1% 26.2%

１年 34.6% 45.1% １年 １年

２年 49.2% 62.7% ２年 30.5% 33.9% ２年

３年 80.3% 86.9% ３年 55.7% 67.2% ３年 26.2% 44.3%

基本・１ 応用・２ 発展・３

質

問

す

る

メ

モ

す

る

態

度

話
す

論

理
的

説

明

聞

き

手

へ

の
配

慮

聞
く

聞

(

聴

)

く

魅

力

的

な

話

し

方

主

体
性

表
現
す
る

情

報

収

集

分

析

非

言

語

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

構

成
力

他人の話を遮ることなく、聞くこと
ができる。

他人の話を要点を押さえながら
聞くことができる。

他人の話を要点を押さえながら
聞くことができ、その文脈から相
手の真意を理解できる。

話の内容で「わからない部分」に
気づき、「なぜだろう」「どうしてだ
ろう」と疑問に思うことができる。

話の内容で「わからない部分」に
気づき、「なぜだろう」「どうしてだ
ろう」と疑問に思い、質問するこ
とができる。

話の内容で「わからない部分」に
気づき、「なぜだろう」「どうしてだ
ろう」と疑問に思い、質問し、自ら
の理解へ繋げることができる。

他人の話を聞き、メモすることが
できる。

他人の話を聞き、要点を押さえ
たメモすることができる。

他人の話を聞き、要点を押さえ
関連付けながらメモすることがで
きる。

話を聞くとき、聞こうとする態度を
示すことができる。

話を聞くとき、うなづいたり、相槌
を打ったりするなどジェスチャー
を加えながら聞くことで相手が話
しやすい環境を作ることができる。

話を聞くとき、状況に応じてジェ
スチャーを加えながら聞くことで、
相手が話しやすい環境を作るこ
とができるだけでなく、話し手の
問いに反応することで、話を活
性化させようとする態度を示すこ
とができる。

自分の意見や考えを整理して、
論理的に説明することができる。

自分の意見や考えを整理して、
根拠を示しながら論理的に説明
することができる。

自分の意見や考えを整理して、
客観性の高い根拠を示しながら
論理的に相手を説得することが
できる。

相手や場面に応じて、相手に伝
えることができる。

相手や場面に応じて、相手に伝
える内容を過不足なく伝えること
ができる。

相手や場面に応じて、相手に伝
える内容を分かりやすく過不足
なく伝えることができる。

聞き手がわかりやすいように、誠
意ある話し方ができる。

聞き手がわかりやすいように、聞
き取りやすい音声（声量、速さ、
声の調子など）や言葉遣いを用
いた話し方ができる。

聞き手がわかりやすいように、聞
き取りやすい声（声量、速さ、声
の調子など）や言葉遣いを用い
た上で、大事なところを強調した
り、間の取り方を工夫したりして、
相手を惹きつける話し方ができ
る。

自分が発言しなければならない
状況において、考えや想いを発
言をすることができる。

発言しなければならない状況だ
けでなく、自ら積極的かつ適切
に発言することができる。

積極的かつ適切に発言すること
ができると同時に、参加者の発
言も引き出すことができる。

自分の考えを表現するために必
要な情報を収集する方法を知っ
ている。

自分の考えを表現するために必
要な情報を収集することができ
る。

様々な手段を用いて、自分の考
えを表現するために必要な情報
を収集することができる。

収集したデータを適切な方法で
処理することができる。

収集したデータを適切な方法で
処理し、自らの分析と考察が為
された情報にすることができる。

収集したデータを適切な方法で
処理し、多面的な分析がなされ、
深い考察が加えられている情報
にし、その情報を活用することが
できる。

一つ一つの要素を組み立て、全
体として一つのものとしてまとめ
ることができる。

納得できる要旨であり、理解でき
るように構成されたものをつくる
ことができる。

一貫性のある説明がなされ、納
得できる要旨であり、理解できる
ように構成されたものをつくること
ができる。

表情や身振り手振りなどのジェ
スチャーを使って表現することが
できる。

相手や場面に応じて、表情や身
振り手振りなどのジェスチャーを
使って表現することができる。

相手を惹きつけるために、相手
や場面に応じて、表情や身振り
手振りなどのジェスチャーを効果
的に使って表現することができる。
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こ
な
う
。
 

 

（
須
中
委
員
）
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
講
座
は
、
市
内
の
小
学

生
も
受
講
し
て
い
る
。
一
般
の
方
に
も

数
年

ご
と

に
受
講

し
て
い

た
だ

く
よ
う

呼
び
か

け
て
い

ま
す

。
学
ぶ

内
容
は

年
々
ア

ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
る
が
、
根
底
に
あ

る
の
は
、
認
知
症
と
い
う
病
気
を

怖
が
る
の
で

は
な
く
正
し
い
知
識
を
も
っ
て
、
身
近
な
存
在
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
高
校

生
に
受
講
し
て
い
た
だ
く
取
組
は
今
後

も
継
続
し
て
い

き
た
い

。
 

生
徒
の
研
究
成
果
発
表
会
を
拝
見

し
た
が
、
同
時
間
帯

で
の
発

表
の
た
め
全
て

を
見

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
Yo
uT
ub
e
で
の
限
定
配
信

な
ど
検
討
し
て

も
ら
い
た
い
。 

（
研
究
主
任
）
先
日
の
発

表
会
は
対
面
で
の
発
表
で
企
画
し
た
の
で

、
著
作
権

や
肖
像
権
の
問
題
な

ど
ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
を
ク
リ
ア
で
き

な
か
っ
た
。（

安
全
に
）
広
く
多
く
の
人

に
見

て
も

ら
え

る
よ
う

工
夫
す

る
と

共
に
、

観
覧
者

と
の
や

り
と

り
を
担

保
で
き

る
仕
組

み
を
模
索
し
た
い
。
 

 

（
前
方
委
員
）
こ
の
活
動

が
一
番
盛
り
上
が
る
時
期
と
、
コ
ロ

ナ
禍
が
重
な
り

大
変
な
苦
労
が
あ
っ

た
は

ず
だ

が
、
こ

の
よ
う

に
素

晴
ら
し

い
成
果

を
残
せ

て
い

る
こ
と

は
素
晴

ら
し
い

と
思
う
。
先
日
の
生
徒

研
究
発
表
で
も
、
観
光
を
テ
ー
マ
に
し
た
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
が

多
く
あ
っ
た
の
で
、
生

徒
の
皆
さ
ん
が

観
光
に
興
味
を

持
っ
て
く
れ
た
の
は
、
Ｋ

＃
Ａ

ｍ
ａ

ｘ
の

成
果
の

ひ
と
つ

で
あ

り
、
今

後
の
上

天
草
の

観
光

振
興
に

繋
が
っ

て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
る
。
 

ま
た
、
同
じ
日
に
行
わ
れ
た
運
営
指
導

委
員
会
と
パ
ネ

ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
も
、

上
天
草
高
校
の
取
組
は
大
変
好
評
だ
っ

た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
関

係
者
だ
け
の
高

評
価

に
終

わ
っ

て
い
る

の
で
、

上
天

草
市
内

だ
け
で

な
く
全

国
に

も
情
報

発
信
が

で
き
れ

ば
、
市

内
だ
け
で
な
く

市
外
か
ら
も
志

願
者
が
増
え
る

の
で
は
い
だ
ろ
う
か
。
今

後
は

情
報
発
信
に
力
を
入
れ
る
べ
き
だ
と
感

じ
た
。
生
発
表

に
も

Yo
uT
ub
e
の
活
用
が
多

か
っ
た
よ
う
に
、「

Ｋ
＃
Ａ
ｍ
ａ
ｘ
チ
ャ
ン
ネ

ル
」
を
開
設
す
る

の
は
ど
う
か
。
学
校

で
の

運
営

が
難
し

い
よ
う

で
あ

れ
ば
、

天
草
ケ

ー
ブ
ル

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
に
協

力
を
お

願
い
す
る
な
ど
検
討
す
る
と
よ
い
。
 

（
研
究
主
任
）
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

Yo
uT
ub
e
は
安
全
面
で

不
安
は
あ
る
が

、
で
き
る

方
法
を
天
草
ケ

ー
ブ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連
携
し
な
が
ら
検
討

し
た
い
。
 

 

（
松
尾
委
員
）
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
に
参
加
し
て
、
良
い
取
組

だ
と
感
じ
て
い
た
。
も
っ
と
危
機
管
理

情
報
課
と
し
て
、
生
徒

の
活
動
に
携
わ

り
た
か
っ
た
。
次
年
度
以
降
も
取

組
を
続
け
る

と
の
こ
と
な
の
で
、
今
後
も
協
力
し
て

い
き
た
い
。
 

 

３
．
開
会

 

（
１

）
校
長
謝
辞
（

田
中
校
長
）
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４ 探究活動の自己評価ルーブリック 

 

上天草プロジェクト 「探究活動」自己評価 

 班ごとの探究活動において、下の４つの場面（観点）で、自分がどのように行動できた

か、４～１であてはまるものを１つ選び、回答欄に記入してください。 

評価 

観点 
４ ３ ２ １ 

課
題
の
設
定 

上天草の現状（困り

事）を踏まえ、班員と

協働しながら、主体

的に班の課題設定に

貢献した。 

班員と協働しなが

ら、主体的に班の課

題設定に貢献した。 

教員に促され、主体

的に班の課題設定に

貢献した。 

教員に促され、班の

課題設定に参加し

た。 

情
報
の
収
集 

班員と協働しなが

ら、主体的に必要な

情報を収集し、課題

解決に十分なデータ

の蓄積に貢献した。 

主体的に必要な情報

を収集し、課題解決

に十分なデータの蓄

積に貢献した。 

教員に促され、主体

的に必要な情報を収

集し、課題研究に十

分なデータの蓄積に

貢献した。 

必要な情報を収集し

ようとしたが、課題

研究に十分なデータ

の蓄積にあまり貢献

できなかった。 

整
理
・
分
析 

班員と協働しなが

ら、事実や事実間の

因果関係を推理する

など、収集した情報

から自分なりの考え

を形成し、意見を述

べる事ができた。 

事実や事実間の因果

関係を推理するな

ど、収集した情報か

ら自分なりの考えを

形成し、意見を述べ

る事ができた。 

教員に促され、事実

や事実間の因果関係

を推理するなど、収

集した情報から自分

なりの考えを形成

し、意見を述べる事

ができた。 

収集した情報を整

理・分析し、自分なり

の考えを形成しよう

としたが、意見とし

て表現する事ができ

なかった。 

ま
と
め
・
表
現 

研究の結果を表現す

るにあたり、客観的

で論理的な考察を示

すことができ、明確

な根拠（証拠）を持っ

た結論をわかりやす

く表現できるよう、

積極的に活動した。 

研究の結果を表現す

るにあたり、わかり

やすく表現できるよ

う、積極的に活動し

た。 

研究の結果を表現す

るにあたり、与えら

れた役割を果たす事

ができた。 

研究の結果を表現す

るにあたり、教員に

促されて、与えられ

た役割を果たす事が

できた。 
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